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開催日時
連合自治会
（町内会）名

懇談テーマ
出席予定者

（テーマ担当部長等）

10月20日（火）
18：00～
稲穂会館

稲穂町自治連合会 〇 ごみの処理工程について

市長、副市長､教育長、
企画財政部長、総務部
長、市民環境部長、保
健福祉部長、建設部長

10月21日（水）
18：00～
富ヶ岡会館

富ヶ岡連合町内会
〇 環境整備について
○ 防災関係について
○ 公園、会館等の整備について

市長、副市長､企画財
政部長、総務部長、市
民環境部長、保健福祉
部長、建設部長、教育
部長、水道部長

11月5日（木）
18：00～
大曲会館

大曲地区連合町内
会

〇 生ごみ用袋の無料化について
〇 ファーストマイホームの達成割合
について
〇 居住区域内の優先道路と枝線
交差点のドット線設置について

市長、副市長､教育長、
企画財政部長、総務部
長、市民環境部長、保
健福祉部長、建設部
長、大曲出張所長

11月6日（金）
18：30～
農民研修セン
ター

西部自治連合会
〇 ごみ問題について
〇 防災関係について
〇 高齢化社会について

市長、副市長､教育長、
企画財政部長、総務部
長、市民環境部長、保
健福祉部長、建設部
長、教育部長、西部出
張所長

11月24日（火）
18：00～
西の里会館

西の里連合町内
会・
虹ヶ丘連合町内会

〇 西の里公民館の整備について
○ 西の里南さくら公園及び西の里
広場の整備活用について
○ ごみ問題の対応について
○ 交通安全標識の設置について

市長、教育長、企画財
政部長、総務部長、市
民環境部長、保健福祉
部長、建設部長、会計
室長、教育部長、西の
里出張所長

11月25日（水）
18：30～
北広島団地第4
住区集会所

北広島団地第4住
区自治連合会

○ 市議会議員と地域住民の意見
交換会について
○ 団地の防災について
○ 市民のバス路線について
○ まちづくりについて

市長、副市長､教育長、
企画財政部長、総務部
長、市民環境部長、建
設部長、水道部長

11月26日（木）
18：00～
北広島団地第2
住区集会所

北広島団地第2住
区自治連合会

〇 双葉小学校通学歩道の改良に
ついて
〇 若い世代の北広島団地地区へ
の積極誘導策について
〇 みなみ支援センター「（通称）ふ
れて」の階段の改善について

市長、副市長､教育長、
企画財政部長、総務部
長、市民環境部長、保
健福祉部次長、建設部
長、教育部長

平成２７年度 市政懇談会開催状況
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市長あいさつ 

 

お晩でございます。北広島市長の上野正三でございます。 

 本日は、市政懇談会ということで、夜分お疲れのところ多くの皆様にご参加いただ

きまして、心から感謝申し上げます。 

 また、日頃から自治会をはじめ市民の皆様には、市政の推進にあたりましてご理解

とご協力をいただいておりますことに、厚くお礼を申し上げます。 

 私は、市長に就任して以来、これまで「市民との連携」「魅力発信による活性化」「持

続可能な市政運営」の基本理念をもとに、次代を担う子どもたちや市民の皆様が安心

して生活でき、将来に希望が持てるまちづくりを進めてきたところであります。 

 今後の市政運営につきましては、平成２３年度に策定した「第５次総合計画」に掲

げる『希望都市』『交流都市』、そして『成長都市』の「めざす都市像」の実現に向け

たまちづくりを今後も進めてまいりたいと考えているところであります。 

 今年の市政懇談会につきましては、１０月２０日から始まり１１月２６日まで、市

内７箇所で開催する予定であります。 

 本日の市政懇談会につきましては、はじめに私の方から「市政の状況」について報

告させていただき、続いて「町内会から提出された質問などに対する回答」を担当部

長の方から説明させていただきます。 

その後は、自由に懇談する時間を取りたいと考えておりますので、よろしくお願い

いたします。 

 それでは、はじめに「市政の状況など」についてお話をさせていただきます。 

 本市を取り巻く状況についてでありますが、少子・高齢化社会に対応したまちづく

りや老朽化が進む公共施設の再整備、地域経済の活性化など、取組むべき行政課題が、

年々多様化しているところであります。 

 また、現在、「地方創生」が叫ばれており、全国的に人口減少と地域の活性化に向

けた取組が進められているところであります。 

 本市の人口は、９月末現在５９，４１２人と、平成１９年度以降、緩やかに人口減

少が進んでいることから、定住人口の増加に向けた取組みが最重要の行政課題である

と考えているところであります。（Max Ｈ１９～６１，１７４人） 
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定住人口増加の取組みとしましては、定住促進 PR（プロモーション）やネットによ

る動画の配信など「住み続けたいまち北広島」の魅力を発信する「シティセールス事

業」を積極的に行ってきており、昨年から始めた「おためし移住」におきましても、

これまでに道外の１３組 ３２名（H26：４組１１名・H27：９組２１名）の方々の利

用があり、市のホームページに体験日記を毎日掲載していただくなど、まちの PR に

ご協力いただいているところであります。 

昨年９月から実施しております、市内に初めて住宅を購入した子育て世代を対象に

５０万円を助成する「ファーストマイホーム支援制度」につきましては、昨年度５０

件、今年度も既に１１５件（10/5 現在）の助成を行っているところであります。 

市外からの転入が９９件、市内での転居が６６件であり、その割合は、６対４の比

率となっているところであります。 

居住された地区を見てみますと、大曲地区が６０件（36％）、東部地区が４８件

（29％）、西の里地区が２５件（15％）、北広島団地が２４件（15％）、西部地区が８

件（5％）の順となっております。  

（定住者総人数～転入者３５５人＋転居者２５９人＝６１４人） 

子育て支援におきましても、今年度から子育て世帯の経済的負担を軽減するため、

小学生の通院時の医療費負担を３割から１割負担にする助成の拡大のほか、学童クラ

ブや保育所の定員拡大など「新たな子ども・子育て支援制度」への取組みを進めてき

ているところであります。 

こういった定住人口の増加に向けた取組につきましては、ここ数年、出生・死亡に

よる「自然減」に加え、転入・転出による「社会減」も続いており、全市の６５歳以

上の割合も５年前と比較しますと、６．５％増加し、２７．９％となっている状況で

あります。 

しかしながら、平成２６年度におきましては、５年ぶりに転入が転出を上回る「社

会増」となりました。また、この８月、９月は市全体の人口が増加しており、少しず

つではありますが効果が出てきているものと感じているところであります。 

さらに、今年は６月に「東京ディズニーリゾート・プロモーションツアー」（６，

１００人）、７月には「北海道インターナショナル・ドックショー」（３，０００人）

などのイベントの開催や、「ふるさと祭り」（４３，０００人）や「北の酒まつり」（１
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５，０００人）などにおいても市内外から多くの方が来られ、交流人口の増加やまち

の賑わい、ＰＲにつながったものと考えているところであります。 

また、東洋経済新報社による「住みよさランキング 2015」では、本市が２年連続で

北海道で１位となり、そのなかでも「成長力」の年間出荷額や販売額による「産業指

数」の分野においては、全国８１３自治体のうち、全国１位となったところでありま

す。 

今後も、まちの魅力を発信する「シティセールス事業」を展開しながら、子育て支

援や教育環境の充実など、定住人口増加の取組みをはじめ、総合的に進めてまいりた

いと考えております。 

次に、道路や橋梁、学校、市営住宅などの公共施設につきましては、市民の皆様が

安心して使っていただくため、長寿命化計画などに基づいて改築等の整備を進めてい

るところであり、学校施設におきましては、今年度、緑陽中学校の屋体の地震補強工

事を実施しており、これにより市内すべての小中学校において耐震化が完了するもの

であります。 

また、長年の懸案でありました市役所庁舎の建替えにつきましては、これまで中央

会館の解体などを進めてきたところでありますが、８月末に建設工事に着手したとこ

ろであります。 

今後におきましては、平成２９年度春の供用開始に向けて工事を進めるとともに、

平成３０年度までに旧庁舎の解体や外構工事を含め、事業の完了を目指してまいりま

す。 

なお、工事期間中は、駐車スペースなど市民の皆様にはご不便をおかけすることに

なりますが、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

次に、市の財政状況についてでありますが、平成２７年度の予算規模は、一般会計

が約２４２億円で（特別会計：約１５０億円 合計約３９２億円）これを市民一人当

たりに換算しますと約４１万円（合計では６６万円）の規模となっております。 

また、市税収入においては、７４億円となっており、市民一人当たりに換算します

と１２万５千円となっているところであります。 

財政の健全度合いを示すひとつの指標として、単年度における借金返済額の割合を

示す「実質公債費比率」というものがあります。 
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本市のこの比率は、平成２６年度は５.９％で、健全化計画を立てなければならない

国の基準である２５％を大きく下回っており、全道３５市のなかで、札幌市に次いで

２番目に少ない割合となっております。（全道市～2/35 全道市町村～25/179） 

今後におきましても、公共施設のリニュアルなど、大型の建設事業が予定されてい

ることから、現在の公債費水準をできる限り維持しながら、中・長期的な整備計画に

基づき、安定的な財政運営をしてまいりたいと考えております。 

 最後に、企業誘致についてでありますが、 

JR 北広島駅西口地区においては、「白い恋人」で有名な「石屋製菓㈱」が菓子製造

拠点として、平成２９年夏の操業を目指し、現在、防災関連工事を行っているところ

であります。 

 大曲中央では、コンビニ向けの弁当・惣菜のメーカーである「㈱彩香」が１２月か

らの操業に向けて準備を進めており、先日は約３００名の従業員の募集も行われてい

たところであります。 

また、平成２６年度に完成しました輪厚工業団地におきましては、今年度に入りま

して、大和ハウス工業株式会社外１社と９区画、約２２２，４００㎡の売買契約を締

結したところであり、これにより販売面積が約８０％となったところであります。 

工業団地内においては、既に３社（北電・ホンダ・ユニシス）が操業を開始してお

り、また、３社（中北・加藤・アセット）が施設の建設を進めているところであり、

早ければ年度内にも一部の企業が操業を開始することとなっております。   

今後も完売に向けて積極的に誘致活動を展開し、雇用の場の創出に努めてまいりた

いと考えております。 

以上で、市政の状況についての説明を終わらせていただきます。 

最後になりますが、市民の皆様との対話に努めながら、『笑顔あふれるまち、着実

に成長するまち』をめざし、全力で行政運営を進めてまいりたいと考えておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

 本日は、ご多忙のところ市政懇談会にお集まりいただき、誠にありがとうございま

した。 

 

 ※上記の内容を基本として、各地域の話題を交えています。 
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平成 27 年度 市 政 懇 談 会 

稲穂町自治連合会 

平成 27 年 10 月 20 日（火）18：00～ 

稲穂会館 

出席者 26 名（自治連合会 11 名、市側 15 名） 

 

 

【開催次第】 

１ 開 会 

２ 市出席者紹介 

３ 連合町内会長あいさつ 

４ 連合町内会役員等紹介 

５ 市長あいさつ 

６ 連合町内会から懇談テーマの趣旨説明 

７ 懇談テーマに対する担当部長からの説明 

 （1）交通安全施設等の整備について 

 （2）ごみ対策について 

 （3）街路灯の増設について 

 （4）空き家対策について 

 （5）出張所への事務権限等の委譲拡大について  

８ 懇談テーマに対する再質問等 

９ 自由懇談 

10 閉 会  
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１ 開会 ～ 略 ～ 

 

２ 市出席者紹介 

○榎本市民課長 

 市側の出席者を紹介させていただきます。上野市長です。道塚副市長です。吉田教育長

です。中屋企画財政部長です。浜田総務部長です。村上建設部長です。福島保健福祉部長

です。塚崎市民環境部長です。岡秘書課長です。秘書課柴主査です。市民課市民生活担当

梅木主査です。中尾主任です。野中主事です。 

 

３ 連合町内会長あいさつ 

○自治連合会長 

本日はお忙しい中、上野市長はじめ、市の幹部や担当職員の方々のたくさんご出席をい

ただき、誠にありがとうございます。私どもは、毎年、市政懇談会は市政を知る機会とい

う風に考え楽しみにしているところでございます。この機会を通じまして、住民と市政と

の意思疎通がより深まるよう期待し、楽しみにしていますので、本日はどうぞよろしくお

願いします。また、日頃、当自治連合会の運営につきまして何かとご理解とご協力をいた

だいておりますこと、厚くお礼を申し上げます。 

 

４ 連合町内会役員等紹介 

○自治連合会長 

自治連合会の出席者を紹介させていただきます。私は会長の松尾です。稲穂町自治連合

会の三谷副会長です。同じく槌田副会長です。村本総務部長です。そのほか、各町内会の

役員、運営委員の方々です。本日はどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

５ 市長あいさつ ～巻頭に掲載～ 

 

６ 連合町内会から懇談テーマの趣旨説明（当日配付資料のテーマ要旨抜粋） 

○自治連合会長 

（１）ごみの処理工程について 

ごみ収集のことにつきましては、例年、市の広報で色々な角度からご説明をいただいて

おります。その中で収集作業が身近な問題としております。しかし、それでも各町内会の

ごみステーションについては一定の問題が出ているように感じております。 

そのことを踏まえ、市から色々な角度からご説明いただきながら、ご質問をさせていた

だきたいと思っております。まず、一連の収集からゴミ処理の過程、そして市としてゴミ

政策をどのように進めようとしているかをお聞きしたいと思います。併せて、現場のごみ

排出処理の適正化とどのような形でリンクされているかについてもお尋ねします。 

よろしくお願い致します。 
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７ 懇談テーマに対する担当部長からの説明 

○塚崎市民環境部長 

（１）ごみの処理工程について 

私から今回の懇談テーマでございます、ごみの処理工程についてご回答させていただき

ます。 

回答の前に、日頃から会長を始め、各自治会の皆様には、ごみステーションの管理やご

み処理の関係で大変お世話になっていますことに厚くお礼申しあげます。 

それでは、回答させていただきたいと思います。 

まず 1点目ですが、ごみ処理の工程について、A4版カラーの資料をご覧ください。 

まず、普段市民の皆様に分別いただいているごみの中に生ごみがあります。これは黄色

のごみ袋でお出し頂いている物でございます。この生ごみは、各ご家庭から出るごみと、

事業者が出すごみの 2 通りございますが、どちらも市の下水道処理センターの中に生ごみ

をバイオガス化する施設に持って行き処理します。また、この下水処理センターでは、生

ごみと下水道を通してくる汚泥、し尿等を乾燥汚泥にして、緑農地還元することも行って

おります。なお、ごみ袋はバイオガス化できませんので、不適物として、最終処分場の方

に埋め立てるという流れになっています。 

次に、ピンクのごみ袋で出して頂いております普通ごみでございます。これも、各ご家

庭から出るごみと、事業者から出るごみがございます。この普通ごみは、大きなものは破

砕して、最終処分場に埋め立てるという流れになっています。 

次に粗大ごみですが、生ごみや普通ごみは、皆様にごみステーションにお持ち頂いてお

りますが、粗大ごみだけは、料金をお支払いただいてから、各ご家庭に市が取りに行くと

いう形になっております。事前に粗大ごみを出す場合につきましては、コールセンターに

粗大ごみを出すためのお申し込みをしていただき、必要な処理券を貼っていただいて、指

定された日にお出しいただくものとなります。この粗大ゴミですが、破砕処理をして最終

処分場に持っていくもののほか、昨年 8 月から家具類のリサイクルできる物につきまして

は、広葉交流センターに修繕を行う場所がありますので、そこで傷等を修繕して市民の皆

様に販売するという流れになっています。 

次は資源ごみですが、先に破砕ごみの説明をさせていただきます。破砕ごみにつきまし

ては、家庭から出てくるごみとなります。これは直接最終処分場に埋め立てるという流れ

になります。 

次に、先ほど飛ばしました資源ごみ、リサイクル衣料、小型家電、廃乾電池等につきま

して、これまで市では最終処分場に埋め立てない方針で行って参りました。なぜそのよう

に行ってきたかにつきましては、同じく A4版の「北広島市のごみ処理」という資料をご覧

いただきたいと思います。 

北広島のごみ処理の特徴は、これまでゴミ焼却炉を持ったことがないため、燃やすごみ

という区分が無かったことです。そのために、資源にならない物については、すべて最終

処分場に埋め立てなければならないため、いかにごみを減らして最終処分場を延命化させ

るかということが、市のごみ処理の中でも大変重要な位置を占めてきたところでございま
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す。そのため、市では早い時期からごみの資源化に取り組んできました。 

まず、昭和 59 年 3 月に使用済み乾電池を分別収集いたしまして、昭和 62 年から当時の

留辺蕊町、現在の北見市にありました民間施設へ委託処理を行っております。平成元年か

らは、生ごみのコンポストモデル事業を始めて、なるべく生ごみを市に出さないような方

策を開始しています。 

平成 3 年度からは、コンポストをご購入する際の助成制度を始めております。また、同

じく平成 3 年に資源リサイクルセンターを設けて、ビン、スチール缶、アルミ缶紙パック

を資源化処理するようにしております。 

平成 11 年には、蛍光管の埋め立てを止め、分別収集して乾電池と同じように留辺蕊の民

間施設に持って行って処理を始めました。 

また、これまでで一番大きなごみの資源化として、平成 12 年 10 月に国で容器包装物の

資源化を行うよう決定したこと受け、本市でも、同年 10 月から紙製容器、廃プラ容器、ペ

ットボトルの資源化を始めています。同時に、町内会の皆様に協力いただき、集団資源回

収も開始しました。平成 13 年度からは生ごみのコンポストだけではなく、段ボール箱を使

った生ごみの堆肥化のモデル事業を開始しております。 

平成 16 年度からは、新聞紙の資源化を始めました。 

平成 17 年度は古布の資源化を始めました。古布は拠点回収で行っており、回収したもの

をリサイクルに回すということで行っております。また、開始当時、集める衣類は綿 50％

以上に限定していましたが、現在は綿 50％以下でも収集するものと変わりました。 

平成 18 年度には、電動の生ごみ処理機の購入補助制度を始めております。 

平成 20 年 10 月には、家庭ごみ有料化を開始しました。この時は、改めて雑誌類の資源

化を始めるとともに、枝木もチップ化処理を行い埋め立てないものとしました。 

平成 22 年 4 月からは、ご家庭から出る廃食用油を 6 ヶ所で拠点回収を始めております。

同年 10月には、現在も使われております資源リサイクルセンターがオープンいたしました。

これにより何が変化したか言いますと、平成 3 年の市民リサイクルセンター第１期では新

しい容器包装物が入ってきたため、スチール缶、アルミ缶、ペットボトルなどの古いほう

のリサイクルセンターでは処理できなくなっていたため、苫小牧の民間会社に持って行き、

そこで分別して資源化をするという流れでした。しかし、平成 22 年 10 月に新しい資源リ

サイクルセンターが出来上がりましたので、全て北広島市で処理ができるようになり、こ

の年から市による資源化を行っております。 

平成 23 年 1 月には、現在みなさんにお願いしております生ごみの分別を開始いたしまし

て、その年の 4月から実際に生ごみのバイオガス化処理を始めています。平成 24 年 4 月か

らは、集団資源回収として、それまでの新聞紙が主でしたが、チラシ、パンフレットコピ

ー用紙、ノート等の 5 種類を、市内の回収業者にご協力いただき、集団資源回収で集める

ことができるようになりました。 

平成 25 年 12 月からは、使用済みを 7ヶ所で拠点回収を開始しています。平成 26 年 4 月

からは、先ほど申し上げました粗大ごみのうち家具等のリサイクルを始めました。 

このように、北広島市はできるだけ資源になる物は資源化して最終処分場への埋め立て
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を行わないというのが、北広島市の大きなごみ処理の流れということでご理解をいただけ

ればと思います。 

それではテーマの 2 点目につきまして、作業工程の省力化からどのようなごみ出しの方

法が求められているのかについてですが、皆様にお配りしました資源リサイクルセンター

のパンフレットをご覧ください。 

このパンフレットの中で処理フローについて記載されていますが、処理作業の中には手

作業の作業もございます。その作業は何かと言いますと、皆様に排出していただいた資源

ごみの中に混ざっている不適物を、人の手で資源とそれ以外に区分するという作業です。

不適物が多いとごみ処理にかかる時間も長くなるため、不純物を選別し取り除く作業を少

なくすることで作業の効率化していきます。そのため、ごみ処理の効率化を図るため、皆

様のご家庭でごみを出す際のお願いがございます。 

まず、ペットボトルの蓋をお取りいただければと思います。実はペットボトルの蓋を取

る作業も大変ですので、ペットボトルの蓋やラベルを取っていただくことでごみ処理の作

業効果も上がります。また、汚れている物につきましては、水洗いをして、汚れを取って

いただきたいと思います。また、資源ごみの中に、リサイクルの対象にならない物があり

ますと、手作業で選別することとなりますので、ご注意いただきたいと思います。 

続いて、テーマ 3 のごみを減量化するために何を考えるべきかについてと、テーマ 4 の

市民に協力していただきたいことは何かについてご回答します。 

まず、ごみの減量化につきましては、ごみとして出さないことが 1 番大事なことだと考

えております。そのためにやるべきことは、無駄な物、すぐごみになる物の購入をお控え

いただくよう努力していただきたいと思います。それから物を大事に、長く使っていただ

くことがごみの減量化に結びつくものと考えております。また、先ほどご説明しましたが、

資源ごみになる物については資源として分けていただく意識をお持ちいただくだけでごみ

は減りますので、分別の意識をお持ちいただきたいと思います。 

それから、先ほど集団資源回収ということでご説明させていただきましたが、是非、ご

みステーションにごみを出す前に、町内会や地域で行っていただいている集団資源回収に

出していただきたいと思います。それにより、市でごみを収集する量が減ります。また、

集団資源回収を行うことで、市からも 1 キロ 4 円の助成金が各町内会等に入りますので、

是非集団資源回収をご利用していただいて、ごみの減量化に向けてご協力いただければと

思います。 

簡単でございますが、私からの回答とさせていただきます。よろしくお願いします。 

 

８ 懇談テーマに対する再質問等 

○自治連合会長 

ただ今、塚崎部長のご説明でごみステーションにごみを出す際に、資源ごみについては、

町内会で行っている資源回収に先に出してくださいとご説明がありました。 

ご説明いただいた内容は当然のことであると思いますが、今末端の町内会のごみステー

ションでは、ごみ出す際、プラスチック、ペットボトル、発泡スチロールを混ぜて出した
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り、何種類かの物を一緒に出したりすることがあります。そういったものは、回収車が来

ました時に、これは選別が十分されていませんということで黄色い紙を貼って置いていき

ます。しかし、クリーンタウン北広島中ではビン、缶、ペットボトルを一緒に出したらだ

めですなど、そのようなことは書かれておりません。むしろ、クリーンタウン北広島の 21

年度版を見ますと、ペットボトル、ビン、缶が一緒に透明の袋の中に入っている絵が描か

れています。 

現在、町内会でごみ当番の人がごみステーションに行き、掃除や散らかっている物の整

理をしている時に、そういうごみ袋を持って来た人に対して、当番の人によっては注意す

る人と注意しない人がいますが、分別処理してくださいということ、あるいはごみステー

ションに出す前に町内会の資源回収に出していただければ、資源が有効に活用できますし、

町内会の副利益が出ますということを、町内会で話させていただきます。 

ただ、税金を払っているのだから市にしてもらったらどうか、あるいは高齢のためでき

ないという声も聞きます。また、クリーンタウン北広島に絵で示しているから問題ないと

言われることもあります。確かに、冊子にはそのように描かれていますし、新しくクリー

ンタウン北広島が配られた時に添付されていた Q&A のチラシにおいて、ペットボトル、ビ

ン、缶を一緒に出したら回収してくれないでしょうかと質問に対して、出してもいいです

という回答があったこともあります。 

市としても町内会としても資源回収を奨励していますので、もっとクリーンタウン北広

島の中に分別の件を全面的に出して説明していただきたいと思っております。 

 

○塚崎市民環境部長 

現場での声が教えていただきありがとうございます。 

それで、今お話しがありまた内容について、2つ分けて回答させていただきます。 

まず、集団資源回収について、どのようなごみが出せるか、どのような物を集団回収に

出せば町内会にとっても利潤が上がりますという部分について、町内会の皆様へバックア

ップができるよう広報など PRを進めたいと思います。 

次に、ビン、缶、ペットボトルの分別についてですが、今のお話では町内会の集団資源

回収の際に、スチール缶とアルミ缶を分けてお出しいただいているということでした。そ

れで、市が行う場合については、同じ袋の中にビン、缶、ペットボトルが混ざっていても

大丈夫です。市と町内会で集め方が違うことで、町内会としては説明に困ってしまう部分

かとは思います。しかし、現在市では資源物をパッカー車で集めているため、車の中で圧

縮されないようにビン、缶、ペットボトルを一緒に集めているという状況でございます。 

町内会につきましては、スチール缶とアルミ缶では単価等が違うことから、分別をする

かしないかにより収入が変わってくるため、町内会は分別して回収しているということを

PR していただくのが 1番良いのではないかと思います。 

 

○自治連合会長 

去年の 5月から 8月まで稲穂町西 2・6丁目町内会の小さな河川敷上にあるごみステーシ
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ョンのチェックをしましたところ、回収されず黄色い紙を貼ってごみが残された理由とし

て、ペットボトルとプラが分別されていない、ペットボトルとアルミ缶が混入している、

ペットボトルとトレイが分かれていない、3類プラスチックとペットボトルと発砲トレイが

分かれていない、といった理由で残っていました。 

 

○塚崎市民環境部長 

ただいまご指摘のありました部分につきまして、ごみステーションに残されたごみは、

分別の仕方が悪いため不適正物として黄色い紙を貼られて残された物となります。 

ただいま、伺った中で、まず発泡スチロールにつきましては、平成 22 年に新しい資源リ

サイクルセンターで処理をしています。発泡スチロールはどんなに圧縮しても元に戻るこ

とから、昔の資源リサイクルセンターの機械ではプラスチックのバンドをかけても膨れ上

がりバンドが切れる、またはバンドは切れないですが横から飛び出してしまうという状況

であったため、発泡スチロールは、平成 22年 10 月までは資源化していませんでした。 

しかし、現在は機械が新しくなり、発泡スチロールを圧縮しても戻らない強さで梱包で

きるようになりましたので、発泡スチロールにつきましてはプラスチック容器と混ぜて問

題ありません。先ほどのご説明聞いていたお話の中で、ビン、缶、ペットボトルはひとつ

の袋に、またプラスチック容器包装物についても発泡スチロールを加えてひとつの袋に入

っても大丈夫です。 

ところが、プラスチックと発泡スチロールが入っているため黄色い紙を貼られていたと

すれば、なぜそのような貼り方したのか、私も疑問となるところであります。そのため、

会長や町内会の方々には申し訳ありませんが、もし資源物でプラスチック容器の袋に発泡

スチロールの白トレイが入っているため黄色いシールを貼られている袋があれば、すぐに

私どもで収集業者を正さなければならないため、市にご連絡いただきたいと思います。 

繰り返しにはなりますが、ただ今申し上げましたように、ビン、缶、ペットボトルがひ

とつの袋、またプラスチック容器はプラスチック容器のほか発砲スチロールの白トレイも

ひとつの袋で良いと区分となっています。なお、例えば、発砲スチロールが汚れており、

収集業者が見た時にごみとして扱わないとだめと判断した場合は、ごみステーションに残

させていただくことになりますので、それについてはご了解いただければと思います。 

 

○自治連合会長 

確認しますが、塚崎部長が仰いましたプラスチックと発砲スチロールが混ざっているの

は良いということですが、例えばプラスチックとペットボトルも一緒に出して良いのでし

ょうか。 

 

○塚崎市民環境部長 

ペットボトルとプラスチックは別な物となりますので、ビン、缶、ペットボトルの３つ

は分けてください。 

これにつきまして、まずプラスチック容器包装物が何か言いますと、プラスチックで出
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来た商品を包装するものを指します。そのため、プラスチックで出来た商品を包むビニー

ル類などは対象物となりますが、例えばおもちゃのプラスチックは容器ではなく商品その

ものであり、資源化することができないため、対象物とはなりません。そのため、もしこ

の区分を間違ってごみ袋に入れていると、収集業者は回収せず、ごみステーション置いて

いかれてしまうこととなりますので、ご理解いただきたいと思います。 

なお、白トレイ等は商品を包んでいた物なので、こちらは対象となります。 

 

○市民 

今のことに関して、包装容器の物と普通のプラスチックの物を分けてくださいというこ

とでした。これは中身の性質が全然違うからなのか、それとも単純に包装でないからだめ

だということなのか、教えてください。 

 

○塚崎市民環境部長 

資源化ゴミの区分については、国が法律を制定する際に作られまして、平成 12 年 10 月

から事前法律が施行されました。区分を作成する際、国の調査において日本のごみの中で

何が１番かさばって量が多いか確認したところ、商品を包んでいる紙類やプラスチック製

の容器包装物のごみが多かったことから、まずそうしたごみを減らすこと、そのために国

が責任を持って何らかの形で資源化していくこととなりました。そのため、今お伝えしま

したプラスチック容器と紙製容器は、国により資源化が行われています。 

ただし、資源化を行ってはおりますが、その排出量に応じて我々も負担金を払わなけれ

ばならないという法律となっております。それで、プラスチックの製品と容器包装物とど

こが違うのかということですが、確かに質は違いますが同じ原材料から作られたものであ

ります。しかし、法律により資源化するものは商品を包んでいる包装物となっているため、

扱いに差が出ているという現状となっていることをご理解いただければと思います。 

 

○市民 

今のお話だと、要は法律の問題ということになりますが、法律そのものを変える事はで

きないのですか。普段、プラスチック製品は包装物よりごみの量が少ないかどうかは分か

りませんが、両方とも大事な資源ですので、全部合わせて資源化するような法律にしてい

くよう、自治体から意見として出していくことは不可能なのでしょうか。 

 

○塚崎市民環境部長 

容器包装物の法律に関しては、環境省の審議会において、約 4 年から 5 年に 1 回、色々

な審議を行っております。その審議会において、私たち北広島市を含めた各自治体の集ま

りであります市長会から、容器包装物だけではなくプラスチック製品のごみも何らかの形

で資源化できないのか検討していただくよう要望を挙げています。ただ、現在審議会では

容器包装物の資源化をどのように進めるかの検討がメインとなっており、プラスチック製

品をどのように資源化するのかについては中々進んでいない状況であります。 
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また、もうひとつ大きな障害となっていることは、日本で生産された製品であれば、生

産者に処理費を求めることができますが、現在海外からどんどん輸入されている製品につ

いて、処理費用を海外の生産者に求められるのかという問題もあります。その部分につき

まして、国の担当である経済産業省から、プラスチック製品のごみの資源化については、

難しい部分があると回答が返ってきている状況です。 

 

○市民 

容器包装ごみについて、例えば、生協で品物を入れてくださる袋や商品を包装するとこ

ろにある薄い無料のごみ袋がありますが、そのごみ袋は包装ごみに入るのですか。 

 

○塚崎市民環境部長 

結論からお伝えしますと、薄いごみ袋は対象にはなりません。 

そのごみ袋は、購入した商品を家庭に持ち帰る際に、水分が落ちたりするのを防止する

ための入れ物です。この容器包装物の対象となるものは、商品を買った時点でその商品を

包んでいる物となります。そのため、購入した後の商品を何らかの理由で包んだ物は対象

になりません。ただし、レジ袋は容器包装物なので対象となります。 

しかしながら、現在レジ袋はごみとして出てきていない現状です。これは、レジ袋が有

料化されてからは容器包装物と一緒に出すことができますが、現実には市民のみなさんが

ごみを出すときの袋等に使われているため、資源ごみに混入するということはほとんどな

いためです。 

 

○市民 

商品を包む時に使う薄いビニールは、容器包装物の対象にならないというのはわかりま

す。しかし、混ざることにより何か特別な障害があるのですか。 

 

○塚崎市民環境部長 

市が容器包装物を回収する際、容器包装物を圧縮して協会に持っていきます。 

そして、協会ではその中に不純物がどのくらい混ざっているか、常に検査をします。そ

の検査の中で、例えば 95％以上しっかり分別されて中身が正しければ、A ランクとなりま

す。 

容器包装協会では、圧縮した塊をごみ処理しますが、このごみを処理するために、例え

ば 100 万円掛かると見積もりしたとします。しかし、実際にそれを見た業者が、99 万円で

処理できるということになれば 1 万円の差ができます。この差額について、塊を持ち込ん

だ自治体に返そうという制度なっております。 

そのため、市でも去年は 100 万円程度が返還されています。 

ところが、Aランクから落ちてしまいますと、この差額が返還されなくなります。 

ランク分けとしましては、A、B、Dとなっており、Cはありませんが、もし Dランクにな

りますと、容器包装物のごみの引き取りも拒否されてしまいます。 
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ただし、皆様のご協力により、本市はずっと Aランクとなっております。 

この水準を下げずに、微々たる物かもしれませんが、ごみ処理料が少しでも安くなるよ

うにするためには、皆様に不適物を混ざらないようにしていただけるように、これからも

我々は PRしていきたいと思っております。 

 

○市民 

資源ごみの分別の PR をしっかり行っていただくことと、早くプラスチック製品の資源化

が行えるようお願いします。ありがとうございます。 

 

○市民 

ペットボトルや容器包装物について、リサイクルするのではなく、燃料として使う自治

体もございます。北広島市では、現在どのようになっているのかをお聞きしたいです。 

 

○塚崎市民環境部長 

まず、先ほどお伝えしましたとおり、みなさんに分別いただいた容器包装物は、国が処

理する形になります。その処理の方法は、残念ながら市では選択できません。 

また、ペットボトルのごみについてですいが、北広島市から出るペットボトルを購入す

るという業者がいて、実際に落札した業者がどのようにペットボトルを活用したいかによ

り変わります。例えば、ペットボトルをフレイクにして作業着にするという業者もいれば、

ペットボトルを再度ペットボトルとして使う業者もいます。また、改めてプラスチックの

原料になる玉にするという業者もいれば、繊維として使う業者もいます。同様に、燃料と

して使う業者が落札すれば燃料になります。 

しかし、残念ながら、何に活用するかは落札した業者が選択することとなりますので、

市から落札したペットボトルの活用方法は指定できない状況であります。 

 

○市民 

去年の平成 26 年度はどのように活用されたか、ご存知であれば教えていただきたいです。 

私たちはごみの分別をしていますが、その行き先がどのようになっているのか、ほとん

どの方が知らないと思います。 

分別の段階で、もっと綺麗にしよう、逆に、この辺で良いだろうなど、人により思い入

れが様々であるため分別に繋がらないと思うので、行き先のことを知りたいと思います。 

 

○塚崎市民環境部長 

行き先ですが、ペットボトルにつきましては再度ペットボトルに戻すという業者が、現

在落札しております。 

それからプラスチック容器ですが、昨年度は室蘭の新日鉄という業者が落札しておりま

す。新日鉄は、油化施設なので油にします。ただ、今年度は新日鉄ではない業者が落札し

まして、その業者は再度プラスチックの原材料にする業者です。 
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○市民 

年齢を重ねるにつれて、分別がきちんとできるか非常に不安です。 

この分別ですが、なぜ我々消費者がやらなければならないかということのお話です。 

例えば、包装物など最終的にごみとして処理をしなければならないので、あまり細かく

分別しないで済むよう、国からメーカーなどに分別しやすい包装にする、あるいは袋にす

るよう伝えるなど、我々が分別しやすいような形をとってほしいです。 

昔は包装などがなかった時代から、現在は色々な形で包装の中身が変わってきています。

我々消費者はそれに振り回されて、一生懸命ない頭を振り絞って分別しなければならない

です。これはいかがなものかと思います。 

できるだけ、種類の少ない形でメーカーに対して、国として要求をするという話がある

のかをお聞きしたいと思っています。 

 

○塚崎市民環境部長  

ただいまのご質問につきまして、容器包装物の処理については、容器包装を作ったとこ

ろと容器包装を使ったところが処理費用を出しています。 

それで今のお話につきましては容器包装物を統一できないかと思います。 

実は、国からもメーカーに容器包装物を統一してほしいということは話しております。 

これにより変化があった一番顕著なものは、ペットボトルの厚さが昔に比べ段々薄くな

ったことです。これについては、メーカーとしても、容器にかける料金を下げたい、重さ

を軽くしたいという思惑もあって、ペットボトルは昔に比べると大変薄くなりました。現

在は薄くなることでペットボトルを他のところでも使ないのかを目指しております。 

そのような形で、国では材質の統一性について考えております。 

ただ、現在は輸入品があるため、日本で作られる容器などはある程度統一化できますが、

海外で作られる製品に対しては日本の指導が及ばないところとなります。 

そのため、輸入品に対して対応ができないか、環境省でも対策を検討している状況です。

また、容器包装物の審議会でも、対応していくべきではないかと市長会から意見を出させ

ていただいております。 

いずれにしましても現状としては、国から軽量化など色々な材質の統一性が図られてき

ている状況にあります。 

 

○市民 

私はよくわかりませんが、ペットボトルとキャップを一緒にしてはいけないということ

になっておりますが、なぜ一緒にしてはいけないのかと思いますし、そういう物を統一す

れば良いのではないかと思います。 

これから高齢者が益々多くなるのに、ごみを持って行ってくれなかったら分別の仕分け

が悪いからという形になります。そのようなことがないよう国としてのやるべきことが絶

対あると思います。 
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○塚崎市民環境部長 

今お話につきまして、おっしゃる通りだと思います。 

先ほどの材質の統一化のお話で行きますと、一番わかりやすいのはアルミ缶のキャップ

がアルミになったということだと思います。これにより、アルミ缶はキャップを付けたま

までもごみに出せるようになりました。 

同じように、ペットボトルとキャップが同じ材質で作られ、口が閉まるのであれば、今

おっしゃったように一緒にごみに出すということが実現化できると思います。しかし実際

に、口を閉めるという点から考えると、材質的に同じ物となると、しっかり口が閉まるの

かという技術的な問題があるかと思います。そうした技術的な部分につきましては、改善

できる物は改善してほしいと国で話をしているはずです。 

改めて、ひとつだけお願いになりますが、既にお取組みいただいているかとも思います

が、キャップを付けたままですとクリーンセンターで外す作業が出てしまいます。夏場で

すとよりたくさん付いたままの物が多く、外すのに時間が掛かってしまいます。 

そのため、先ほど申し上げました効率化のお話ではないですが、ごみに出す際はお外し

いただき出していただきたいと思います。よろしくお願い致します。 

 

○市民 

スプレー缶について、北広島市ではどのように考えているのかをお伺いしたいです。札

幌のほうでは何箇所かやるようになったというお話を聞いています。 

 

○塚崎市民環境部長 

北広島市では、国から色々検討していただきたいと 6 月に通知があり、現在検討を進め

ています。 

2 つの要因がありまして、1つ目は、穴をあけずに安全に収集できるかという安全面につ

いてです。この部分については何とかクリアできるような形で進めたいと思っております。 

2 つ目は、今はみなさんに穴を開けていただいていますが、それをクリーンセンターの職

員が穴を開ける作業を行う場合にかかる経費の問題です。現在みなさんに穴を開けていた

だいているので、お一人の負担は各ご家庭にある数本分ですが、収集した物に穴をあける

場合、市内から集まる何万本に穴を開ける事になります。この部分について、実際に職員

で行う場合にかかる経費も計算しているところです。 

市としては皆様にご迷惑を掛けない方向で考えております。ただ、何も考えずに行うこ

とは出来ないので、その部分の経費と見合うかどうか検討中でありますので、ご理解いた

だきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

９ 自由懇談 

○市民 

ごみステーションの設備の件で質問します。 
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私が利用しているごみステーションは、稲穂公園の敷地内に設備されていています。私

がこのごみステーションを使ってから、約 10 年経つと思いますが、初めの時から少し小さ

めのごみステーションでした。そして、最近は転入者の方が増えたため、元々少し小さめ

だったごみステーションが完全に盛り上がっているような形で利用しています。 

盛り上がるだけならばまだ良いのですが、金網が大きめなので、カラスの被害が凄いで

す。すぐにカラスが飛んできて、ごみを突いて、ごみを引っ張り出し、ごみが散乱する状

況です。 

ある程度の散乱したごみは、収集業者の方が集めてくださり、収集車に積んで行ってく

れますが、小さいごみや風で飛んで行ってしまったごみは公園内に広がったり、家の庭先

に飛んできたりします。当然収集業者の方には、そこまでは拾ってくださいとは言えず、

ごみステーションの周りを汚している形になっています。 

現在、北広島市のごみステーションは、屋根付きで立派なごみステーションもあれば、

単なる網を被せただけの雑なごみステーションもあります。もし当面、例えば、各家庭か

らのごみを家庭毎に集めることはせず、当面ごみステーションで収集する状況が続くので

あれば、ごみステーションの規格を市で統一し、一斉に整備することで値段を安く、且つ

安全で清潔なごみステーションを作っていただくことは可能でしょうか。 

色々難しい問題があると思います。あと、設置の際に市から町内会に半額ほど助成金が

あることは承知しております。しかし、北広島市は環境に重点を置いている市だけに、ご

みステーションの設備は限りなく全額補助に近づけるような形にもっていけないのか。そ

して、町を綺麗にしてモラルの低下を防ぐということをお願いしたいです。 

是非ご検討していただきたいと思います。 

 

○塚崎市民環境部長 

まず、市で統一したごみステーションができないかについて回答いたします。 

現在北広島市の町内会数は１５０以上あります。ごみステーションはこの町内会のみな

さんに管理していただいてごみの収集は成り立っています。ごみステーションを設置する

にあたっては、皆様ご存知のように、ごみステーションの設置する場所を決め、20 世帯が

利用することを前提に考えていただくようお願いしております。 

ただ、20 世帯と言いましても、実際に使用する世帯はきっちり 20 世帯にならず、20 世

帯以上が使うこともあれば 20世帯未満の世帯でご使用されている場合もあります。そのた

めごみステーションの規格を統一しようとした場合、20 世帯毎で使用をするということを

詰めていく必要があります。また、地域によって出されるごみの量が違うため、同じ大き

さの物を作り、且つ 20世帯と世帯数が同数であっても、大きさが合うわけではありません。 

 

○市民 

私が言いました規格統一というのは、同じ大きさの物を作るということではなく、当然

そのような問題が出てくると思いますので、大中小のような 3 種類くらいの大きさに分け

るべきと思います。それから、生ごみと一般ごみとの違いもあると思います。なので、1種
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類の物にはできないと思います。 

 

○塚崎市民環境部長 

市が 1 回に作ると言いましても、作れる数が限られてきます。また、今は、市販の物で

も良い物がありますし、恐らく市が別注して作る場合、町内会でお買い求めいただくより

高くなります。 

そのため、ご存知かと思いますが、市でごみステーションのボックスを購入していただ

くために補助金を出していまして、補助率 2分の 1で最大 10 万円まで出せますので、そち

らをご利用して地域から排出されるごみ量にあったごみステーションをご購入いただくの

が 1番良いと考えております。 

また、先ほどの質問の 2 つ目にありました補助金を 2 分の 1 補助から全額補助へ上げる

というお話ですが、実はごみステーションを置けない町内会もあります。そのため、申し

訳ありませんが、補助額については今までどおり 2 分の 1 の補助額でお願いしたいと思い

ます。 

 

○市民 

エコミュージアムセンターのことでご質問します。 

今、市では地域全体を博物館とするエコミュージアムの推進をしておりますが、私もそ

の考え方に共鳴して、まちを好きになる市民大学に応募して 1 期生となっています。そし

て、市民大学が始まり 1期生が入学してから、7年目になります。また、この市民大学には

OB 会があり、今現在は 50 数名で活動をしています。 

しかし、エコミュージアムの考え方は市民の方々にあまり認知されていないと思います。 

そのことについて我々は非常に不満に思っておりますし、市のよる PRが足りないと常々

思っております。 

9 月に市議会で稲田議員がエコミュージアムについて質問するということで、私は市議会

を傍聴しに行きました。稲田議員から市の PR が全くできていない、お金も掛けていないの

ではないかと質問されていました。それに対する市のお答えは、予算がないというそれく

らいのお話で終わっています。 

エコミュージアムの中心施設に知新の駅があります。そこで私は受付や案内の関係のボ

ランティアをやっていますが、知新の駅に見学に来ることがありません。例えば、大曲や

西の里からバスや電車で来て、北広島駅で降りて知新の駅に行こうとしたとき、案内看板

もなく、どのように行ったらいいのかわからないという状況です。また、東光ストア近辺

に行きまして人からお話を聞いてみましたら、全く知らないということでした。 

私はこのエコミュージアムの考え方は非常に素晴らしいと思っていますので、もっと看

板や標識を作り、せめて「いこ～よ」への道順の標識をしっかり出していただければと思

います。 

また、「いこ～よ」近辺に住んでいる方でも知新の駅の存在を知らないという話も聞きま

す。知新の駅は市民の大きな施設で、市民の大事な歴史などをみなさんに知ってもらうた
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めの施設なので、誰でも行けるような道案内に是非お金を掛けて進めていただければ、我々

ボランティアで活動している人たちもやりがいが出てくるので、是非お願いしたいと思い

ます。 

それから、去年もお願いしましたが、中山久蔵は旧島松駅逓に行ったら、あの時久蔵は

この建物の中で生活したという話が分かります。それから、クラーク博士は北広島の図書

館に行けば、クラーク博士はどんな人だったかわかります。 

しかし、この町の開村の祖である和田郁次郎は、どこかの倉庫に保管されているため全

く出てきません。この町を作った方の材料、歴史がほとんど出てないことは残念に思いま

すので、和田郁次郎についてはもう少し力を入れて、「いこ～よ」の一室を開放して専用の

スペースを作っていただければと思います。ご検討していただきますようよろしくお願い

いたします。 

 

○塚崎市民環境部長 

私の方から「いこ～よ」に関する標識の関係について回答させていただきます。 

現在北広島駅の中に「いこ～よ」への案内を置いております。また、まだ工事が始まっ

たばかりですが、輝美町のセイコーマート付近に「いこ～よ」の案内看板設置を行ってお

り、少しずつではありますが、案内看板を充実させていきたいと考えております。 

 

○吉田教育長 

私からエコミュージアム構想について回答させていただきます。 

まず、エコミュージアム構想の件についてご質問いただきましてありがとうございます。 

また、まちを好きになる市民大学の OBの方が、色々な自分達の興味関心を調査研究する

とともに、拠点施設となっております知新の駅で様々な案内や展示のお手伝いなどを日頃

いただいておりますこと、大変感謝しております。 

さて、エコミュージアム構想についてですが、先ほどお話をいただいたように、博物館

を作るのではなく、町にある色々な歴史や自然などの遺産となる、あるいは記憶的なもの

も含めて現地で保存し、市民のみなさんや市外のみなさんに見ていただけるよう進めてい

こうという考え方です。知新の駅はそのきっかけを作るひとつの拠点施設で、そこに行く

ことで色々な情報が得ることができ、昔の遺跡物などを見たり案内したりできるようにな

っております。 

この拠点施設できて１年あまりが経ったのですが、市にはエコミュージアムセンターと

いう部署があり、そこで次のサテライトについて考えております。 

サテライトとは何かですが、例えば、レクの森を市民の財産、自然遺産として捉えます。

レクの森では自然を満喫できますし、散策路の付近には記念物指定を受けた原始林があり

ますので、天然記念物だということ案内します。それから、例えば旧島松駅逓所もサテラ

イトに指定します。今も史跡なっておりますが、そこを米作りの拠点となった場所として

も指定をしていきたいと思います。そのほか、開拓記念公園があります。そこには和田郁

次郎さんの記念となる物も置いてありまして、ご承知のようにレリーフなどもございます。
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そこをサテライトに指定し、付近にある輪厚川のほとりに実は和田邸があった、という支

柱などの表示物を建て、案内をしたいと思っています。 

こうしたことを今年計画したいと考えているところであります。 

そうした時に、行政だけで進めるのではなく、市民大学の OB 会の方々や興味のある方々

の協力を得て、市民のみなさんと一緒に町の歴史や今後のまちづくりのひとつとして進め

ていきたいと思っているところであります。 

それから、知新の駅についてですが、塚崎部長からお話がありましたように、北広島駅

からの道案内は最低限やっていこうと思っております。 

まず、駅に少しばかりですが表示物を付けました。また、もっと目立つよう工夫して参

りたいと思います。 

このことにつきましては、今申し上げましたサテライトも含めて、行き方やお知らせ、

道順など統一的にできないか企画をしていきたいと考えております。もちろん費用の問題

はありますが、イメージとしましては、単に矢印で表示するわけではなく、知新の駅につ

いて統一的なカラーでわかるようにするなど検討を始めているところですので、お知恵を

拝借できればと思っております。 

また、和田郁次郎さんのお話につきまして、和田郁次郎さんから 3 代目か 4 代目になら

れる方が札幌にお住まい、その方から一定程度の資料をいただいているほか、市がもとも

と持っている資料もございます。そして、今年から任期付の学芸員を雇用し、和田郁次郎

さんの資料を中心にみなさんに公開できる物はどれかを歴史的に検証をして、価値ある物

か判断しながら進めています。 

それ以外にも、ご承知のとおり本市は 3 偉人を大事にして町のアピールをしていこうと

考えております。具体的に学校教育の中で中山久蔵さんの、米作り発祥の地であること、

クラークさんの「大志を抱け」について、また、和田郁次郎さんが開村の父であることつ

いて、社会科や様々な学習活動の中に取り入れて進めていこうと考えております。 

和田郁次郎さんだけ遅れているという印象かも知れませんが、市としては、3人を前面に

押し出していくという考え方で取り組んでいるところでありますので、ご理解いただけれ

ばと思います。 

 

○市民 

是非、よろしくお願いいたします。 

 

○市民 

これから迎える除雪のことについて、一昨年まで恵庭の業者が稲穂町の除雪をやってお

りましたが、去年から新しい業者に変わりました。業者の変更に伴い除雪の仕方が変わっ

たため、今後どのようにすれば良いのかお伺いします。 

過去の恵庭の業者はハイド板が中向きして、庭先に雪が入らないように除雪をしてくれ

ていまして。 

しかし、去年業者が変わってから、通常の除雪であるため雪が全部玄関前に入ってしま
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します。市にも住民から色々と苦情が入っていると思います。せっかく雪を投げたのに、

また家の前に雪が盛られた形となります。 

そのため、業者によってなぜ除雪の仕方が違うのかを教えていただきたいです。また、

前の状況に戻してもらうため、町内会論争することでできるのかということをお伺いした

いと思います。 

 

○村上建設部長 

除雪について回答します。 

まず、住民からの苦情ということですが、私のほうへ各町内会で大きな苦情があるとい

う情報はいただいておりません。 

それで今月 15日に地域除雪懇談会を稲穂地区で開催させていただき、稲穂町東の町内会

の方々にお集まりいただきました。この地域除雪懇談会は、一昨年から雪対策基本計画に

基づき開催しておりまして、同じ予算でも効率的に除雪を行えるよう、地域の声を拾える

だけ拾いまして、除雪に生かして行こうというものであります。一昨年はスタートの年だ

ったため、2 つの自治会しかできませんでしたが、去年は約 19 の自治会で開催し、今年は

約 23の自治会を対象に行います。また、開催する際は同じ業者が行っている地域をひとく

くりにして行い、大体 5年で市内を一回りします。 

除雪の担当ですが、除雪センターから道路維持協同組合に一括で委託し、さらに民間業

者が地区担当をするところと、協同組合が直営で人手と機械を用意して行うところがあり

ます。 

今回稲穂地区で懇談会を実施させていただきました地域は、除雪センターを通して行う

地域でありまして、稲穂町西については、おそらく今年の除雪懇談会の地域には入ってお

りませんので、来年度以降の実施になると思います。そのため、地域の方の要望というこ

とで、今回のお話につきましては、私が持ち帰りたいと思います。 

それで、ハイド板の向きがこれまでと違うために雪が庭先に入ってしまうということで

すが、除雪は基本亭にかき分け除雪で行っているため、除雪後には間口などに雪が残って

しまいます。今までは、除雪業者が時間に余裕があり、気を遣って庭先や間口に入れない

ようにしていたのかということですが、業者が変わったことによって、今までと同じ対応

ができなくなった可能性はあると思います。ただ、原則として、業者は決められた時間で

割り当てられた区域の除雪を完了させなければならないため、時間内ですべての間口を空

けられないので、かき分け除雪を行い、結果として両側に一定程度の雪が残ってしまうと

いう状況になっております。 

なお、先ほど仰っていました業者につきましては、どの業者か確認させていただきまし

て、もし土木事務所や除雪センターに相当数の苦情が挙がっていれば、間違いなくわかり

ますので、確認させていただきたいと思います。 

 

○市民 

私は仕事上、朝早くにあちこちを走っていますが、それぞれの地域の状況を見ますと、
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ハイド板を中に入れて、間口に雪が入らないような除雪をしている業者はほとんどいない

というのが現状です。 

しかし、恵庭の業者が行っていた際は、間口に雪が溜まらないような除雪をずっと行っ

ていただいていたので、地域の人はそれに慣れてきています。それが急に間口に雪が入る

ようになったため、新しく変更された業者に除雪センターを通してお願いをすれば対応を

していただけるのか、無理なのか、もし苦情がきた時に町内会としても答えていかなけれ

ばならないので、教えていただきたいと思いました。 

 

○村上建設部長 

この件につきましては、経過も含めまして調べさせていただきまして、ご回答させてい

ただきたいと思います。 

 

○自治連合会長 

市長のご挨拶の中で、産業経済指数が全国 813 市の中で北広島が 1 位という風にお聞き

しましたが、産業経済指数というのはどのような数字でどのように計算した数字でしょう

か。ご説明をお願いいたします。 

 

○上野市長 

産業経済指数は、おそらく商業統計や工業統計を使用して算出しているかと思いますが、

事業者数や従業員数が増減や、工業出荷額の金額や消費販売等の統計から追っております。 

北広島は企業が増えて、工業出荷額も増えています。また、商業の販売額も増えていま

していますので、伸び率としては相当数な伸だと思っております。そうしたことから 1 位

になったものと考えております。 

 

○自治連合会長 

率ですので、具体的に分母にどのような数字がきて、分子にどのような数字がきている

のでしょうか。例えば、そうした計算の結果、5.6 とかあるいは 10 とかといった数字にな

ると思うのですが、その数字の計算方式がありましたら教えていただきたいと思います。 

 

○上野市長 

国で実施しています商業統計ですので、例えば、製造費の出荷額というのがありますが、

北広島市は 754 億円になります。これは 2年前と比較しますと 14.6%の伸びになっておりま

す。それから商品販売額という項目がありますが、これは 1,882 億円です。こちらも 2 年

前から比較して 23％プラスとなっております。 

このような数字を国でまとめた結果、全国 813 市の中で、北広島の伸び率が 1 番だとい

うことだと考えております。 
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○自治連合会長 

ありがとうございます。 

 

○市民 

昔、お盆の際に市が主催の盆踊りを実施していたと記憶しているのですがどうでしょう

か。 

 

○上野市長 

盆踊りは市の主催ではなく、各地域の主催で行っております。 

昔は産業祭りというお祭りがあり、その際は役所前で行っておりました。今は北広島駅

前でふるさと祭りを行っておりまして、その中で盆踊りをやっていますが、これは市主催

ではなく実行委員会で実施しております。 

現在盆踊りは、ふるさと祭りのほか大曲、北広島団地、西の里、輪厚で各地域が主催し

行っております。 

 

○市民 

つまり、たまたま役所の土地を貸して行っていたということですか。 

私は市が主催で実施しているものと思っていました。 

 

○上野市長 

昔は場所がないため、役所の周りを全部使って産業祭りを実施していました。 

今の第２庁舎駐車場で行っておりました。 

 

○市民 

なぜこんなことを聞くのかと言いますと、北広島には文化が無いのではないのかという

話が出て、同じことを思っている人が結構いることがわかりました。私もそれほど長い期

間、北広島市にいるわけではないのですが、私自身も同じように思っていました。 

例えば、盆踊りについて、私が小かった当時のことを思い出しますが、そのような文化

というか、盆踊りもただ単に盆踊りではなく、子ども達にとってものすごく大事な行事で

はないかなと私は思いますが、稲穂からはそのようなものが無くなってしまいました。こ

のような盆踊りなどは行政が強制的に実施させるようなことではないと思いますが、盆踊

りなどの文化が無いということは、私やほかの一部の人が思っているところであります。 

そこで、教育委員会ではどのように思っているのかお聞きしたいです。 

文化というものは行政が育てるものでもないと理解していますが、盆踊りひとつをとっ

ても実施する場所が段々減ってきているので、子ども達は 50 年 60 年経った時に、自分の

故郷を思い出せるのか疑問です。本来文化については、行政が加入するものではないと思

いますが、このことに対して行政でも考えていただき、何かおこなっていただきたいと思

います。 
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○上野市長 

文化というのは凄く難しいものだと思います。 

私は、北広島市の市民の文化度は高いと考えております。色々なジャンルの方がいまし

て、また地域分散型の町なので、それぞれの地域で様々な活動をしております。 

盆踊りについては、確かに我々が子どもの頃は盆踊りがありましたし、今も市内の 7,8

箇所で盆踊りをやっております。私も夏祭りに行きますが、夏祭りに来る子どもは意外と

少ないです。ただ、この町に川があり、山があり、お祭りがあり、ふるさとはやっぱり北

広島だと子供たちに感じてもらえると思っておりますし、そう思ってもらえるよう子供た

ちを育てるというのは大事なことだと思っています。 

 

10 閉会のあいさつ ～ 巻末に掲載 ～ 
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平成 27 年度 市 政 懇 談 会 

富ヶ岡連合町内会 

平成 27 年 10 月 21 日（水）18：00～ 

富ヶ岡会館 

出席者２５名（連合町内会１０名、市側１５名） 

 

 

【開催次第】 

１ 開 会 

２ 市出席者紹介 

３ 連合町内会長あいさつ 

４ 連合町内会役員等紹介 

５ 市長あいさつ 

６ 連合町内会から懇談テーマの趣旨説明 

７ 懇談テーマに対する担当部長からの説明 

 （1） 環境整備について 

 （2） 防災関係について 

 （3） 公園、会館等の整備について 

８ 懇談テーマに対する再質問等 

９ 自由懇談 

10 閉 会 
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１ 開会 ～ 略 ～ 

 

２  市出席者紹介 

○榎本市民課長 

 まず、市側の出席者を紹介させていただきます。上野市長です。道塚副市長です。中屋

企画財政部長です。浜田総務部長です。水口教育部長です。村上建設部長です。藤嶋水道

部長です。塚崎市民環境部長です。福島保健福祉部長です。岡秘書課長です。柴主査です。

市民課市民生活担当梅木主査です。中尾主任です。野中主事です。 

 

３ 連合町内会長あいさつ 

○連合町内会長 

市長はじめ皆さまお疲れのところを、このように富ヶ岡連合町内会の市政懇談会にお越

しいただきまして、本当にありがとうございます。また、本日ご出席いただいています町

内会員の皆様、役員の皆様も日頃からご協力いただき誠にありがとうございます。 

早いもので、あと 2 カ月ほどで今年も終わりですが、皆様のおかげで私ども連合町内会

は 1月の総会で決議しました事項については滞りなく進めることができ、残る行事は 11月

1 日の蕎麦打ちの講習会と 12月 6日のくし餅つきとなり、今年の活動についても 11月 27

日予定の役員会において、会計事業の総括を行って、総会に向けての準備の段取りを行う

ところまで来ております。 

日頃から、北広島市には手厚い援助をいただいておりまして、街路灯の設置、電気代、

設備などの補助で 90 万円近く、また資源回収で 20 万円ちょっとの奨励金をいただいてお

り、これらは私どもの貴重な活動資金として使わせていただいております。 

ただ、それだけではなかなか私どももやりくりができないので、会員からの会費などを

いただきながら運営しております。 

さて、今回テーマと載せました町内の環境整備ですが、区画整理事業が終わりまして約

40 年経ち、街路や排水等のインフラの劣化が目立ってきておりますので、これらを計画的

に整備いただければとお願い申し上げています。 

そうしたことも含めて、我々連合町内会の役員としては、この町内を安心して住める住

みやすい町にしていかなければならないと考えております。 

町内会では色々な行事を行っていますが、それらはすべて、町内会の会員のみなさんが

あらゆる面で交流ができる場所を作るというひとつの目的のために、このような事業を計

画していますので、その趣旨をご理解いただきながら、今後ご支援いただければと考えて

おります。 

細かなテーマについては、次の趣旨説明でさせていただきますのでよろしくお願いしま

す。本日は本当にお疲れのところおいでいただきましてありがとうございました。よろし

くお願いいたします。 
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４ 連合町内会役員等紹介 

○連合町内会長 

それでは役員紹介をさせていただきます。 

役員紹介の前に、現在風邪が流行っておりまして、当町内会の役員の 3 名の方が風邪で

欠席しております。 

それでは、今日出席している役員を紹介します。 

私は会長の小池です。副会長の野田です。副会長の北です。事務局長の岩本です。会計

部長の上田です。そのほか、連合町内会の会員からも多数出席しております。 

 

５ 市長あいさつ ～巻頭に掲載～ 

 

６ 連合町内会から懇談テーマの趣旨説明（当日配付資料のテーマ要旨抜粋） 

○連合町内会長 

（1）環境整備について 

地域のインフラ整備をテーマとしたものであります。 

土地区画整理事業の時に砂利などで整備した道路ですが、区画整理事業で予算に余裕が

できたことから、簡易舗装をかけて舗装道路という形をとっているため、一般の市道から

見ると路面が弱いと聞きます。 

そのため、傷みが年々激しくなってきているとともに、雨水などの流れが悪くなってき

ています。 

雨水は、本来は U 字溝に蓋をしないで管理するという考えだったのですが、各家庭の出

入りなど、個人の方々は U 字溝に蓋をしてしまい、土砂の清掃がなかなか思うようにでき

なくなっている現状であるため、何らかの形で改善しなければ、将来的には雨水が流れな

くなります。 

ここ 2、3年雨が降ると場所によっては道路が冠水するように流れが悪くなり、オーバー

フローしてしまう場所が増えてきておりますので、改善をしていただくようお願いしてい

るところです。 

これは相当の金額がかかる工事ですから、1年 2年でお願いしたいと考えているわけでは

ございません。4年 5年あるいは 10年かかるかもしれませんが、計画的に進めていただけ

ればと考えております。 

そうしたことも含めてもなるべく早めに着手いただければ幸いだと思っております。 

 

（2）防災関係について 

私たちの住むこの地域は、水や土砂災害を想定しなくてもいいのかと気にしております。 

近くに音江別川がありますけれども、ここ何 10年は音江別川が氾濫しそうになるという
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ことはなくなりました。それはおそらく、下流の島松川の整備が進んだということだと思

っております。 

昭和 56年に 1度決壊して大きな水害を起こした以降、水害は起きておりませんので、そ

の辺を考えても水の心配はないと思っていますが、大きな地震や冬場の停電、またそれに

伴う断水など、何か災害が起きた時を考えなければいけないと思っております。 

それで連合町内会の役員が防災の役員になる形で話を進めていますが、中々先に踏み出

していけない部分があります。 

それは、我々も知識不足のため、その先どのような計画を立てれば良いのかとわからず、

立ちどまっている部分があります。 

このことについて、市からご指導をいただければ大変助かりますため、テーマとしてあ

げさせていただきました。このことについてご説明いただければと思います。 

 

（3）公園と会館の整備について 

日の出公園につきまして、私どもの連合町内会ではこの公園で毎年夏のお祭りを開催し

ているわけですが、もう少し使い勝手が良くなるよう公園の改修等をお願いしたいと思い

ます。 

また、遊具がだんだん老朽化し、撤去等をしたため少なくなってきております。 

そのことが関係しているのかも知れませんが、先に新富公園をリニューアルしていただ

いたことで、子ども達がそちらへ遊びに行っていますが、交通量の激しい道を渡って行き

来しているため心配しております。 

もし日の出公園をリニューアルしていただければ、今度は子ども達が日の出公園にくる

ようになり、子ども達が交通量の激しい道を行き来しなくても良い環境となると考えてお

ります。 

それから、会館のトイレですが、この建物を最初に建てたときは断熱がほとんどなされ

ていない建物でした。 

この会館は、何年前が私の記憶も定かではありませんが、1度改修していただき、広間も

増築して広くしていただいております。 

その時に広間などは断熱を入れていただきましたが、トイレも同じように断熱を入れて

いただきたいとお願いしたところ、予算の関係でそこまでできないということで、トイレ 

だけが断熱の入っていなく、現在その壁の中に水道管を通している状態です。 

そのため、水落としのバルブの開け方が悪いと凍りますし、うっかりすると、使用中に

凍ってしまうというトラブルが時々起きます。 

特に玄関とトイレの間に水洗のパイプが入っていますが、このパイプが非常に凍りやす

く、一旦凍ってしまうとなかなか溶けないため、場合によっては灯油ヒーターを持ち込み、

ヒーターを焚いて壁全体を暖めて溶かすことをしなくてはならない場合があります。これ

を専門の水道業者に頼むと、１回水道管を溶かすと 7,000円くらい取られてしまいます。 
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それが 2 度 3 度起きると、会館の管理費がかかることから、トイレを断熱して水道管が

凍らないような方法がとれないかご相談するものであります。 

 

７ 懇談テーマに対する担当部長からの説明 

○村上建設部長 

（1）環境整備について 

すでに昨年お聞きの方もいるかと思いますが、富ヶ岡地区は土地区画整理事業を昭和 49

年から 52年にかけて実施しまして、工事後約 40年が経つ状況でございます。 

したがいまして、インフラの老朽化が非常に大きな課題になっていることは、私どもも

十分認識しているところではございます。 

しかし、先ほど市長挨拶にもありましたが、同年代に開発等が行われた地区として、北

広島市で１番大きいのは道営住宅がある北広島団地で、440ヘクタールの団地です。 

そのほか、隣の稲穂地区なども区画整理で整備された所で、同年代に開発されて今に至

ったものが相当数ございます。 

そのため、全ての地区をいっぺんに対応するのは難しい状況にあるということをご理解

いただいた上でご回答させていただきます。 

まず、道路についてですが、今まで同様、間違いなく手当てしないと危険だという箇所

につきましては、ご連絡いただくほか、私どものパトロールで見つけ次第応急的な措置を

実施してまいります。 

また、先ほど会長が仰っていた通り、下が砂利でその上に簡易舗装がされているため、

雨水などをトラフで排水している状態で舗装だけをやり直しても長くは持たず、おそらく 5

年程経つとすぐに駄目になります。 

そのため、富ヶ丘地区の道路は抜本的にやり直すことが必要と考えております。 

具体的に検討し、現在トラフとなっております雨水の排水を道路の下に雨水管として整

備を行い、同時に砂利となっている路盤や路床を全て現在の標準的な道路の構造に作り変

えることが必要と考えております。 

また、いつから実施できるか、これまでは明確にお答えできなかったところですが、現

在平成 28年からの 3 か年分の計画である 2016年推進計画の中で事業に着手したいと考え

ております。この計画は来年 3月に明らかにできると考えております。 

それで事業に着手しますと、会長が言われたとおり、1年 2年では完了せず、下手すると

10 年以上の年月がかかります。着手した場合、途切れることなく継続して順次すすめてい

くこととなります。 

 

○浜田総務部長 

（2）防災関係について 

自主防災組織につきまして、先ほど会長からのお話では、連合町内会で自主防災組織の
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設立を検討しているとありました。 

そのため、まずは自主防災組織について、簡単にご説明させていただきたいと思います。 

現在市内には、自主防災組織が 91 組織ございまして、この 1 年間で 20 組織ほど増えて

おります。20 組織も増えた理由には、昨年の 9 月 11 日に大雨の特別警報が出まして、56

災害以来で総合体育館、東部小学校を避難所として開設するという状況になったことも関

係していると思います。 

自主防災組織の組織率ですが、現在 70％程になっているという状況にございます。また、

自主防災組織のほとんどが、町内会単位で組織されております。 

自主防災組織の主な活動ですが、市からの地域住民への各種情報の伝達、市に各地域の

被害状況の報告、高齢者や障害者などの要配慮者の避難誘導及び救出、指定避難所での運

営協力、などが想定されます。 

自主防災組織は、災害時に機能するために日頃からみなさん 1 人ひとりのつながりが 1

番大切になります。 

そのため、自主防災組織を作って終わるということでは、実際には機能しないものとな

りますので、市では自主防災組織による各種活動を平時から支援しております。 

一例としまして、防災知識の普及、防災備蓄品の展示や使い方の訓練、避難訓練のほか、

地図を用いて実際にどのように行動するか話し合う災害図上訓練 DIG（ディグ）と呼ばれ

る訓練や、避難所運営ゲームと呼ばれる訓練も行っています。 

そのほか、札幌市や千歳市には防災体験施設がありますが、その施設見学等も行ってお

ります。町内会の中には、これらの活動を春と秋の一斉清掃や夏祭りなどイベントにあわ

せて行っているところもございます。 

このような活動をするにあたり、講師の派遣は出前講座の対応が可能ですので、市の防

災庁舎建設課にご相談いただきたいと思います。 

また、各地域の状況について、皆で固まっているところもあれば、小さい町内会で建物

も分散しているところもあります。そのため、地域の状況にあわせてどのようなことがで

きるのか防災庁舎建設課としてもお話させていただければと考えておりますので、是非一

度お気軽にご相談をしていただければと思います。 

 

○塚崎市民環境部長 

（3）公園と会館の整備について 

会館の整備につきまして、水道管の凍結のお話をいただきました。 

今回のお話に係り、先日町内会から市の担当者とお話しいただき、「水抜き作業をしてい

るが、水が上手く抜けない」というお話しでしたので、市から水道設備業者に状況を見て

いただきました。その結果、水抜きの設備に問題はなく、冬場でも水抜きの作業をしてい

ただければ水は抜ける状態でなっており、会長にもその旨ご報告させていただきました。 

そして本日、会長から構造そのものに断熱材が入っていないとお話しいただきました。 
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これにつきましては、市がもう一度現場を確認する必要がありますので、できれば町内

会役員の方に立会いいただきまして、状況を確認後、どのような対応ができるか検討させ

ていただければと思っております。 

それから、現在に富ヶ岡連合町内会に文章が送付されているかと思いますが、10 月に各

会館の修繕希望の調査票の提出をお願いしておりますので、今回の件も含めて、改めて修

繕が必要な箇所の要望をお出しいただければと思います。 

併せて、備品についても 10月にご要望の提出をお願いしているところですが、備品の要

望は多くの会館からきています。 

そのため、ご要望にお応えできる会館に限りが出ております。例えば、ストーブが壊れ

て取り替えなければならない会館があり、今年 8 会館からご要望をいただきましたが、要

望にお応えできたのは半分の 4会館という状況です。 

富ヶ岡会館につきましても、会議テーブルの更新の要望がありましたが、実施できなか

ったという状況であります。 

これから来年度の予算要求がありますので、まだ備品の要望の全てを回収できておりま

せんが、どのくらいの予算が必要か見積もりまして、最終的に予算要望をして来年度の対

応をさせていただきたいと思っております。 

 

○村上建設部長 

日の出公園につきましては、一昨年に新富公園を整備させていただきましたが、整備に

関する国の考え方が変化しており、新富公園の時には市側の考え方で自由に改築更新が行

えたのですが、今後は主に遊具の改築更新を目的として改修するということがメインにな

っております。 

既にご案内が出ているかと思いますが、11月 8日午前 10時からこの会場で整備に向けた

住民の皆様との意見交換会をさせていただき、例えば先ほど会長からありました、遊具に

ついて、現状の遊具の更新、あるいは別の遊具への取り替えなどのご要望をお聞きし、そ

の中でできること、できないことをお話しさせていただきたいと思います。 

なるべくみなさんのご意見を取り入れて、来年改築をできるよう進めたいと考えており

ますので、よろしくお願いいたします。 

 

８ 懇談テーマに対する再質問等 

（再質問等はなし） 

 

９ 自由懇談 

○市民 

まず、昨年当町内会にあります富ヶ岡のテニスコート周辺に植樹をしていただき防風林

を作っていただきましたことお礼申し上げます。 



- 33 - 

 

さて、要望について 2点お願いがあります。 

まず 1点は、12月と 1月に暖気がきまして雨が降りました。私も記憶にあるのですが、

12 月末に雨が降って道がとても滑るようになりまして、気を付けて歩いていても坂で尻も

ちをつきました。 

冬に歩いて買い物に行くと、通常であれば 5分程度のものが 20分掛かります。 

私自身も家の前に砂を若干撒いておりますけれども、特に跨線橋のところに砂箱を置い

ていただけないでしょうか。 

天使幼稚園と跨線橋には両側には砂箱が置いてあるのになぜそこの所には砂箱がないの

かと思います。あるいは、階段の所に電熱器を入れて融雪しているとも思いますが、いず

れにしろ跨線橋の下はつるつるになりますので、砂箱を設置していただきたいと思います。

また、2か所くらい非常に危なくなった道路にも砂箱をお借りしたいと思います。そうする

ことで、怪我による医療費も減りますので、砂箱を設置していただき、利用させていただ

きたいと思います。 

もう 1点は、市の交付金として、資源回収は我々1.2倍くらいいただいていますし、街路

灯は電気料の半分補助いただいておりますし、戸建てに対する補助も一戸あたり 100 円の

補助を、街路灯の設置費を 3分の 2の補助をいただいております。 

それで町内会会計で出納簿を付けていますが、入金先の預金通帳には全て北広島市と記

載されています。会計監査の方では出納簿上わかるのですが、環境課や市民課などの文字

が入るとわかりやすくなると思います。 

具体的には昨年 200円が 4月か 5月に入りました。この 200円が北広島市から入ってい

て出納局に行きましたら、どの課から振り込まれたかはわかりますということでした。 

そうしましたら、200円は戸数分のプラスということでしたが、何のお金かわかるように

なってくれれば良いと思いますので、検討していただきたいと思います。 

 

○村上建設部長 

まず、砂箱の設置のほうから答えさせていただきます。去年の 12月に暖気がきたあとす

ぐ路面が凍り、担当部署でも砂撒きが相当大変でした。市民の方々からも滑って転んだと

いうお叱りを受けたところでございます。 

砂箱の設置要望は全市的に多い案件でございますので、今回案件を持ち帰り、優先順位

などの確認したうえで、付けられる・付けられないなどの検討をして、別途ご回答させて

いただきます。 

 

○榎本市民課長 

 2つ目の会計からの市からの振込みからで、北広島市という印字しかなく担当課がわかれ

ば良いというご提案ですが、これについて本日会計課担当の担当部長が参っておりません

ので、持ち帰りさせていただき、後日回答させていただきたいと思いますのでよろしくお
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願いいたします。 

 

○市民 

旧北広島病院の跡地利用について教えてください。 

 

○道塚副市長 

今は病院側のほうからお話しを聞いている段階で、まだ決定事項ではありませんが、旧

北広島病院の跡地に建っているものを解体し、そこに病院のサテライト的な診療所を建て

たいということで検討していると伺っております。 

病院の今の状態が決して良い状態ではないことは理解しておりますので、市も今後色々

と情報収集していきたいと思っております。 

 

10 閉会あいさつ ～ 巻末に掲載 ～ 
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平成 27 年度 市 政 懇 談 会 

大曲地区連合町内会 

平成 27 年 11 月 5 日（木）18：00～ 

大曲会館 

出席者２５名（連合町内会９名、市側１６名） 

 

 

【開催次第】 

１ 開 会 

２ 市出席者紹介 

３ 連合町内会長あいさつ 

４ 連合町内会役員等紹介 

５ 市長あいさつ 

６ 連合町内会から懇談テーマの趣旨説明 

７ 懇談テーマに対する担当部長からの説明 

 （1） 生ごみ用袋の無料化について 

 （2） ファーストマイホームの達成割合について 

 （3） 居住区域内の優先道路と枝線交差点のドット線設置について 

８ 懇談テーマに対する再質問等 

９ 自由懇談 

10 閉 会 
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１ 開会 ～ 略 ～ 

 

２ 市出席者紹介 

○榎本市民課長 

 まず始めに、市側の出席者を紹介させていただきます。上野市長です。道塚副市長です。

吉田教育長です。中屋企画財政部長です。塚崎市民環境部長です。村上建設部長です。浜

田総務部長です。福島保健福祉保健部長です。岡秘書課長です。秘書課柴主査です。安田

大曲出張所所長です。大曲出張所尾崎主査です。市民課市民生活担当梅木主査です。中尾

主任です。野中主事です。以上が、市側の出席者でございます。続きまして大曲地区連合

町内会麻生会長よりご挨拶と本日出席されております役員の方々のご紹介を兼ねてよろし

くお願いします。 

 

３ 連合町内会会長挨拶 

○連合町内会長 

日頃、市におかれましては、我々地区連合町内会に対しまして格別なご配慮をいただき

まして本当に厚くお礼を申し上げたいと思っております。 

また、各部局におきましては大変ご多忙な中ご足労をいただきまして重ねてお礼を申し

上げたいと思います。 

そして、町内会にも会長をはじめ多くの方々にご指摘をいただきまして本当にありがと

うございました。この場を借りてお礼を申し上げたいと思います。 

さて、みなさんご存知の通り、大曲地区は毎日多くの観光客で脚光を浴びておりまして、

三井アウトレットパークを中心とする商業地区、また製造、運送や販売を主とする工業団

地地区、それから我々が住むところの居住地区と大曲は３つの形になっていると考えてお

ります。 

基本的に我々の居住地に関しましては、以前から言っておりますように札幌を横目に見

ながら生活しているものと思います。いわゆる、札幌市のベッドタウンという考え方も以

前からあったわけでございます。 

そのような観点から、市の提唱するファーストマイホーム政策の効果が徐々に出てきて

いると感じているところです。 

他の地区は存じ上げませんが、大曲の人口は 8～10月の 3ヶ月をまとめますと 57人と人

口が増えており、それと同じように世帯数も増えています。これはファーストマイホーム

の効果と思っております。 

我々としては、これからも居住地区において安定移住を促進しまして安心安全なまちづ

くりをして必要があると感じ、居住地区に関する３つの質問を申し上げたわけでございま

すので、どうかよろしくお願い申し上げます。 
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４ 連合町内会役員等紹介 

○連合町内会長 

それでは各自役員のあいさつをしたいと思います。私は連合町内会会長の麻生です。副

会長の小沢です。総務担当の橋本です。会計担当の成田です。庶務担当の太田です。監査

担当の石尾です。監査担当の一戸です。 

 

５ 市長あいさつ ～ 巻頭に掲載 ～ 

 

６ 連合町内会から懇談テーマの趣旨説明（当日配付資料のテーマ要旨抜粋） 

○市民 

それでは懇談テーマについて申し上げます。懇談では３つのテーマをお願いしておりま

す。 

（１）生ごみ用袋の無料化について 

北広島市の下水処理センターにあるバイオマス混合調整棟は、資源をエネルギーに転換

するということで、日本国内においても数箇所しかないということです。地球温暖化の要

因であります CO2削減に大きく貢献する施設とお聞きしております。 

しかし、生ごみの回収率が悪くエネルギーのリサイクルバイオ化が予定に達していない

というお聞きしまして、誠に残念だと感じます。 

なぜ回収率が悪いのかと申しますと、生ごみの処理に手間が掛かるということからピン

ク色の袋に入れて出すケースが多く見られます。 

そこで施策の向上を図る方法として生ごみの袋を無料化し、各家庭に配布すると生ごみ

の回収の必要性を啓蒙し正しいごみの分別を市民に提案すべきではないかと考え、テーマ

といたしました。 

 

（２）ファーストマイホームの事業の達成状況について 

北広島市は道内において最も住み良い地域として 2 年連続で素晴らしい評価をいただい

ているとお聞きしております。 

市におきましては定住人口増加のひとつとして年度当初 70 件分、3 定におきまして 60

件増額して、130件の予算を計上し、市長さんを先頭に他市町村に先駆けてファーストマイ

ホームの策を実施されていることは、若者の定住促進の施策として素晴らしいアイディア

と考えます。 

そこで、市全体では何件、大曲地区では何件あるのかという進捗状況及び効果について

お話しいただければと思います。 

 

（３）居住区域内の優先道路と枝線交差点のドット線設置について 

住宅街には優先度道路と市線というのがあるのですが、特に交差点において非常に交通
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事故が多々発生しております。 

先ほどお話しがありましたとおり、大曲は人と物が集まるという拠点地域になりつつあ

ります。 

そのため、交通量が増加し、抜け道として居住地域に車両が進入するケースが増えてい

ますため、優先道路と市線の区別が分からず事故多発に繋がっております。子ども達や高

齢者の安全対策としてドット線等の設置の推進をお願いしたいです。 

 

７ 懇談テーマに対する担当部長からの説明 

○塚崎市民環境部長 

（１）生ごみ用袋の無料化について 

自治会の役員の皆様には普段からごみ行政に関しまして大変お世話になっております。 

１点目の生ごみ用袋の無料化につきまして、市では普通ごみとして出されているごみの

中にどれくらいの生ごみ量があるかを調査しております。 

現状では、残念ながら普通ごみの中に 3 割程度生ごみが混入されているという状況で、

生ごみの収集量につきましては 1日あたり 4～5トンということで、計画値には達していな

いという状況です。 

また、平成 25年度にごみに関する市民アンケートを実施したところ、生ごみを普通ごみ

袋に入れて出している理由として、卵の殻や貝殻など台所から出る生ごみの中でも黄色の

生ごみ指定袋に入れて出せないものがあると回答された方が 39.2％、分別するのが面倒と

いう回答をされた方が 19％でした。 

このように、分別に関する煩雑感等から生ごみを普通ごみとして排出されている方の割

合が 1番多く、約 6割がそれに該当している状況でございます。 

このことから、分別の負担化を軽減する施策が必要ではないかと考えているところでご

ざいます。 

なお、生ごみを分別しても普通ごみと同じ手数料だからという理由で回答された方も

17.2％いらっしゃったことから、生ごみを分別すること自体が手間であると考えている方が

多いということが分かりました。 

従いまして、生ごみの処理手数料を無料化したとしても逆に異物混入等の事例が増えて

しまい、下水道処理センターにおけるバイオガス化処理に支障をきたす恐れがありますの

で、現状では無料化することは考えておりません。 

引き続き正しい分別方法については、出前講座や自治会町内会で回覧いただいておりま

すごみ通信、広報誌の周知啓発などのほか、転入者の方々への説明を徹底して参りたいと

考えております。 

また、現在ごみの関係に関するクリーン北広島推進審議会という審議会を現在開催中で

して、その中で家庭における生ごみ分別推進のための具体的方策について、ご審議いただ

いておりますので、審議会の答申を受けながら今後の対策を検討してまいりたいと考えて
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おります。 

 

○中屋企画財政部長 

（２）ファーストマイホームの事業の達成状況について 

2点目のファーストマイホーム支援事業についてご説明をさせていただきます。 

定住人口の増加に向けた取り組みといたしまして、市内に初めて住宅を購入された 50歳

未満で 18 歳以下の子どもがいる方を対象として 50 万円助成するファーストマイホーム支

援事業ということで、昨年の 9月から実施をしております。 

昨年は 50件、今年は既に 115件ということで、合計 165件となってございます。165件

を地区別に見てみますと、大曲地区は 60件ということで、全体の約 36％となっております。 

その次に東部、西の里、北広島団地、西部地区の順になってございます。 

それから住宅の取得状況ということで、新築と中古住宅ですがこれはほぼ半々という状

況でございます。 

それから転入転居について、市外からの転入は 99 件 355 人、それから市内での転居は、

65件 259人となっておりまして、合わせて 614名の定住に繋がったということでございま

す。 

会長から大曲は人口が増えているということで、この 60件の地区別にご説明を申し上げ

ますが、緑ヶ丘が 18 件、柏葉が 13 件、末広が 8 件、南ヶ丘と光が各 6 件という状況にな

っております。 

転入が 44件、転居が 16件ということで約 7割が転入という状況になっております。 

また、転入者はおよそ 7割が札幌からの転入というのが大曲地区の状況でございます。 

ファーストマイホーム制度は昨年 9月から実施しておりまして、平成 26年度は久々に転

入が転出を上回りました。 

昨年度大体 550 人の方がお亡くなりになっておりまして出生される方が 350 人というこ

とで大体 200人くらいは毎年自然減しているという状況でございます。 

転入は 2,403 名、転出が 2,377名ということで若干 26 名ではございますけれども、5 年

ぶりに転入のほうが多かったという状況でございます。 

今年の上半期をみますと、転入のほうがこの半年でプラス 6 名ということで若干増加し

ております。 

数字的にはまだまだ小さいですが、定住人口増加に向けた取り組みの効果が、少しずつ

ですが全市的にでてきているのかと思っております。 

 

○村上建設部長 

（３）居住区域内の優先道路と枝線交差点のドット線設置について 

テーマ 3 の居住区域の優先道路と枝線交差点のドット線の設置について回答させていた

だきます。 
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テーマの内容の詳細について、事前に会長に確認させていただいたところ、ドット線と

ではなくクロスマークの設置についての要望とのことでしたので、クロスマークの設置に

ついてということでお答えさせていただきます。 

クロスマークにつきましては、交差点の存在よりも明確にして注意喚起を促すもので、

交差点の安全性の向上に資するものであることから、これまでも要望等に基づいて予算の

範囲内で設置させていただいているところです。 

今後も設置箇所等の詳細について協議させていただきたいと考えております。 

なお、ドット線ですが実は道路の優先、非優先を表示するための線ではありません。 

あくまで、道路側線を実線で引いていった時に、交差点の箇所を実線ではなくドット線

を引いているだけであります。 

また、過去にドット線が入っていることにより、運転手がその道路を優先道路と勘違い

してしまい、スピードを出してしまうということがありました。 

例えば、交通標識で「止まれ」がある場所は止まらなければなりませんが、「止まれ」が

ない交差点があります。この交差点にドット線が入っていた場合、ドット線は優先・非優

先を表示する線でありますので、交差点は道路交通法上の左方優先となりますが、ドット

線が入っていることにより運転手は自分が優先だと勘違いしてしまい、スピードを出して

事故に繋がるということがあります。 

そのため、申し訳ありませんがドット線だけを引くということは建設部として今はやっ

てございませんので、ご理解をいただきたいと思います。 

 

８ 懇談テーマに対する再質問等 

○市民 

テーマ 3 ついて、住宅街の中に優先道路と市線がありますが、我々住人は大体分かって

いますが、抜け道として抜けていく人が市線から入り込んできて事故が多発しているとい

うことを聞いております。 

人身事故にはなりませんでしたが、幼稚園のバスと衝突した話も聞きました。 

そういったことを避けるための市としての対策をお聞きしたいと思います。 

 

○村上建設部長 

優先非優先をはっきりさせるには、一時停止の白線を入れて「止まれ」の交通標識を付

けるしかないと思います。 

しかし、この標識は公安委員会、いわゆる警察でなければ表示できないものです。 

先ほども申し上げましたが、道路交通法で言いますと、例えば 4 車線の道路と 2 車線の

道路の交差点で事故が起きた場合、4車線が優先で 2車線が非優先となりますが、例えば 8

メートルの道路と 12メートルの道路で同じ 2車線の交差点で事故を起来た場合、原則的に

左方優先ということになります。 
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したがいまして、住宅地の道路は速度をなるべく落として交差点毎にいつでも止まれる

スピードで通行していただきたいというのが本来の交通のあり方になります。 

また、繰り返しになりますが、優先・非優先をしっかり付けたい場合は、法律上は交通

規制標識を付けていただくということになります。 

また、ドット線につきまして、過去の経過を調べたところ、地域から強い要望がありま

して、ドット線だけを引いたことがあります。しかし、先ほど申し上げました通り、ドッ

ト線が引かれていることによる事故や揉め事となったケースがあることから、警察に白線

を引きたいと要望しても断られてしまい、今は対応ができない状況です。 

また、線を引く方法以外でお金をかけずに行うのは難しい状況です。 

 

○市民 

1点目の生ごみの件ですが、ごみ問題はどの町内会でも非常に悩ましい問題だと思います。 

特に生ごみ用の件ですが、ポイントは卵の殻と貝殻だと思います。 

私は初め、卵の殻なのでカルシウムなどが絡んで処理工程で酸化すると思っていました

が、今年施設見学に行き、管の中で卵の殻が工程上物理的に引っかかり、設備に影響があ

ることが始めて分かりました。 

ただ、生ごみと普通ごみの分別が非常に判断しづらいものがあります。 

例えば、梅干の種は生ごみ用の袋に入れて良いことですが、そうしたもの全部は把握で

きているわけではありません。 

個人的な提案としては、分別が難しいものをリストアップし、マニュアルのようなもの

を作って窓口に置き、分別をわかりやすくすることで変わるのではないかと思っておりま

す。 

ごみ通信などの啓発は良いと思いますので継続して進めていただければと思いますし、

そのほかの手段の一つとして身近に置くマニュアルを備えておくことが 1 番良いと考えて

おります。 

 

○塚崎市民環境部長 

今お話しの出ました内容につきまして、まずどこまでが生ごみかということでございま

すが、平成 23年 4月から皆様に分別していただきましたが、実はその前年にモデル地区を

作り、ごみの分別していただくということを実施しました。その際、梅干の種もある一定

の大きさ以上はだめとしていましたが、これをやってしまいますと、これは良い、これは

だめという判断が大変難しいということなりました。 

そのため、最低限処理施設においてどうしても避けていただいたいものを生ごみとして

出せないものとしました。その中身が今お話しにありました卵の殻と貝殻です。 

この 2 種類にはカルシウム分が入っていまして、そのカルシウム分が鋼鉄製の管を研磨

していき溶けます。そして溶けたものが再度別の管に行きますと、スケールという管に付
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着します。これが管を塞いでいくことになります。 

実は北広島市の前に砂川や滝川などの中空知地区に生ごみの分別を始めていました。そ

の時に砂川が当市と同じような処理を行っていましたが、機械が大きなトラブルを起こし

てしまいました。 

これは当市が見学に行った時に教えていただき、その時に貝殻だけは入れないほうが良

いという助言もいただきました。 

それから、とうもろこしの皮とたけのこの皮は生ごみにだしてはいけないこととしてお

ります。 

なぜ、とうもろこしとたけのこの皮がだめかと言いますと、2つは出る時期が決まってい

ます。例えばとうもろこしであれば 8 月中旬から 9 月いっぱいに大量に出ますが、この皮

にセルロースという大変消化しにくい成分が含まれていまして、機械においても消化され

ずに中に溜まってしまいます。つまり、機械の中にごみが溜まることになり、バイオガス

を出す処理そのものが上手くいかなくなります。 

そういったことからこの 4つは普通ゴミとしました。 

逆に、当初は普通ゴミとしていました蟹の殻などは、カルシウム分を含んでおりますが、

出る時期がまちまちで量がそこまで多くないことから、生ごみということにしました。 

生ごみにつきましては、お話しをお伺いして思いましたが、目に付くところに生ごみで

はなく普通ゴミか表示を出来るようなものがあれば良いと感じましたので、この点につき

ましては持ち帰らせていただいて、今後啓発物品などを作るときに参考にさせていただき

たいと思いました。 

 

○市民 

2番目のファーストマイホームの達成割合を聞かせていただきまして、市として大変有効

な形で推移していると思いました。 

特に大曲では 60件もの件数があったということで大変嬉しく思いますが、参考までにお

聞きしたいのですが、市の職員の総人員と北広島市外から通勤していらっしゃる方、北広

島の在住の方、この人数を教えていただきたいと思います。もし人数がわからなければ割

合でも結構です。 

 

○浜田総務部長 

まず、市の職員数ですが今現在 469名で、ここ数年人数は変わっておりません。 

それで北広島市に在住の者と市外に在住の者ということですが、今手元に資料がないこ

とと記憶が定かではないので数字をお示しできないのですが、新人で入ってくる職員につ

きましては必ず北広島市に住むという条件で採用しておりますので、徐々に市に住んでい

る職員は増えているという状況です。 
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○市民 

まず足元から徹底していかなければならないと思っておりましたので、参考までにお聞

きしました。ありがとうございました。 

 

９ 自由懇談 

○市民 

みどりの里町内会のみどりの里 6号線という道路で改良工事が行われております。 

着工までに相当な日数が掛かり、ようやく着工したところですが、当初の担当部署とや

り取りしたお話しと今展開されている工事に相当な開きがあります。 

まず、工事の着工時期が全然違うということです。当初のお話しから 2 年間もずれて今

回着工しました。 

また、6号線の全部を工事するものと思っていたところが、今年は半分だけという話に変

わっております。 

国の予算を使って展開するようになったからこのように変わった、というお話しを聞き

ましたが、当初お話ししていただいたことから現実に相当な乖離が出てきています。 

なぜこのようなことはなぜ起こるのか非常に疑問です。 

我々が町内会の代表として市の皆様方とお話しをさせていただく上ではそれなりの根拠

があってお話しいただいていると思いますが、現実それが履行されるということになりま

すと相当な開きが出てきますし、市の理由として必ず言い訳が先に立ってくる。 

これでは各町内と市役所の方々との間のコミュニケーション、あるいは信頼関係も失っ

てしまうわけでございますから、もっと煮詰めた形で当初の話が変わらずに進められるよ

うにしていただきたいです。 

庁舎へお邪魔してお話を聞き、町内会に帰って会合の中で、市とどのような話をしてど

のような形になったか報告をしたのち、工事内容が大幅に変わってしまうと、我々が町内

会で報告したことが通じなくなり、我々の信用にも影響するということなので、是非市の

ほうでも十分お考えいただいた上でお話しいただければ嬉しいと思います。 

 

○村上建設部長 

今年から着工しました 6 号線の改良工事ですが、お聞きした内容と実際の工事の内容が

違うということにつきまして、おそらく担当が町内会様とはやり取りをさせていただいた

かと思いますが、まず言い訳等が先に立つようなお話になった点につきまして、お詫びを

申し上げます。 

今お話しがありましたとおり、担当としても不信感につながるような、例えば来年 200

メートル行うというのが、いざ行う際には 100 メートルになったなどということがおきな

いようにしたいと思います。 

また、本来であれば予算については大体前年度 3 月に決まり、次の年度に予算を使い工
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事を行うところですので、先ほど言いましたように確定しない話はなるべくしないような

努力をしているつもりでいます。 

恐らくどこかで行き違いがあったかとも思いますので、不信感に繋がらないよう今後と

も十分に計画が決まって、何を行うか確定させてお話ができるように努めたいと思います

ので、今後ともよろしくお願いいたします。 

 

○市民 

我々は町内会に関係する家庭に対して、今年はどのようなことを行うか市から聞いてお

りますと報告をします。 

ところが実際は半分しか出来ないなど内容が変わりますと、町内の方は、町内会役員は

市から何を聞いてきたのかと思ってしまい、町内会の運営に至っても非常にやりにくい形

となります。 

そのためご配慮いただければと思いますのでよろしくお願いいたします。 

 

10 閉会あいさつ ～巻末に掲載～ 
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平成 27 年度 市 政 懇 談 会 

西部地区連合町内会 

平成 27 年 11 月 6 日（金）18：00～ 

農民研修センター 

出席者４３名（自治連合会２９名、市側 1６名） 

 

 

【開催次第】 

１ 開 会 

２ 市出席者紹介 

３ 自治連合会長あいさつ 

４ 自治連合会役員等紹介 

５ 市長あいさつ 

６ 自治連合会から懇談テーマの趣旨説明 

７ 懇談テーマに対する担当部長からの説明 

（1）ごみ問題について 

（2）防災関係について 

（3）高齢化問題について 

８ 懇談テーマに対する再質問等 

９ 自由懇談 

10 閉 会 
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１ 開会 ～略～ 

 

２ 市出席者紹介 

○榎本市民課長 

 まず、市からの出席者を紹介させていただきます。上野市長です。道塚副市長です。吉

田教育長です。中屋企画財政部長です。浜田総務部長です。村上建設部長です。水口教育

部長です。塚崎市民環境部長です。福嶋保健福祉部長です。池田西部出張所長です。岡秘

書課長です。秘書課柴主査です。市民課市民生活担当梅木主査です。市民課中尾主任です。

野中主事です。以上、市側の出席者です。 

 

３ 自治連合会長あいさつ 

○連合町内会長 

 西部地区連合町内会会長の菊池でございます。今日は西部地区の市政懇談会に市長をは

じめ副市長、教育長、各担当部長の皆様にご出席いただきまして誠にありがとうございま

す。 

本日の市政懇談会にあたりまして、各町内会長及び各団体の方々にお集まりいただき、

意見交換を行いました。その内容をまとめたものが、本日の市政懇談会のテーマとして挙

げたものとなります。 

本日の市政懇談会により、西部地区の住民が普段思っていることや抱えている問題など

について、市と共有し、市のご意見についてお伺いできればと思いますので、よろしくお

願いたします。 

 

４ 自治連合会役員等紹介 

○連合町内会長 

今日連合町内会側の役員、出席者のご紹介をさせていただきます。会長の菊池です。副

会長と総務部長を担当します川崎です。顧問の泉田です。会計の北口です。幹事の富樫で

す。事業部長の竹田です。役員としては以上です。その他、各町内会を代表して皆様お集

まりいただいております。 

 

５ 市長あいさつ ～ 巻頭に掲載 ～ 

 

６ 自治連合会から懇談テーマの趣旨説明（当日配付資料のテーマ要旨抜粋） 

○連合町内会長 

（１）西部地区の道路・交通環境の整備について 

このテーマにつきまして、①国道 36 号線及び羊が丘通りの慢性的渋滞の解決、②輪厚中

央通りと国道 36 号線交差点の信号機の改善、③スマートインターチェンジの 24 時間化、
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④輪厚通りの完成後のバス路線の整備、⑤北広島島松 JA 輪厚支店から自然の森キャンプ場

までの歩道の道路脇整備、⑥輪厚中央通り完成後の信号機の増設、の 6 点についてお尋ね

します。 

 

（２）自衛隊の砲撃音問題について 

このテーマにつきまして、砲撃音対策についての進捗状況についてお尋ねします。 

 

（３）交通弱者問題について 

このテーマにつきまして、買い物難民、医療難民への対策についてお尋ねします。 

 

（４）ゴロッケー・ゲートボール場の整備について 

このテーマにつきまして、ゴロッケー・ゲートボール場の定期的な整備要望についてお

尋ねします。 

 

（５）中学校の環境整備について 

このテーマにつきまして、①グラウンド整備・河川の整備、②旧体育館跡地の整備、の 2

点についてお尋ねします。 

 

７ 懇談テーマに対する担当部長からの説明（当日配付した資料の回答内容抜粋） 

○村上建設部長 

（１）西部地区の道路・交通環境の整備について 

① 国道 36号線及び羊が丘通りの慢性的渋滞の解決 

大曲地区の渋滞対策の取組につきましては、北海道開発局、北海道、北海道警察本部、

札幌市及び東日本高速道路株式会社と連携し、国道 36号の札幌ドームから北広島インター

チェンジ周辺の区間における現状の課題について情報共有を図るため、昨年度、交通実態

調査を実施しております。今年度については、4月に札幌新道が厚別東通りまで全面開通し

たことによる、交通量の変化の把握と、交通環境の改善に向けた交通分散の取組を試行し

まして、その評価・検証をしていくこととしております。また、平成 28年度には羊ヶ丘通

の国道 36号への全面開通が予定されており、大曲地区の渋滞緩和が期待されているところ

であり、今後も関係機関との連携を図り、渋滞対策に取組んでまいりたいと考えておりま

す。以上です。 

 

○塚崎市民環境部長 

（１）西部地区の道路・交通環境の整備について 

② 輪厚中央通りと国道 36 号線交差点の信号機の改善 

輪厚元町の輪厚中央通りと国道 36号の交差点につきましては、現在歩行者用押しボタン
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式信号機が設置されているところでありますが、輪厚中央通から国道 36号への右折時の事

故の危険性があることから、市ではこれまでも設置権限のある公安委員会に対し、歩行者

用信号機から車両用信号機への改善について要望を行ってきているところです。 

また、要望にもありますとおり、国道 36 号線と羊ヶ丘通との接続により、今後更に交通

量の増加が見込まれますことから、信号機の改善につきまして、引き続き公安委員会に対

し強く要望してまいりたいと考えております。 

 

○中屋企画財政部長 

（１）西部地区の道路・交通環境の整備について 

③ スマートインターチェンジの 24時間化 

輪厚スマートインターチェンジ 24時間化につきましては、24 時間化に向けて、関係機関

である北海道開発局、北海道、東日本高速道路株式会社と継続的に協議を行っているとこ

ろです。現在、交通量や利用実態の調査のほか、将来における道路交通の振動や騒音の変

化を把握するため、現状における道路環境調査を実施しているところであります。 

この調査結果を持って、関係機関と協議をしていくところであります。 

また、羊ヶ丘通の整備につきましては、平成 28 年度を予定に国道 36 号への接続に向け

て現在工事が進められているところであります。 

また、羊ヶ丘通のルートにつきましては、既に市道輪厚中の沢線まで都市計画決定され

ておりますが、その後の延伸につきましては、広域的な道路として位置づけされているこ

とから、千歳、恵庭方面に延伸が必要な路線であり、今後も関係機関である北海道に対し

て、引き続き要望等を行ってまいりたいと考えております。 

 

④ 輪厚通りの完成後のバス路線の整備 

西部地区のバス路線につきましては、北海道中央バスが運行する千歳市と札幌市を結ぶ

「千歳線」、札幌市と北広島市東部地区を結ぶ「広島線」、西部地区を発着として札幌方面

と結ぶ路線が運行されております。 

西部地区につきましては、現在羊ヶ丘通の整備が進められており、輪厚中央通につきま

しても平成 29 年度末の供用開始を目指して関係機関と現在調整しているところであります。

そのため今後、道路環境が変化してまいりますので、道路整備の進捗状況や市民要望を踏

まえ、バス事業者と協議を行ってまいりたいと考えております。 

また、バス事業者との協議につきまして、これまで公共交通輸送協議会において市とバ

ス事業者及び各地区の連合町内会にご参加いただきながら、年 2 回協議を開催しおりまし

て、バス路線や運行時間、バスの便数など、市民の皆様の要望に併せてバス路線全体の協

議をしてきているというところでございます。それから、柏葉台団地発着便について、現

在新さっぽろ線、大谷地線、柏葉台団地線がございますが、これの西部地区への延長する

ことにつきましては、一部柏葉台団地線は平日札幌行ですと 47 便のうち 11 便が輪厚希望
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ヶ丘の始発、逆に札幌発 43 便 7 便が輪厚希望ヶ丘行ということになってはございますが、

その他の路線含めましての路線延長につきましては、これまでも事業者と協議をしてきて

ございますが、実現には至っていないところであります。引き続き、バス事業者には、要

望を行ってまいりたいと対応してまいりたいと考えております。 

 

○村上建設部長 

（１）西部地区の道路・交通環境の整備について 

⑤北広島島松 JA 輪厚支店から自然の森キャンプ場までの歩道の道路脇整備 

ご要望のありましたキャンプ場への歩道整備につきましては、市道輪厚中央通線を含め

た市内全域における市道整備の進捗や他の事業計画、更には財政状況などを総合的に勘案

しながら、2016 推進計画（平成 28 年度～平成 30 年度）において早期に事業着手できるよ

う検討して参りたいと考えております。 

 

○塚崎市民環境部長 

（１）西部地区の道路・交通環境の整備について 

⑥輪厚中央通り完成後の信号機の増設 

輪厚中央通完成後につきましては、市道広島輪厚線及び市道輪厚中の沢線の 2 路線との

交差点が、新たに幹線道路が交わる十字交差点となります。 

信号機につきましては、現在、西部小学校前及び希望ヶ丘 16 号線（にしたに歯科クリニ

ック前）に歩行者用信号機が設置されており、西部小学校の通学路としても指定されてお

ります。 

輪厚中央通完成後の信号機増設につきましては、現時点において、公安委員会から信号

機設置に係る報告等はありませんが、今後、市としましても学校通学路の関係や予想され

る車両交通量などをもとに、関係部局と連携を図りながら公安委員会に対し協議及び規制

要望を行ってまいりたいと考えております。 

 

○浜田総務部長 

（２）自衛隊の砲撃音問題について 

自衛隊の砲撃音問題についてでありますが、まず、国による騒音測定の測定値につきま

しては、砲撃音の住宅防音区域の基準となる 81Lcden を超えたのは、測定開始以降、平成

26 年 5 月 24 日の島松で観測した１日のみでありますが、81Lcden に近い数値も観測されて

いるのが現状であります。 

このことから、市では、国に対して騒音測定調査の継続実施及び騒音測定器の増設の要

望を行っているところであります。 

今年度につきましては 5月に市長が北海道防衛局長に要望を行ったところでありまして、

今月も来年度の騒音測定等について要望を行う予定であります。 
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国では、騒音測定調査の継続実施につきましては、一定の理解を示しているところであ

りますが、新たな騒音測定器の設置については、「予算等の関係から現時点では難しく、移

設であれば今後の騒音測定の状況によっては可能性がある。」との回答を得ているところで

あります。 

市としましては今後も、西部地区の騒音被害の実情を訴え、騒音測定器の増設につきま

して、ねばり強く国に対して要望してまいりたいと考えております。 

 

○中屋企画財政部長 

（３）交通弱者問題について 

交通弱者問題についてお答え申し上げます。市では、交通空白地域において、買い物や

通院などの日常的に必要となります交通の確保に向け、利用者ニーズに応じた公共交通の

検討を行うために、平成 23 年度から 25 年度までの 3 年間で乗合タクシーの実証運行を実

施しました。実証運行では、初年度の利用率について、地域の 65 歳以上の方を対象と致し

ましたところ、利用率が 5％と低調であったことから、利用者拡大に向けて運行地域の拡大、

便数の増便など運行期間の延長、対象年齢の緩和など改善を進めてきましたたが、3年間に

おける利用率が 4 パーセント台と利用者の増加にはつながらず、低調な結果となったとこ

ろであります。なお、実施しました地域においては、元々、公共交通機関がない地域であ

り、高齢化が進展しておりますが、自家用車等の交通手段を有していることもあり、アン

ケート調査を行ったところ、「事前予約が大変」「用事があったらすぐに行きたい」「運行の

区域外に行きたい」等の意見が多く出されたところであります。 

現状では、乗合タクシー利用のニーズは非常に低いことから、当面は本格運行には取組

みませんが、今後、高齢化が進むことで、自家用車の利用を控えた場合など、将来的には

何らかの交通手段が必要となるという意見も多いことから、今後の検討課題と捉えている

ところでありあります。 

 

○水口教育部長 

（４）ゴロッケー・ゲートボール場の整備について 

ゴロッケー・ゲートボール場につきましては、旧西武小学校に隣接しています土地を市

と連合町内会とで土地無償貸付契約を結び、軽スポーツ場の利用していただいているとこ

ろであります。今年度につきましては、西部地区で開催しましたゴロッケー大会の際に、

教育委員会でゴロッケー場の整備、周辺の草刈り等を実施させていただいたところであり

ます。 

ゴロッケーにつきましては、北広島市発症のスポーツであり、教育委員会といたしまし

ても、競技の継承と普及に努めていきたいとの思いがあることから、市内にありますゴロ

ッケー場の整備につきましては、今後計画して参りたいと考えております。 

 



- 51 - 

 

（５）中学校の環境整備について 

①グラウンド整備・河川の整備について 

平成 26 年 9 月 11 日の特別警報時の輪葉川の氾濫し、小学校図書館が浸水した事案があ

りましたが、今年 5 月に水管の増設工事を行い、薄い処理能力を上げているところであり

ます。 

しかしながら、最近の雨は短時間で相当量降る傾向があることから、そうした状況に備

えて土木事務所と連携を密にしているところであります。 

また、子どもが川から助けられた事案につきまして、水を見ると遊びたくなるお子様が

輪厚川に入って出られなくなったと伺っております。川の水位等の状況につきましては注

意等が必要だと思いますし、危険性等につきましては周知してまいりたいと思います。 

グラウンド整備にあたっては、授業や部活動等のための十分なスペースを確保すること

が難しい現状であることは認識しております。既存のグラウンドの横にあります輪葉川向

かいの土地は平成 19 年度に取得しておりますが、グラウンド整備にあたっては河川や立木

の処理など、大規模な工事が必要となりますことから慎重に検討しているところでござい

ます。 

ここ数年、市内小中学校の校舎及び体育館の耐震補強工事を行ったところであり、今後

も古くなった校舎、体育館の大規模改修工事が必要となっております。 

市では、公共施設の現状や課題を客観的に把握・分析して、今後公共施設等の管理計画

方針を立てていく予定であります。教育委員会におきましても、その方針に基づき個別の

教育施設整備について計画することとなりますので、現状につきましてはこれまでどおり

慎重な取扱いをしていくというご回答させていただきたいと思います。 

当面の中学校の活動支援としまして、隣接する小学校のグランド利活用が可能かどうか

につきまして、委員会で検討してまいりたいと思います。 

 

②旧体育館跡地の整備について 

現在埋戻し材に火山灰を使用しているところでありますが、雨天時にはぬかるみができ

るなど、利用しづらい面があると伺っております。学校からも多目的利用広場としての利

活用の要望もあり、どのような整備が有効かご意見をうかがいながら、周辺環境整備状況

も考慮に入れながら、今後検討してまいりたいと思います。 

 

８ 懇談テーマに対する再質問等 

○市民 

1 番のテーマの中で⑤自然の森キャンプ場までの歩道の整備について、この件につきまし

て今までも再三にわたりお願いしています。 

先ほど部長から 2016 から 3 か年計画話がありましたが、キャンプ場の今年の利用者が

8,000 人を上回り、また、昨年の 7,000 人など毎年 6,000 人以上の利用者がいる。これから
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利用者がまだまだ増加すると考えられる。また、今年は外国人も利用しており、7月 8月の

ピークには満杯のため予約をお断りしている状態です。 

そのようなにキャンプ場に近い道路ですが、今年カーブで事故があり、救急車と消防車

が来ました。このカーブについては何回も事故が起きていて、最近はさらに件数が増えて

います。工事用ダンプが毎日走っていますし、道路もガタガタになっています。泥水も流

れます。ゴルフ場のお客様から、せっかくの高級車が泥だらけになったという苦情がある

と聞いています。市道としては私見ですが一番交通量が多いと感じています。小中学生が

歩いていますが、車が来ると道路にへばりついて車の通行を待つ状態で、非常に危険です。 

そのため、カーブだけは緊急の課題として、来年度ないし補正予算を組んでいただいて、

取り組んでいただきたいと思います。 

 

○村上建設部長 

今日ご回答した来年度からという点で誤解がないように補足ですが、平成 28～30 年の 3

か年分で計画を立てる推進計画というものがあります。その計画内で全ての課題を解決す

るということではなく、まず計画内でなんとか着手できるように検討してまいりたいと思

います。繰り返しの答弁となりますが、よろしくお願いいたします。 

 

９ 自由懇談 

○市民 

輪厚工業団地は 80％が完売ということですが、関連企業が入れば 100％なると思います。

各自治体で土地公社の土地を所有していますが、それが売れずに財政圧迫されている中、

北広島の場合は土地の条件が良いこともあり、誠に幸運だと一市民としても喜ばしいと思

っています。 

次の段階として、既に市でシナリオがあるかと思いますが、早急に次の立地を選定して

もいいのではないかなと思います。北広島の議員と札幌市清田区の議員は定期的に交流を

持っています。札幌市では福住から清田までの地下鉄が新しい市長の公約では実施される

という話です。夢物語かもしれませんが、北広島市も便乗して、清田から大曲までモノレ

ールをつなげてほしいと思います。 

コストでいけば、地下鉄とモノレールでは 1/10 から 1/20 の差があるので、決して不可

能ではないと思います。そういった構想を次の立地の際に含めて、実現してほしいです。 

 

○上野市長 

輪厚工業団地は 70 億を市が債務保証しています。これは売れなくて市が 70 億払うこと

となります。みなさまそれぞれ考えがあるかと思いますが、次の立地等については、社会

経済情勢や企業のニーズをしっかりととらえて慎重に行わないと難しいと思っております。 

まずは残りの 20％を売って、債務保証の 70億がなくなるようにすることが第 1であると
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思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

10 閉会のあいさつ ～巻末に掲載～ 
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平成 27 年度 市 政 懇 談 会 

西の里連合町内会・虹ヶ丘連合町内会 

平成 27 年 11 月 24 日（火）18：30～ 

西の里会館 

出席者 33 名（自治連合会 16 名、市側 17 名） 

 

 

【開催次第】 

１ 開 会 

２ 市出席者紹介 

３ 連合町内会長あいさつ 

４ 連合町内会役員等紹介 

５ 市長あいさつ 

６ 連合町内会から懇談テーマの趣旨説明 

７ 懇談テーマに対する担当部長からの説明 

 （1） 西の里公民館の整備について 

 （2） 西の里南さくら公園及び西の里広場の整備活用について 

 （3） ごみ問題の対応について 

 （4） 交通安全標識の設置について 

８ 懇談テーマに対する再質問等 

９ 自由懇談 

10 閉 会 
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１ 開会 ～ 略 ～ 

 

２ 市出席者紹介 

○榎本市民課長 

 まず、市側の出席者を紹介させていただきます。上野市長です。吉田教育長です。水口

教育部長です。山崎会計室長です。村上建設部長です。塚崎市民環境部長です。浜田総務

部長です。中屋企画財政部長です。木下保健福祉部次長です。中村西の里出張所長です。

岡秘書課長です。秘書課柴主査です。市民課市民生活担当梅木主査です。市民課中尾主任

です。野中主事です。なお、道塚副市長につきましては公務多忙のため、本日は欠席させ

ていただいております。 

 

３ 連合町内会長あいさつ 

○西の里連合町内会長 

今日は市政懇談会ということで、上野市長、吉田教育長はじめ皆様にお越しいただきま

してありがとうございます。 

西の里連合町内会の要望については、様々ございますが、市の皆様には西の里地区全体

の要望ということで受け止めていただき、西の里の住人の夢や理想を一歩でも進められる、

そんな懇談会になればと思います。よろしくお願いいたします。 

 

４ 連合町内会役員等紹介 

○西の里連合町内会長 

虹ヶ丘連合町内会役員について紹介します。 

（各自で自己紹介） 

石川会長です。土屋副会長です。菅野事務局長です。加藤理事です。光銭理事です。 

西の里連合町内会役員について紹介します。会長の橋本です。よろしくお願いします。 

（各自で自己紹介） 

塩崎副会長です。畠山副会長です。飯沼事務局長です。斎藤会計部長です。中道理事で

す。 

西の里中央町内会副会長の阿部です。白樺町内会事業部長の長谷川です。広栄町内会副

会長の大野です。広栄町内会の中村です。西の里自治会事務局長の矢崎です。 

 

５ 市長あいさつ ～巻頭に掲載～ 

 

６ 連合町内会から懇談テーマの趣旨説明（当日配付した資料のテーマ要旨抜粋） 

○市民 

（１）西の里公民館の整備について 

公民館は昭和 51 年建設され、西の里出張所も併設、地区住民の生活・文化活動等の振興
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に寄与しております。現在、図書館、学童クラブ、まなびー事務室等も設置され、狭隘に

して老朽化が目立っています。今後、西の里公民館の整備を要するものと思いますが、市

の展望をお聞かせ願いたいと思います。 

なお、要望としまして、「出張所にプライベートの相談できるスペースの設置してほしい」

「学童クラブの活用にもっと余裕ある広さがほしい」「図書館内でゆっくり本を読める設備

にしてほしい」「和室の敷物の改善をしてほしい」「トイレは洋式に改善してほしい」など

の声が挙がっております。 

 

（２）西の里南さくら公園及び西の里広場の整備活用について 

西の里南 1 丁目における西の里南さくら公園及び接続する広場は、地区住民の野外交流

の場として大切な広場です。近年主な活用は、地区の「夏まつり会場」や町内会の「焼肉

親睦会場・桜の花見会場」、「公園施設の利用」等です。また、以前は町内会の運動会やク

ラブの球技場としても利用されていました。 

西の里広場につきまして、芝張など地面を整備することにより、ファミリー体育館の活

用と合わせ屋外の運動の場として広く活用されるものと思います。なお、現在学童クラブ

の子供たちは公民館裏の屋外スペースを活用して遊んでいましたが、ソーラーパネルが設

置されたため使えなくなっております。そのため、子供たちが遊ぶスペースを確保するた

めにも、広場の整備を要望します。 

また、さくら公園にはトイレがないため、トイレの設置をお願いするとともに、地区夏

まつり 40 周年記念に向け、常設のステージの設置をご検討いただければと考えていますが、

市の整備活用の考え方をお聞かせ願いたい。 

 

（３）ごみ問題の対応について 

不適切なごみの排出については、当局の努力にもかかわらず、相変わらず改善されてお

りません。特に転入者等には、容器包装等の無料ごみの排出について、不適切な排出内容

を具体的に簡潔に見やすく書いて、配布やごみ集積場に貼る等周知徹底する必要があるも

のと考えますが、市の対応について伺いたい。周知の案内書につきましては、例えば別添、

西の里自治会のような項目を参考にして検討して頂ければと思います。 

 

（４）交通安全標識の設置について 

国道 274 号沿いに子供たちの通学の安全のためスクールゾーンの設置をお願いします。

区間は、ＪＲバス停西の里第 2団地から小学校入口交差点間となります。 

 

７ 懇談テーマに対する担当部長からの説明 

○水口教育部長 

（１）西の里公民館の整備について 

西の里公民館は身近な学習交流の場、いわゆる生涯学習の場として機能を持つほか、出

張所、学童クラブ、図書室の機能を併設した施設となっております。昭和 51 年に開館して
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から約 40年経過しており、設備の更新、維持管理をしながらご利用いただいている現状に

あります。 

市では昨年度は東部地区にあります中央公民館の大規模改修、今年度は昭和 60年に開設

した西の里ファミリー体育館の大規模改修を防衛省の補助を活用しながら行ったところで

すが、次年度以降の市内の公共施設全体の管理・整備につきましては、今後策定されます

公共施設等総合管理計画により方向性が決定されます。 

そのため、西の里公民館を含めた個別の施設の整備は、公共施設等総合管理計画に基づ

き、教育委員会として計画していくこととなりますので、今しばらくお待ちいただくこと

となりますので、ご了承願います。 

なお、ご質問の中にありました要望のうち、公民館和室の敷物の改善につきましては今

年度中に改善したいと思います。それ以外の内容につきましては、今しばらくお待ちいた

だければと思います。 

 

○村上建設部長 

（２）西の里南さくら公園及び西の里広場の整備活用について 

西の里南さくら公園につきましてご回答させていただきます。 

西の里南さくら公園は、平成 17 年度に西の里南地区が市街化区域に編入された際に都市

計画決定された面積 2,075 ㎡の街区公園であります。 

通常、街区公園の利用対象者につきましては概ね半径 250ｍの区域にお住まいの方として

いるものであることから、これに基づき、公園の整備に際しては、地域の方々を対象に意

見交換会を開催し、ご意見をお聞きする中で、平成 22年度に公園を整備したものでありま

す。そのため、すぐに公園の再整備を行うことは難しいものと考えております。 

また、先ほどご要望のありましたさくら公園のトイレ設置につきましては、さくら公園

を含めた街区公園は概ね半径 250ｍとお近くにお住まいの方を利用対象としていますこと

から、原則的に公園内にトイレを置くという方針にはなっておりませんので、ご理解いた

だければと思います。 

 

○市民 

（２）西の里南さくら公園及び西の里広場の整備活用について 

西の里広場についてご回答させていただきます。 

西の里広場は、現在行政目的のない普通財産として維持管理をしております。 

当広場につきましては、町内会をはじめ、地域の皆様による地域のイベント会場として

ご活用いただいていることから、市では毎年 6月と 8月の年 2回草刈を行っております。 

今後の活用についてですが、普通財産として現状のまま草刈り等の維持管理を行いなが

ら地域の皆様にご活用いただきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

○塚崎市民環境部長 

（３）ごみ問題の対応について 
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不適正排出ごみの量ですが、平成 22 年度に市内全体で 110ｔ出ていました。しかし、皆

様のご協力により平成 23年度以降は不適正排出ごみの量は 60ｔ前後で推移しております。 

昨年につきましては不適正排出ごみの量は 65.9ｔとなりましたので、昨年の資源ごみ以

外の家庭ごみの排出量 1万 620ｔに対し、パーセンテージにしますと 0.6%となります。 

不適正排出ごみの対策につきまして、ごみの分別には排出者の協力が不可欠であること

から、分別意識向上に向けて、広報きたひろしまや昨年度から毎月発行している「ごみ通

信」を自治会・町内会で回覧いただくこと等により取り組んできたところです。 

また、転入者に対するごみ分別の周知としては、転入届の際に分別冊子の「クリーンタ

ウン北広島」と生ごみの分別に関する啓発チラシをお渡しして適正な分別についての周知

啓発を行っているところであります。 

ご提案いただいた資源ごみの分別に関する啓発チラシの作成については、西の里地区を

はじめ各地域でチラシを作成いただいているところでございます。併せて、昨年の資源ご

みの持ち込み条例ができたときに、資源ごみの持ち出し禁止の看板を作り、その看板の下

に各地域のごみの啓発チラシを掲示できるよう留め金をつけておりますので、ご活用いた

だき、ごみの適正分別にご協力いただければと思います。 

 

（４）交通安全標識の設置について 

国道 274 号は、西の里小学校の通学路として、多くの児童が登下校で利用する道路であ

り、また、大型車の通行や特に通勤時間帯は通勤車両などで交通量が大変多い道路となっ

ております。 

スクールゾーンは、子どもを交通事故から守るため小学校を中心におおむね半径 500ｍの

範囲で設置されるものでありますが、西の里小学校につきましては、小学校の位置、また、

車両の交通量や道路環境の状況から、小学校を中心に半径 1ｋｍの範囲をスクールゾーンと

して設置されております。 

このことから、これまで市では登下校時等の児童の安全対策として、交差点に交通安全

学童指導員を配置し国道横断の安全確保を図るとともに、児童への交通ルールの遵守と正

しい交通マナーの実践の習慣付けを目的とし、毎年、交通安全教室を実施しているところ

です。 

また、国道の管理者においては、ドライバーに注意を促すための横断歩道部分へのカラ

ー舗装の設置を、昨年公安委員会では、西の里郵便局前に新たに横断歩道が設置されるな

ど、通学路の安全対策が行われてきております。 

この度の交通安全標識の設置につきましては、厚別警察署をはじめとする厚別署管内の

自治体や道路管理者、交通安全関係団体等で組織する「厚別・北広島交通安全ネットワー

ク会議」で検討を行った結果、新たな対策として、国道 274 号における交通取締の強化を

行うとともに、11 月 2 日から登下校時間帯において、国道の向陽学園入口付近に設置され

ている電光掲示板の標示を「この先小学校あり児童に注意！」に変更いたしました。 

また、西の里地区では、登下校時の児童見守り活動や交通安全旗の設置など、西の里交

通安全推進協議会をはじめとする地域の方々による交通安全活動も多く行われております。 
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市としましては、今後も各関係機関や地域の関係団体と連携を図りながら交通安全の推

進に努めてまいりたいと考えております。 

 

８ 懇談テーマに対する再質問等 

○市民 

西の里公民館につきまして、今後計画の中で方向性を検討するということですが、具体

的なお答えをいただきたいと思います。 

大規模改修工事については、昨年は中央公民館、今年は西の里ファミリー体育館の工事

を行ったということで、規模の大きい物から順に行っているものと思います。 

この西の里公民館も建替える場合、かなり大きな事業となると思いますが、近いうちに

建替えを行うことを考えているのか、建替え後については 2、3階の建物になる可能性があ

るのか、ある程度イメージが浮かべられるよう教えていただければと思います。 

また、学童クラブにつきまして、これまで使用していた公民館に加え、昨年西の里団地

にも新たに学童クラブが開設されましたが、いずれも狭いという声が挙がっています。さ

らに新しい学童クラブを開設するのは難しいと思いますが、市の皆様に学童クラブが狭い

ということを認識いただければと思います。 

 

○水口教育部長 

西の里公民館の件につきまして、北広島市の公共施設は昭和 40年代に建てられたものが

多く、全国的にも公共施設が老朽化していることから、国から自治体に対して公共施設の

現状や課題を客観的に把握・分析するよう通知が出され、公共施設等管理計画の策定を行

うこととなっております。 

教育委員会の所管施設につきましても、その計画に基づき、個別の計画を立てていくこ

ととなるため、現状は施設ごとの優先順位をつけるという段階までは至っていません。 

西の里公民館につきましては、複合的な機能を持つ施設であることから、仮に建替えを

行うこととなった場合、関係部署と意見交換を行い、また、地域の方のご意見を把握した

上で計画してまいりたいと考えてございます。 

なお、公共施設等管理計画につきましては、北広島市全体の計画を平成 28年度に策定予

定であり、その後教育委員会関係の計画を個別に策定する予定でございます。 

 

○木下保健福祉部次長 

学童クラブの件につきまして、現在市内に 12 か所の学童クラブがあり、西の里小学校区

の学童クラブは、西の里公民館と西の里団地の 2 か所となっております。この 2 か所の学

童クラブの面積と通われているお子さまの数を見た時、市内でも一番密度が高い学童クラ

ブとなっております。 

一方で、学童クラブは、平成 31 年までのお子さまの数の推計を出しながら、施設の拡大

をしてきているところでございますが、西の里小学校区全体につきまして、平成 28年度は

92 人、平成 29 年は 88 人、30 年は 88 人、平成 31 年は 84 人とお子さまの数が年々減ると
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いう見通しになっているということで、ご理解いただければと思います。 

 

○市民 

ごみの管理について、不適正排出ごみが 0.6%ということでしたが、虹ヶ丘連合町内会で

も役員をはじめ、不適正ゴ排出ごみに対してお便りを出すなど、日々努力しているところ

です。また、市からいただいている広報やごみ通信を町内会で回覧をしていますが、回覧

だけで終わってしまい、ごみの分類までできていません。また、虹ヶ丘は札幌近郊に務め

ている人も多く住んでいますが、札幌市と北広島市ではごみの分別が違うため、ごみの分

別で混乱する人もいるかと思います。 

そのため、昨年クリーンタウン北広島の改定の予定があるのか市にお聞きしたところ、

近々改定するとご返答がありましたが、この改定についてどうなったのか、また不適正排

出ごみの割合を 0.6％からさらに下げる考えでいるのかをお聞きしたいと思います。 

 

○塚崎市民環境部長 

まず、クリーンタウン北広島の改定につきましては、現在作業を行っており、平成 28 年

3 月を目途に皆様の手に届くように進めております。 

また、不適正排出ごみにつきまして、家庭ごみの全体の 0.6%といっても、まだ 60ｔと少

なくない量が出ております。 

ただし、ここまで減ったのは皆様のご協力があったからと考えております。過去、一番

不適正排出ごみが多かったのは最初にごみ袋を有料化した時で、その次に多かったのは平

成 22 年の 110ｔでした。このときは紙資源ごみなどの分別が進まず、皆様のお宅に状況の

説明と分別のお願いにお伺いしましたところ、皆様のご協力のおかげ様で平成 23 年以降は

60ｔ台と排出量が減ったところであります。 

現在、不適正排出ごみにつきましては、ステーションの管理者がお持ち帰りし、再度お

出しされている状態であり、分別せずごみを出した人に対し、分別するよう指導していく

必要があると考えています。今後につきまして、皆様にごみを分別して出していただける

よう対策を講じていきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

○市民 

ごみ問題について、西の里団地には約 650 世帯ほど暮らし、22 か所ステーションがある

ので、1 か所のごみステーションで 30 世帯が出している計算になります。そのうち不適正

排出ごみとして毎週 2,3 個のごみが残されるので、月や年にするとかなりの量が出ること

になります。 

そうした不適正排出ごみが出る原因がいろいろあると思いますが、一つは札幌から転入

された人が、分別についてよく理解せず、間違って出してしまうためだと思います。 

そのため、ごみステーションに分別のチラシを掲示したり、市からのごみに関する配布

物の回覧も全戸に行ったりしていますが、これにプラスして市から転入者に分別のポイン

トを絞った案内を出していただけないかと思います。クリーンタウン北広島は良くできて
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いると思いますが、熟読している人がそこまでいると思えません。転入者がわかりやすい

ように、たとえばピンクの袋を使う必要があるなど、最低限必要なことを 4 ポイントぐら

いに絞ったものを転入者にお渡ししてほしい。このことは以前にお願いしたことがござい

ますが、改めてよろしくお願いいたします。 

 

○塚崎市民環境部長 

今のご意見につきましては持ち帰りまして、転入される皆様に北広島でのごみの出し方

を有効的に伝えられるよう工夫していきたいと思います。貴重なご意見ありがとうござい

ます。 

 

９ 自由懇談 

○市民 

昨年もお話させていただきましたが、自治会役員では、排雪の関係で会員からクレーム

を受けるなど、様々な課題を背負っています。 

西の里団地の中の自治会員は 10 年前と比べ高齢になった人が多いことから、自分で除排

雪ができず、個別に業者にお金を出して除排雪をお願いしている人がいます。 

一方、市の補助を受けて行っている自治会排雪について、10 年前と昨年・今年とで自治

会が支払っている金額が全然変わらず、総会や役員会において毎年金額が変動しないのは

おかしい、という意見が出ます。 

現在個人による除排雪を、西の里団地全体で 40％ぐらいの人が行っていると思いますが、

その分自治会排雪に対する業者の負担は減っているのですから、今までと同じ排雪の仕方

だと自治会員からの理解が得られません。 

また、昨年、除排雪について要望があれば意見交換をしたいということであったが、そ

の後特に何も話はありませんが、今度の排雪に向けて工夫をしていただけるような方法を

考えていただくとともに、自治会の意見も聞いてもらいたいと思います。 

 

○村上建設部長 

まず、確認をさせていただければと思いますが、昨年の市政懇談会の際に、個人排雪が

増えてきていたので、その分自治会排雪の金額を安くすることできないかとお話をお聞き

しました。その際、私から現状の自治会への排雪支援事業の単価積算についてお伝えし、

地域ごとの個別の事情に応じた単価を出すのは難しく、市内統一の単価しか出せないとい

う話をさせていただいたと記憶しております。その中で、役員会などで話し合いに活用し

ていただくため、統一単価の説明などの資料であればお渡しできるとお答えしていたかな

と思いますが、その資料が担当から皆様に届いていないということでしょうか。 

 

○市民 

お伝えしたい内容は、除雪に合わせて交差点部の排雪を行うなど、自治会排雪の方法を

変更してほしいということです。10 年前と同じ金額を払わなければならないことについて
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不満を持つ人はいます。しかし、排雪のやり方を工夫していただければ、そういった不満

もやわらぐと思いますので、改めて見直ししてほしいと思います。 

 

○村上建設部長 

市が排雪支援事業につきまして、まず金額の設定につきましては、繰り替えしになりま

すが、各地域の単価を設定するのが難しく、統一単価とさせていただいておりますのでご

理解いただければと思います。 

その上で、除雪・排雪の方法につきまして、一昨年から地域の声を反映するべく除雪懇

談会を開始しています。 

平成 25 年は開始したばかりのため、2 自治会のみの開催でしたが、昨年は西の里地区で

見ますと、西の里自治会、西の里中央町内会、西の里白樺町内会で除雪懇談会を開催しま

した。 

懇談会では、市と業者と地域の方々が集まり、除雪の方法について議論し、その内容を

マップ化して改善に向けて動いておりますが、虹ヶ丘地区につきましては懇談会がまだ開

催されておりません。 

現在市内で除排雪を行っている自治会は 104 団体ありまして、すべてを 1 年で行うこと

ができないため、5年で一回りしようと計画しています。 

現在は 40 自治会が終了し、残り 60 自治会を今年含め 3 年間で回る予定となっており、

虹ヶ丘地区についきまして今年の予定に入っておりませんが、なるべく早く虹ヶ丘地区で

除雪懇談会を開催できるよう担当に伝えたいと思います。 

 

○市民 

今日は初雪が降り、家から出る際に 20センチ以上積もっていたかと思いますが、明日は

除雪が入るのでしょうか。 

また、現在、旭化成建材の問題が非常に大きく報道されていますが、北広島市では影響

があるのか、調査は行ったのか教えてください。 

 

○村上建設部長 

まず、明日の除雪につきまして、担当の土木事務所長から、通学路を中心とした歩道の

機械除雪を行うと連絡がありました。また、階段など人力で行う場所の除雪も行うという

ことです。また、初雪ですと、車が通行するうちに踏み固まり雪も収まるかと思いますが、

郊外で車の通行が少ない場所はふきだまり状態になる可能性があり、決められた路線につ

きましては車両除雪を入れようと考えています。また、現在少しつるつるの路面となって

いることから、交差点を中心に融雪剤や砂まきをしようかと思っています。 

なお、市街地などの路線について、初雪の際は車に雪を踏んでもらわないと、車両がマ

ンホールの凹凸などにひっかかり事故を起こす可能性があることから、今日の初雪につき

ましては、車の通行が難しくなる場合は車両を入れようかと思いますが、本日はその心配

がなさそうなので、車両は入れないかと思います。 
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続きまして、旭化成については、全国で 3040 件、北海道で 422 件の物件があると報道さ

れています。 

当市の物件につきまして、民間の建物については市では把握できませんが、市で発注し

た物件においては、2002 年以降 13か年分の工事で旭化成が行った工事は 2件ありました。 

ただし、現在、旭化成の工事で問題になっているのは、支持層と呼ばれる固い地盤に杭

を打ち込むダイナウィング工法と呼ばれる工法ですが、当市発注の物件でこの工法を用い

た物件はございません。 

北広島市発注の旭化成が施工した物件は、摩擦力を活用するイーゼット工法と呼ばれる

ものであり、業者の協力のもと確認を行い、データをすべてチェックしたところ、データ

流用などがないことは確認し、既に先日記事が掲載されましたが、北海道新聞に対して北

広島市所管の物件については問題ない旨の回答を行っています。 

 

○市民 

上野幌駅の整備についてのお願いです。 

上野幌駅では女性の痛ましい事故のため防犯意識が高まり、特に冬の夜間です送迎車い

っぱいになります。そのため、冬の間だけでも駅前のスペースを広げていただければと思

います。 

また、上野幌駅から国道に抜けるまでの道が雪山になって、車も歩行者も滑る危険な中

を歩いている状態です。そのため、よろしければ市からＪＲに対策をお願いできればかと

思います。 

 

○村上建設部長 

今お話しされていた道路ですがどちらの道路になるでしょうか。 

 

○市民 

線路沿いの道路や国道 274 号線までの道路になります。 

 

○村上建設部長 

いまお話ありました道路ですが、おそらく札幌市道になるかとおもいますので、札幌市

に対して要望を伝えていきます。 

 

○市民 

公園の市の管理について、公園によっては植樹しているところもありますが、市ではど

のような形で管理を行っているのでしょうか。 

この裏の西の里南さくら公園には桜を植えてありますが、連合町内会から市に要望し苗

木を植えてもらったと聞いております。これだけの桜があり、花見をできる場所があるの

は素晴らしいことだと思いますが、この管理についてどのように進めていけばよいかお聞

きしたいと思います。 
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○村上建設部長 

市の公園管理につきまして、指定管理制度により一括管理を委託するパターンと、里親

制度ということで自治会等に一定程度の管理をしていただき、それにかかるお金をお支払

しているパターンと、2つの方法で行っております。さくら公園については、現在手元に資

料がないため、どちらの方法で管理を行っているかはお答えできませんが、管理について

問題があればお話しいただければと思います。 

 

○市民 

さくら公園の桜の成長度合がそれぞれ違うため、適切な育て方があればお聞きできれば

と思い、質問させていただきました。 

 

○村上建設部長 

さくら公園の桜につきまして、桜の樹を植えた経緯は確認しないとわかりませんが、こ

れまで市が桜をメインにした街区公園の整備は行っていないことから、おそらく自治会か

ら桜の苗木を植えたいとお話があり、自治会が桜の苗木の植樹・管理を行うということで

始まったものと思います。 

それで、桜の樹の成長ですが、苗木の段階では同じような育ち具合の物をそろえても、

育ちが良いもの、悪いもののばらつきは出てくるため、きれいに同じ高さにそろえるのは

難しいかと思います。 

なお、公園の管理については、懇談会後に確認したいと思いますので、何かあればご連

絡ください。 

 

○市民 

公園の話について、現在西の里広場では草刈りを 6 月と 8 月の年 2 回行っており、西の

里団地に 3 か所あるほかの街区公園も同じく 2 回行っているかと思いますが、何年か前ま

ではもっと草刈りの回数が多かったと思います。 

年 2 回ですと 7 月末頃に草が伸びるため、遊具の廻りと花壇など自治会が行っている部

分は良いですが、土手と木の下などは夏の盛りには草が伸びてしまい、せっかく手入れし

た花壇も周りが草で生い茂る時期もあります。 

札幌の平岡などを歩いていると、年中きれいに保っているように見えますので、北広島

市の草刈りが年 2回というのは少ないという印象です。 

そのため、回数を増やしていただくよう要望します 

 

○村上建設部長 

まず、西の里広場の草刈りにつきまして、広場は公園ではなく市の普通財産として管理

されていることから年 2回の草刈りをしているかと思われますが、公園につきましては年 2

回以上の草刈りを行っていると記憶してございます。 
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こちら回数につきましては調べますとともに、ただいまのご意見につきましては、要望

として承りたいと思います。 

 

10 閉会あいさつ ～巻末に掲載～ 
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平成 27 年度 市 政 懇 談 会 

北広島団地第４住区自治連合会 

平成 27 年 11 月 25 日（水）18：00～ 

北広島団地第４住区集会所 

出席者３４名（自治連合会１８名、市側１６名） 

 

 

【開催次第】 

１ 開 会 

２ 市出席者紹介 

３ 自治連合会長あいさつ 

４ 自治連合会役員等紹介 

５ 市長あいさつ 

６ 自治連合会から懇談テーマの趣旨説明 

７ 懇談テーマに対する担当部長からの説明 

 （1）市議会議員と地域住民の意見交換会について 

 （2） 団地の防災について 

 （3） 市民のバス路線について 

 （4）まちづくりについて 

８ 懇談テーマに対する再質問等 

９ 自由懇談 

10 閉 会 
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１ 開会 ～ 略 ～ 

 

２ 市出席者紹介 

○榎本市民課長 

市の出席者を紹介させていただきます。上野市長です。道塚副市長です。吉田教育長で

す。塚崎市民環境部長です。中屋企画財政部長です。浜田総務部長です。村上建設部長で

す。福島保健福祉部長です。藤嶋水道部長です。岡秘書課長です。秘書課柴主査です。市

民課市民生活担当梅木主査です。市民課中尾主任です。市民課内山主任です。防災交通担

当近藤主査です。以上、市側の出席者です。 

 

３ 自治連合会長あいさつ 

○自治連合会長 

第 4 住区自治連合会長の金川でございます。今日は私どものために上野市長、道塚副市

長、吉田教育長をはじめ、市の幹部の方々たくさんご出席いただきありがとうございます。

日頃から地域のためにご尽力いただいていることに心から感謝とお礼を申し上げたいと思

います。また忙しい中、大雪の中、地域の方々にもたくさん出席をいただきましたことに

厚くお礼申し上げます。 

私どもこの第 4住区は、旧緑陽小学校の学区として 13の町内会・自治会からなっており

ました。この 13 の町内会・自治会は約 1,500 世帯からなっておりまして、約 4,000 人が住

んでおります。この 4,000 人のうち 65歳以上は 40％以上と北広島市の中でも非常に高齢化

率の高い地域であると思っております。第 4 住区の懸案でありました、旧緑陽小学校の跡

地利用につきましては、市の大変なご配慮もいただき市民が受け継ぎ地域サポートセンタ

ーとして、高齢者や認知症の方、介護が必要な方々などのお世話をするということで順調

にスタートしております。私どものためにも 5 つの部屋として自由に利用できる部屋があ

りまして、そこでお茶の間や喫茶コーナー、あるいは社会福祉関係の行事を続けてちょう

ど 1年になりました。先月には 1年を記念して、地域の学芸会というものを開催しまして、

地域住民 400 人以上が参加してくれました。そのようなことで、非常に順調に推移してい

るということで市と四恩園には心から感謝を申し上げたいと思います。 

あるデータによりますと北広島市は道内 35 市の中で 1 番住み良いまちとこの 2・3 年続

いているということで大変うれしく思っておりますし、これも上野市長をはじめ、市の方々

のご尽力の賜物であると思っております。市の方もいろいろと努力をし、「住みたくなる動

画」を作成、お試し移住やシティーセールス等の定住促進制度などの様々な政策を行って

いただいており、更に我々も努力していかなければならないし、市の皆様方にもお願いを

しなければならないと考えております。市では最近、総合戦略素案といったものを発表い

たしましたし、また、学院大学を連携して特別な口座を開いて、益々住み良いまちづくに

向けて努力されております。そういったことで、私どもも住み良い北広島に住めるという
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ことを誇り・生きがいにし、これからもこの地域に暮らし続けたいと思っております。 

私は獣医師ですが、医師と飼い主、あるいは医師と患者の間では、インフォームド・コ

ンセントというのが大切です。十分な説明と理解というものが医師と患者との間で

は必要だということで、これは、医師と患者との間だけということではなく、市と

住民との間においても同じようなことが言えると思っておりますが、今日の市政懇

談会も十分な説明と十分な理解ということをコンセプトに、市長をはじめ、皆様方

と我々住民とが懇談できればと思っておりますのでよろしくお願いいたします。 

 

４ 自治連合会役員等紹介 

○自治連合会長 

 本日の出席者をご紹介いたします。福祉厚生担当の内木です。防災担当の千葉です。交

通防犯担当の對馬です。総務担当の関戸です。あと 13の町内会・自治会の会長や地域の方

が出席しています。 

 

５ 市長あいさつ ～ 巻頭に掲載 ～ 

 

６ 自治連合会から懇談テーマの趣旨説明（当日配付した資料のテーマ要旨抜粋） 

○自治連合会長 

（１）市議会議員と地域住民の意見交換会について 

 市政懇談会は、市と地域との懇談でありますが、もし市政懇談会に類似した形で市議会

議員と地域が定期的に懇談できれば、いろいろな問題の解決に役立つと考えますが、市と

してはどのように考えているでしょうか。 

 

（２）団地の防災について 

 北広団地では、一戸建ての住宅が多く、洪水（水害）被害、地震による崖崩れなどは起

こり難いと考えられますが、断水・停電などが災害発生時に一番問題になるだろうと考え

られます。また、後期高齢者が多くなり、独居老人・介護家庭へのケアが大切と思われま

すが、市としてこのようなことに対する災害時の具体的な対策はどういったものがありま

すか。 

 

（３）団地のバス路線について 

 現在は、補助金交付などでかろうじて団地内バス路線を維持していますが、団地内少子

高齢化は今後も進み、バス利用者の減少傾向は続くと思われるが、市としての具体的な対

策はあるのでしょうか。 

 さらに、新庁舎を中心とした 5 地区に対するバス路線や交通の便をどのように考えてい

るのでしょうか。 
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（４）まちづくりについて 

①老人福祉について特養の収容能力と入居希望者のバランスは取れているのでしょうか。 

②団地内の車道歩道の補修、再補修の時期について、車道補修の際に緑道の改修も考え

ていただきたいと思います。 

③緑陽通り沿い宅地用途指定などの変更について、どのような目的で変更したのでしょ

うか。また、効果などについてどのように考えているのでしょうか。 

④北広島市は 5 地区（東部・団地・西の里・大曲・西部）に分散していますが、これら

の融合を図り、市を大きく発展させるためには、中心部の「レクの森」の有効利用と活性

化が大切と考えますが、市としての 5 地区の連携を考えたまちづくりの具体的な考えはあ

るのでしょうか。 

 

７ 懇談テーマに対する担当部長からの説明 

○道塚副市長 

（１）市議会議員と地域住民の意見交換会について 

 この件につきましては、議会と市とはそれぞれ独立した機関ではありますけれども、今

後、議長ともよく相談させていただきたいと考えております。 

 

○藤嶋水道部長 

（２）団地の防災について 

 本市水道事業では、水道施設が震災等にも耐えられるよう、施設の耐震化を進めてきて

おりますが、万が一、震災等により断水となった場合は、地域の被災状況にもよりますが、

基本的には「応急給水拠点」にて、給水を行うこととしております。 

 皆様がお住まいの第 4 住区周辺では、「地域サポートセンターともに」、「緑ヶ丘小学校」

を応急給水拠点としており、開設時は、広報車やホームページなどでお知らせいたします。 

 次に 4 年前の東日本大震災の教訓として、「備えていたものしか役に立たなかった」「備

えていたものだけでは十分ではなかった」と言われております。いざという時にはいろい

ろと準備をしなければいけないということで、皆様にはお願いしたいことがあります。飲

料水の必要量は、「一人一日 3リットル」とされています。災害で断水した場合、応急給水

までに時間がかかることがありますので、災害に備えてご家庭でも災害発生後 3 日間分程

度の飲料水を日頃から準備しておくようお願いいたします。 

 

○浜田総務部長 

（２）団地の防災について 

 私の方からは停電の関係と高齢者への対策の 2 点についてお答えさせていただきます。

胆振地方では、平成 24 年 11 月、暴風雪により主要な送電線鉄塔が倒れたことによる大規
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模停電が発生し、最大 4日間にも及ぶ長い停電となりました。 

 特に、登別市では最多時、全世帯の 85％にあたる 21,320 世帯で停電となり、その際、最

大 323 名が避難所へ避難をしたとのことです。 

 発電所で発電された電気は、送電線を経由してまず変電所に送られますが、この送電線

の経路について電力会社に確認したところ、「北広島市を含む札幌近郊においては、複数経

路確保されており、1経路であった登別市のように地域一帯が大規模な停電になるという確

率は低い。」との回答でありました。また、変電所から各家庭への電気を配る線「配電線」

の経由につきましては、この配電線につきましてもループ状となっており、片方側がダメ

になっても逆側から配れるというような形になっており、複数経路確保されているとのこ

とであります。暴風や交通事故等で電柱が倒れ断線した場合などは、局地的に停電が発生

してしまう可能性はあるとのことですが、北広島では登別のような大規模停電になる確率

は極めて低いといった回答を電力会社からいただいております。しかしながら、想定外の

事も考えられますので各家庭におかれましては、日頃から、懐中電灯や暖房器具など停電

への備えをお願いしたいと思います。 

市では、停電が起きた場合、規模や状況に応じ、大規模停電となった場合には避難所を

開設いたします。現在、これら避難所の開設に備え、避難所への外部電源接続盤の設置や、

発動発電機、ストーブ等の備蓄を進めているところであります。停電につきましては以上

でございます。 

次に、災害時に自ら避難をすることが困難な「避難行動要支援者」に対する支援につい

てでありますが、災害対策基本法の改正に伴い、北広島市地域防災計画においても、避難

行動要支援者名簿の作成や、一般の避難所では生活が困難な方の二次的な避難所となる福

祉避難所の指定に関することなどの部分について修正を行いました。 

福祉避難所につきましては、今年 6 月、市内で社会福祉施設などを運営する７つの社会

福祉法人と「災害時における福祉避難所の設置及び運営に関する協定」を締結し、今後、

運営に関する詳細な協議を進めていくこととしております。 

また、現在、避難行動要支援者名簿に掲載する方や避難支援等関係者の範囲の詳細、ま

た、避難支援の体制などを盛り込んだ「避難支援プランの全体計画」の策定作業を進めて

おり、加えて、要支援者名簿の作成も行っているところであります。全体計画につきまし

ては、自主防災組織や自治会・町内会、福祉関係団体等の関係機関の取り組み等も参考に

させていただきながら、今年度中に策定し、その後、関係機関への要支援者名簿の配付を

考えております。要支援者名簿につきましては、災害対策基本法上、個人情報保護の関係

で、本人の同意が得られない場合、平常時には提供できないこととなっておりますが、平

常時からの情報共有がなければ、いざというときに迅速な避難支援ができないことから、

市としましても、多くの対象者の方々に同意を頂けるよう、説明してまいりたいと考えて

おります。なお、全体計画決定後、要支援者ごとに災害時の具体的な避難方法等を定める

個別計画の策定を行うこととなりますが、その際には、自主防災組織、自治会等の皆様の
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協力が不可欠となりますことから、ご協力の程よろしくお願いいたします。 

 

○中屋企画財政部長 

（３）団地のバス路線について 

 生活バス路線につきましては、団地内の路線に限らず、人口減少、少子高齢化などによ

り、利用者の減少が大きく、バス事業者を取り巻く環境は厳しさを増しております。市で

は、平成 24 年度よりバス路線の維持を目的に、バス事業者に対して補助金を交付している

ところです。補助制度につきましては、「路線の維持」の観点からは一定の効果はあるもの

と考えておりますが、利用者の増加や収益の向上には結びついていない実態もあります。

そのため、直接的に利用者の増加に繋がるような視点での取組みや、今後の人口動向や利

用実態などを踏まえた、地域の規模に応じた持続性のある地域公共交通の実現に向けた検

討を進めていく必要があると考えております。 

 また、新庁舎を中心とした市内 5 地区に対するバス路線につきましては、JR 北広島駅を

中心に各地区と結ぶ路線が一応は確保されておりますが、新庁舎には、保健センターや地

域子育て支援センターなど新たな機能につきましても予定をされておりますので、市民の

利用ニーズの把握に努めながら、利便性ある地域公共交通についても検討を進めて行かな

ければならないと考えております。 

 

○福島保健福祉部長 

（４）まちづくりについて 

 私の方からは①番目の老人福祉についてお答えさせていただきます。市内の特別養護老

人ホームは 3か所で定員 250 人となっております。 

 本年7月31日現在の入所希望者につきましては、市民の方で105名いらっしゃいますが、

そのうち、認知症グループホームや病院などに入所、入院中の方を除くと 40 名程度となり

ます。 

 入所を待機している方に対し、入所が可能となった旨の連絡をした場合におきましても、

在宅生活の継続が可能であるとの理由によりまして、入所を見送るケースも少なくないこ

とから、収容能力と希望者のバランスは概ね確保できているものと考えております。 

 今後につきましては、高齢者数の増加に伴い、入所希望者も増加するものと見込んでお

りますが、新たな施設の整備を行いますと、介護給付費の増加につながりまして、介護保

険料への影響も少なくないことから、介護保険運営の収支バランスについても考慮のうえ、

慎重に進める必要があるものと考えております。 

 

○村上建設部長 

（４）まちづくりについて 

私の方からは②番目の団地内の車道歩道の補修、再補修の時期についてと緑道の改修に
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ついてお答えさせていただきます。まず、道路の正格を 2 つに分けてお答えさせていただ

きますが、北広島団地内の幹線道路の補修につきましては、まず車道の補修は現在中央通

線を実施しておりますが、今後も早期完了を目指してまいりたいと考えております。また、

中央通線完了後は、北進通線、緑陽通線の補修について検討してまいりたいと考えており

ます。 

 次に歩道の補修につきましては、現在中央通線と緑陽通線を実施しておりますが、中央

通線は今年で完了する予定となっておりますので、今後新たに北進通線の補修に着手する

予定となっております。 

 また、北広島団地内の生活道路や緑道の補修につきましては、走行車両や歩行者が危険

となる箇所を中心に補修を実施しているところですが、幹線道路のように全面的な補修に

つきましては、現在計画はないところであります。また、先ほど金川会長から話がありま

した橋につきましては、昨年度、松葉陸橋の補修を実施しており、今年は中央通の白樺陸

橋の補修を実施しております。また、予定ではありますが、来年度から 3 か年掛けて中央

通の中央陸橋を補修してまいりたいと考えております。 

 

○中屋企画財政部長 

（４）まちづくりについて 

私の方からは③番目の緑陽通り沿い宅地用途指定などの変更についてと④番目の「レク

の森」の有効利用についてお答えさせていただきます。まず、③番目の緑陽通沿いの用途

の変更についてでありますが、都市計画における土地利用として、日常生活の利便性の向

上や土地の有効利用を基本的な方針としておりまして、今年度この方針に基づいて全市的

に土地利用計画制度の見直しを行っているところであります。その中で幹線道路沿道にお

ける利便施設の誘導や拠点施設の高度利用の促進、このほかご質問にありました緑陽通沿

線の住宅地における小規模店舗などの誘導として見直しを行っております。この住宅地に

おける小規模店舗の誘導は、市内で 15箇所、北広島団地内で 7箇所を対象としており、住

宅地では高齢化によって車を使えない方も増えてきている状況がありますので、「歩いて暮

らせるまち」を目指し、身近なところに日常生活を支える利便施設が立地できるように用

途地域を緩和したというものです。用途地域につきましては、第 1 種低層住居専用地域か

ら第 2 種低層住居専用地域に変更するものであり、具体的には、単独の店舗や事務所は建

築できませんでしたが、建ぺい率は 40％から 50％に、容積率は 50％から 80％に変更し、

床面積が 150 ㎡までの店舗や飲食店、理髪店などが建築可能となるものです。 

 現在、戸建住宅の地域において、将来の高齢化に備え、より身近な範囲に生活利便施設

の立地機会を充足させ、小規模店舗などの誘導を図るというものです。 

 今回の見直しにつきましては、市内 5 地区で説明会を開催した後にパブリックコメント

を行い、11 月 4 日に都市計画審議会から答申をいただいており、その後、都市計画の法定

手続きを行いまして、年度内に用途地域の変更を行ってまいりたいと考えております。 
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次にレクの森の関係についてですが、「レクの森」につきましては、市内外から毎年 1万

人以上が訪れ、市民の活動の場や集客施設として重要な役割を果たしております。 

 ＪＲ北広島駅からはエルフィンロードで結ばれており、この沿線には、総合体育館・水

辺の広場・自転車の駅・学習の森があることから、これらの施設と併せて有効活用を図る

ことで、他地区との連携に繋がるものと考えております。 

 現在、エルフィンロードや周辺施設も含め、市内や市外からの住民の活発な交流が図ら

れるレクリエーション拠点として、民間事業者との連携による効率的・効果的な運営の可

能性について調査をしている段階でございます。 

 また、本市は市内 5地区が分散していることから、それぞれの地区の特性を活かしつつ、

各地区の人の移動や文化活動などの交流を活発化するため、自動車道路はもとより、人と

環境にやさしい歩行者・自転車道路や公共交通の充実など、それぞれを結ぶ交通網の整備

を進めるとともに、各地区の市民のつながりを深めるため、市街地に囲まれた市の中心部

にあるレクの森の自然環境やその周辺を活用し、自然や文化・スポーツなど多様な分野で

の交流を促進しているといった状況でございます。 

 

８ 懇談テーマに対する再質問等 

○市民 

 1 番目の市議会議員と地域住民の意見交換会についてですが、議員は市政について主義主

張があって議会において議論をしています。そのため、各会派が集まって住民に対して説

明を行うということであればわかりますが、このような場所に集まり市議会のミニスタイ

ルになることは、私はあまり好ましいことではないと考えます。 

次に防災についてですが、要支援者の名簿を作成するとのことですが、名簿などのペー

パーだけに限らず、1つ又は 2つの町内会で実際に避難の実践を行うことが重要でないかと

考えます。実践を行うことによって、ペーパーだけではわからないことが分かるのではな

いかと思います。そのため、名簿を作成した後、その先の段階として町内会で避難の実践

を行うこと必要ではないかと考えます。 

 

○浜田総務部長 

 現在、避難支援の全体計画を策定中でありまして、併せて名簿も作成している段階です。

災害時に実際にどのように行動を行うかについては、現在計画の策定の中で検討を行って

いるところでありますので、実際に実践してみるといったことは、実際の行動や要支援者

がある程度出来上がった段階で必要なことであると考えております。 

 

○福島保健福祉部長 

 名簿の介護認定者の方につきましては、要介護 3 以上の方を対象とさせていただいてお

ります。また、名簿を作成した際は地域の防災組織に提供していくことを考えております。 
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○市民 

避難所運営はどのように考えられているのでしょうか。第 4 住区では、災害時に避難に

行き当面の運営ができるようにということで、今年「自主防災マニュアル」を作成しまし

た。しかしながら、現在市の避難所運営マニュアルのようなものがないのでなかなか進ま

ない状況です。 

調べてみましたが、千歳市、札幌市、帯広市では避難所をどのようなレイアウトにする

のかも含めてしっかりとしたマニュアルを作っております。私どもとしては、市のマニュ

アルがあれば私どもが作成したマニュアルを検証することもできますので、市のマニュア

ルが作成されるのを待っている状況です。 

ただ、聞いた話ですが、市のマニュアル作成は道のマニュアルを待っている状況だとい

うことも聞きました。市の避難所運営マニュアルがいつどのように出来上がるのかお聞き

します。 

 

○浜田総務部長 

 避難所運営マニュアルにつきましては、実は平成 27年 4月に作成されているところです

が、まだ周知が行き届いていない状況でございます。ただ、作成したマニュアルは市全体

を網羅した抽象的な表現が多くなっておりますので、例えば地震が発生した場合の「地震

対策編」のような実際に避難所を開設した時のマニュアルを現在作成している最中です。

現在作成中のマニュアルの内容ですが、例えば学校等の避難所が開設される場合、まず市

の職員が行き、学校の施設管理者が行き鍵を開け、それから自主防災組織いわゆる住民の

方と、この 3 者により避難所を運営することになりますが、東日本大震災のような震災が

発生しますと、そこの避難所を何か月も使用するといったことが考えられますので、その

ような場合にこの 3 者がどのような役割で運営して行くかといったことを示す内容のマニ

ュアルになるかと思います。 

 

○市民 

調べて見ましたら、総務省の行政監察で道内市町村での防災計画の実施状況や内容を調

査しておりまして、指定緊急避難場所と指定避難所を指定しているかといったことや、マ

ニュアルの作成状況なども調べており、北広島市も監察の対象になっていると思います。

この地域で指定緊急避難場所、指定避難所というと「ともに」と緑陽中学校が避難所とな

っており、地域に近い公園が一時避難所となっていると思いますが、実は地域ごとに混乱

がありまして、どっちへ行けばよいのかわからなく町内会としても指示できないという状

況であります。その辺はしっかりしなければいけないと思いますが、どのようになってい

るか教えてください。どこに住んでいる人はどこに行けば良いといったようにはっきりし

ていただきたいと思います。 
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○浜田総務部長 

北広島市では、既に避難所や一時避難所の指定はされておりますが、現在地域の方が混

乱している状況ということですので、それに関しましては、今後混乱を無くするように市

の防災の担当と皆様方と相談して混乱を無くしていきたいと思います。 

 

○市民 

あさがお公園の側に避難所の標識が設置されているが、設置場所が分かりづらいのでト

リムコース側に移設できないでしょうか。 

 

○浜田総務部長 

標識の設置位置が分かりにくいということですが、今お伺いしましたので今後具体的に

状況を見て、ご相談させていただきたいと思います。 

 

○市民 

バス路線について、これまで何回か市の方と話す機会がありまして、意見させていただ

いているところですが、将来に向け、どのようにまちづくりとバス路線を結び付けていく

のか非常に曖昧な回答になっているので、もう少し積極的に取り組んでいく方法はないも

のかと思います。 

バスというのはそのまちの一つの大きな魅力ではないかと思います。今日もバスに乗っ

て山手町まで帰ってきましたが、天候のせいもあるのかバスに 40 人以上の人が乗っており

まして、珍しく私も荷物を持って立っていました。市の行政として、バスを走らせること

が大変だという雰囲気を私は感じておりますが、私はまちづくりの一環としてバス路線が

しっかりしていることは凄く魅力ではないかと考えております。 

今年の秋に東北の弘前市に行ってきましたが、弘前市では小さな町ですが循環バス路線

が 3 路線確実に走っています。これは民間のバス会社が走らせていますが、市からの補助

金も確実に出されております。そしてこの 3 路線は、どこで乗ってもどこで降りても 100

円で、日中からもの凄い利用があります。どのように運営しているのか詳しくは私もわか

りませんが、凄く魅力があるなと感じました。 

お金をかけなければバスの運用は上手くいかないと思います。新しい住民の人に 50万円

を支援するようなつもりで、こんなに便利で安く使えるバスがまちの中にあるということ

をまちのひとつのＰＲに変えていく必要があるのではと思います。夫が仕事で車を使用し

ても家族はバスがあるのでどこでも行けるというようなＰＲをしていく姿勢も考えて良い

のではと思います。 

確かにお金はかかると思いますが、新しく市に転入してくる者だけにお金を回すのでは

なく、古くより北広島市に在住している市民・高齢者にも少し考えていただいて更に魅力
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のあるまちづくりに取り組んでいただければと思います。 

 

○中屋企画財政部長 

バスの利用の部分についてでありますが、現状をお話しいたしますと平成 26 年の団地内

の利用者は年間約 48 万人ということで、前年の 25 年度から見ますと約 5 万 3 千人で 10％

減っております。これは退職された方が多いため通勤の利用者が減少していることや、子

供が少ないため通学の利用者も減っているためと思われます。また、以前に行ったアンケ

ート調査では、元気なうちは買い物も含めて車を使いたいといったことで、75 歳以上まで

車を利用したいと答えた方が 55％おりました。また、80 歳以上になっても元気であれば車

を使いたいと答えた方が 3 割おりましたので、買い物の移動手段、また駅の送り迎えなど

も車の依存の割合が高いと考えております。まずは、地域にお住いの方が積極的にバスを

ご利用していただきたいという思いがあります。市としましても、その現状の部分を理解

していただけるような情報の発信などをしていかなければならないと考えております。 

 また、現在地方創生に向けて、各市町村が「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定

しております。これは将来的な人口増加に向けて、また、持続可能な行政運営に向けて、

地方がそれぞれの知恵を絞って、現在市民の方々を含めた推進会議の中で議論が進められ

ておりますけれども、この中においても人口減少の多い北広島団地地区の活性化について、

非常に活発な議論がされております。その中でも新しい人の流れや魅力的なまちづくりと

いうことで、定住促進に向けた住宅取得支援や団地のイメージアップ、空き家の利用など

について議論がされております。公共交通に関しても将来的な再構築を視野に入れながら

既存の公共交通の維持確保を目的に利用者の増加に向けた取組を推進するということがう

たわれておりまして、具体的な施策については今お話しできる段階ではございませんが、

議論が進められております。同時に、皆様の普段の移動手段として公共交通は非常に重要

であると考えております。更に、まちづくりの視点からも人口増加に向けた取組は非常に

重要な取組でありまして、今後のまちづくりを進めて行く上でも団地の活性化としても公

共交通は重要な要因であると考えております。 

従いまして、当然、バスを無くすといったことにはなりません。しかし、これまで利用

者が減少し、それに伴い便数が減り、また便数が減ったから不便になり利用者が減るとい

った悪循環で回っているところでありますので、現在市では路線の確保をして補助金の支

出をしているところですが、今後利用促進策を進めてもっと市民の皆様にバスをご利用い

ただき、他の人口増加策も進めて行きながらなんとか好循環になるようにしていきたいと

考えております。 

 

○自治連合会長 

これはなかなか難しい問題ですが、世界中の先進国の都市はみんなこういったことで悩

んでいます。段々人口が減っていく中で公共交通をどうするかですか、ドイツのある小さ
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なまちでは、自家用車を全部止めることにしました。そして、公共交通は 10 分から 15 分

おきに循環できるようにしました。なにかそのように抜本的に考えないとなかなかこれは

難しい問題ではないかと考えます。例えば団地の人は遠出以外の時は自家用車に乗らない

ようにし、遠出するような特殊な事情の時は届け出をして使用するといった、それぐらい

の覚悟がなければこの車社会の中でバス路線を維持するのはなかなか難しいと思います。

そのため、回答を見ても「現実に向けて検討を進めたい」「利便性のある地域交通について

検討を進めたい」なにか漠然とした答えだけで、これでは具体的な納得できる説明にはな

らないと思います。我々もなにか抜本的なことを考えて提案していくということを行って

いく必要があるのではないかと思います。 

 

○中屋企画財政部長 

現在総合戦略の策定の中で、その辺の具体的な取り組みを今後どうしていくのか、当然

予算的な部分もありますし、いつから始めていくなどを議論されている最中ですので今の

段階で具体的な案を回答できる段階ではございませんのでご理解をいただきたいという部

分と、先ほどの公共交通の利用促進という部分の他にも、地域の規模に応じた抜本的な見

直しの時期にきているとの意見も出されておりますので、現在は補助金を出しながら、ま

た、利用促進を行いながら利用実態の変化について注視をしていかなければならないと考

えております。 

 

○市民 

レクの森についてですが、今年の 6 月頃にレクの森に行きましたが、アスレチックが昔

と全く変わっておらず老朽化していました。今まであったものが壊れていたり、下の池に

掛っている橋が折れていたりと、小さな子供が行けないような状況になっています。私は

レクの森が凄く良いなと思っていましたが、久しぶりに行ってみると全然変わってないど

ころかむしろダメになっていると感じました。年間 1 万人以上が訪れているとありますが

本当にといった思いがあります。ぜひ、他の市町村からレクの森に来たくなるような、少

なくとも古くなって壊れたままの状態では良くないと思いました。 

また、施設自体は凄く広く歩きがいがあり楽しいのですが、はっきり言って魅力がない

と感じています。ただ笹薮の細い道を歩いているに過ぎないといった感じでこれでは他の

市町村の人にレクの森が面白いと発信することができません。ぜひ、市の方でレクの森は

このような施設でこのような面白いところがあるなど、家族や団体でどうぞお越しくださ

いと発信ができるような魅力のあるレクの森になるような検討をしていただきたいと思い

ます。 

北広島市にはお花が好きな方もたくさんいますので、そういった方がボランティアで計

画の中に参画すること、「この木は何の木です」とか「この花は何の花です」など案内がで

きる状況を作り出すなどの工夫が必要ではないかと思います。 
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○中屋企画財政部長 

レクの森の件についてですが、レクの森の施設の老朽化につきましてはご指摘をいただ

いているところでありまして、全てを一気にといったところではないですが、当然安全性

ということを十分配慮しながら少しずつですが改修を行ってきている状況です。また、昨

年か一昨年にはレクの森が観光情報紙に掲載されたことで、急激に市外からの利用者が増

えている施設でありまして、非常に今の情報伝達の凄さを感じているところであります。

そういったＰＲにつきましては、シティーセールスや動画などいろいろな形で行っており

ますが、北広島市の観光資源としてこれからも上手くＰＲして行ければと思っております。 

レクの森事態の魅力という部分につきましては、ただ管理をしているだけではなく楽し

みと言いますか、行って良かったというような施設にしていきたいと考えております。 

 

○自治連合会長 

レクの森について、ほとんど北広島市以外の人はレクの森を知りません。例えばトマム

の山に雲海を見ることのできるデッキができ、65 万人が既に訪れていると聞いています。

それから、市で住みたくなる動画をたくさん作っていますが、大分県の「シンクロ」とい

う動画は 65 万回のアクセスがあったということですので、1 万人が利用されたというぐら

いで満足されては困りますし、今年も外国から私の友人が来ましたのでレクの森に連れて

行こうとしたら、全然行きたがらないです。手稲のプールやモエレ公園、滝の公園、また、

東札幌ではロッククライミングができる施設があるとか、彼らはネットや情報紙などで外

国にいても情報を入手し調べてきます。その中にレクの森は入っていません。 

市でも動画を作成したりパンフレットを作ったりと努力はされていると思いますが、有

効性のあるものでなければならないと思いますので、65 万人が訪れたところもあるのです

から、1万人で満足してはならないと思います。そのためにも、レクの森は分散している北

広島市の中心にあるわけですから、レクの森こそ非常に大切な場所でないかと思います。 

 

○榎本市民課長 

貴重なご意見させていただきます。 

 

○市民 

駅前のバス停について、バス停と現在の車の待機場所となっている駅側の場所を変えて

いただけないでしょうか。私は足が悪くなり、北広島病院や駅に行く場合に現在のバス停

の位置までは少し歩かなくてはいけないので、現在の車の待機場所に移動すれば駅までの

距離が短くなります。少しでも便利になればバスの利用者も増えると思いますのでご検討

をいただきたいと思います。 

また、市役所としてバス会社とバス路線の検討はされているのでしょうか。団地から東
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部へ行く場合は駅で乗り換えが必要となり、駅からまたバス料金がかかってしまうので、

以前に乗継券を出せないかということでバス会社との懇談会の時に言いましたが特に変わ

りがないので、なにか矛盾していると思います。市役所や東部中学校まで行くバスは本数

が少ないために駅で乗り替えが必要となります。将来的なバス路線の考え方について教え

ていただきたい。 

 

○村上建設部長 

駅前のバス停の移設につきましては以前にもご質問をいただいておりまして、私どもの

方で色々条件があるため、移設は難しいとの回答をさせていただいております。 

 

○中屋企画財政部長 

バス路線の関係についてですが、現在団地内の路線は緑陽通経由、中央通経由、そして

輪厚経由のバス路線があります。その路線の中で、東部中学校までと北広島駅までの路線

がありまして、市役所に行くには東部中学校行に乗らないと行けない状況です。今までの

ご要望につきましては、バス事業者、市、そして 5 地区の連合会の方にもご参加していた

だいて年 1 回、バス路線や料金、便数、時間などの要望についてお話しをさせていただい

ておりますが、なかなかバス事業者さんに了解していただくといった状況にはなっており

ません。しかし、おっしゃるとおり市役所新庁舎建設といったものもひとつの契機かとも

思いますので、引き続きバス事業者とも協議を続けていきたいと思います。 

 

○市民 

市内は輪厚、大曲、西の里、北広島団地と 4 つ出張窓口があり、各地区である程度の手

続きが可能となっています。それを各手続きは市役所のみとなれば、市役所に来る人は増

えるので、バスになる人も増えると思いますが、団地を造った時から北海道も何千万単位

でバスを買うお金を出しています。そんなことを 30 数年何回やってきてもバス離れの件は

解決できていませんし、バス離れの解決は絶対に無理だと思います。私は輪厚の希望ヶ丘、

で朝 5 台夜 5 台の 10 台のバスを喜ばれると思って走らせましたが、2 人から 8 人しか乗っ

てくれませんでした。要望はするけど結局乗らないという状況です。そもそも乗客が増え

れば要望しなくとも中央バスもＪＲバスも走らせます。現状のままでは、いくら理想を並

べても、10 年経っても、バス離れは絶対に解決しないと思います。 

 

９ 自由懇談 

○市民 

介護保険の関係についてお聞きします。団地の高齢化率は 40％というお話しでしたが、

段々北広島市も高齢者が増え、このままでは北広島市の介護保険も益々大変になると思い

ます。今年も結構な負担率が上がりましたが、振り返って見ますと、特に支援 1・2で効果
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のある支援が行われていたか常々疑問に思います。ケアマネージャーがもっと実態を把握

する必要があるのではないか思います。 

例えば予防支援サービスのことですが、ホームヘルパーが食事の支度に来ているときに、

支援を受けている本人は焼酎をぶら下げて帰ってくるといった状況を見た人が、「私の少な

い年金から払っている保険料がこんなことに使われて、気分的にたまらない」と言ってい

ました。 

支援 1や 2の方の負担率が 10％か 20％だったかと思います。これは市だけではできない

話ですが、負担率を 50％にすれば無駄使いする人が減るのではないかと思います。また介

護認定するときに調査員が家庭訪問しますが、専門医にも見てもらったら良いのではない

かとも思います。その際、認定をしない・止めるというものではなく、最も適した介護支

援はどういうのかということをしっかり吟味する必要がある。そして無駄なものは無駄と

言わないと、北広島の介護保険がパンクするのではないかという懸念を持っております。 

解決策ですが、南支援センターや西支援センターはずっと長いこと同じ業者がやってお

りますので、別な業者に変えてはどうかと思います。そうすることによって、新しい感覚

で要支援者を見ることができるのでないかと考えます。ずっと同じということは、人間と

の接触ですから良いことは良いですが弊害も出てくる、いわゆる馴れ合いで見てしまうこ

とがあると思います。 

これから、高齢者も増えていきますと介護保険が大変になってきますので適正に認定を

行う仕組みが必要であると思います。 

 

○福島保健福祉部長 

介護認定につきましては、お話しのとおりケースワーカー・調査員が訪問しまして、医

者の意見、また、会議の中では専門機関の職員ですとか専門家が資料を見まして介護認定

を行っているところでございますので、コンピューターだけではなく、会議に諮って決め

ております。また、管轄でいえば南支援センターになりますが、どうしても高齢者の支援

ということで情報を継続的に持っているということが大変重要なことです。ただし、馴れ

合いといったこともあるといったご指摘がありましたのでそれについては担当に申し伝え

たいと思います。 

 

○市民 

提案ですが、近所のさくら公園の遊具などが新しくなりました。しかし、曜日や季節に

よりますけれど、幼児や母親、高齢者が一緒に遊んでいるといった光景は数えるほどしか

見ません。団地は高齢者が多い地域ですので、もし予算があるならば、高齢者の遊具や運

動具といったものを設置していただきたいです。大阪市の公園がＴＶで出ておりました。

夏場にラジオ体操に出ましょうと言ってもなかなか出てきていただけませんが、そういっ

た物があれば自然と人が集まり、交流も深まっていくのと思います。ぜひ検討していただ
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ければと思います。 

 

○村上建設部長 

高齢者向けの遊具がどういった物か把握はしておりませんが、公園の遊具については子

供向けだけに更新するといった決まりはありません。遊具等の更新時には地域の皆様に集

まっていただき地域から意見をもらって更新しておりますので、今後更新の際には子供か

らお年寄りまでお集まりいただき、ご意見をいただいた上で更新を行ってまいりたいと思

っております 

 

○市民 

介護予防をもっと活性化させていただきたいです。特に冬場ですが、もっと良いものは

ないか検討していただきたいと思います。 

次にゴルフの関係での提案ですが、北広島市のふるさと納税で何をしているか把握して

いませんが、島松や輪厚のゴルフ場は全国区です。ここを利用してツアーを組んで、ふる

さと納税を検討する余地はないものかと思っております。 

最後に私たちは北広島のゴルフ場を利用する機会が少ないです。これは料金の問題です

が、もう少し市民に還元をしていただいて利用しやすくなればと思っております。 

 

○福島保健福祉部長 

介護予防を含めまして健康推進事業ということで水泳やウォーキングなど、様々な事業

を組んでおります。これからも健康推進課と高齢者支援課との両方で、只今のご意見も参

考にしまして健康推進に関わる制度を今後も考えていきたいと思います。 

 

○中屋企画財政部長 

ふるさと納税につきましては、高価な返礼等々で今も少し問題になっておりますが、当

市ではあくまでも寄付者の意思を尊重するということで、お礼状や市内のパンフレットな

どでお返しはさせていただきながらも、現在他市町村で行われているような返礼品といっ

たものは制度としてありません。しかし、先ほどもお話しさせていただいた今後のまちづ

くりの総合戦略の中で観光のような、人を呼ぶ、又は市を知っていただくといった仕組み

の中でこのふるさと納税といった部分も議論されているところでございます。本市の特

性・特色を生かし、3割・5割を還元するということではなく、知っていいただく、来てい

ただくといった意味で、今お話しがありましたゴルフ場を活用した戦略についても現在検

討されているところでございます。また、ゴルフ場の部分については、市営のゴルフ場は

ありませんのでご意見につきましては、今後ゴルフ場ともお話しする機会もありますので

伝えさせていただきたいと思います。 
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○市民 

現在、団地の中に限らず空き家が増えてきていると思いますが、その空き家対策をどの

ように考えているのでしょうか。また、新しい企業が北広島に来て、その企業に北広島市

民がどのくらい採用されているのかをお聞きしたいと思います。 

 

○塚崎市民環境部長 

空き家につきましては、5月に国で法律が施行されております。市におきましても、その

法律に基づいた対策を取ってきたところですが、何が一番大きかったかと言いますと、空

き家問題を解決する場合に、その空き家の所有者を探す時に税情報が使えるようになった

ことが大変大きかったと思います。市内には何軒か空き家がありまして、これまでも付近

の住民の方から困っているとのお話しもいただいておりますが、そういった所有者調査を

する中で解決されている案件も多くあります。しかし、空き家も現在は増えている状況に

ありまして、市で現在考えていることは、国の法律だけではなく、国の法律では「特定空

き家」と言いまして、本当に何らかの対策をしなければならない空き家については、自治

体の方で適正な対応を取りなさいという内容ですが、それ以外の予備軍的な当然有ります

ので、そういった予備軍に対しても何らかの方法で市で措置ができないかといったことを

現在考えております。もう一点は、緊急的な措置としまして、例えば、空き家に蜂の巣が

できて周囲の住民が困っている場合に、緊急的に市がその蜂の巣を撤去することができな

いかということも考えているところであります。 

 

○道塚副市長 

 雇用の関係につきましては、北広島市に新しく進出していただける企業につきましては、

私どもの方からも雇用についてＰＲをさせていただいております。また、北広島市民を採

用していただいた際には、補助金を出している状況もあります。具体的な人数につきまし

ては今資料がありませんのでお答えできませんが、今後も北広島市民が雇用できるような

形でＰＲやいろいろな部分で支援をしてまいりたいと考えております。 

 

○榎本市民課長 

 時間もおしておりますので、ここで自由懇談を終了いたします。貴重なご意見をありが

とうございました。終わりにあたりまして副市長よりごあいさつ申し上げます。 

 

10 閉会あいさつ ～巻末に掲載～ 
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平成 27 年度 市 政 懇 談 会 

北広島団地第２住区自治連合会 

平成 27 年 11 月 26 日（木）18：00～ 

北広島団地第２住区集会所 

出席者４８名（自治連合会３３名、市側１５名） 

 

 

【開催次第】 

１ 開 会 

２ 市出席者紹介 

３ 自治連合会長あいさつ 

４ 自治連合会役員等紹介 

５ 市長あいさつ 

６ 自治連合会から懇談テーマの趣旨説明 

７ 懇談テーマに対する担当部長からの説明 

 （1） 双葉小学校通学歩道の改良について 

 （2） 若い世代の北広島団地地区への積極誘導策について 

 （3） みなみ支援センター「（通称）ふれて」の階段の改善について 

８ 懇談テーマに対する再質問等 

９ その他 自由懇談 

10 閉 会 
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１ 開会 ～ 略 ～ 

 

２ 市出席者紹介 

○榎本市民課長 

まず始めに、市側の出席者を紹介させていただきます。上野市長です。道塚副市長です。

吉田教育長です。村上建設部長です。中屋企画財政部長です。福島保健福祉部長です。浜

田総務部長です。塚崎市民環境部長です。水口教育部長です。岡秘書課長です。秘書課柴

主査です。市民課市民生活担当梅木主査です。内山主任です。中尾主任です。以上が、市

側の出席者でございます。 

 

３ 自治連合会長あいさつ 

○自治連合会長 

自治連合会の会長をさせていただいております、小林と申します。市の皆様、お疲れ様

でございます。本日の市政懇談会には、皆様ご多忙なところ、上野市長をはじめ、幹部の

皆様がご出席いただき、私どもの要望をお聞きする機会を作っていただきまして、誠にあ

りがとうございました。 

第 2 住区の住民は、四季折々それぞれの自治会が企画している色々のレクリエーション

行事やスポーツなどをやっております。その集大成として毎年 8 月にふるさと夏祭りを開

催しております。第 2 住区の皆様だけではなく、上野市長をはじめ、幹部の皆様にもおい

でいただきまして楽しいひと時を過ごさせていただいております。本当にありがとうござ

いました。 

また、昨年はこの懇談会の会場は北広島団地住民センターで開催し、その間に市のご尽

力で北広島団地第 2 住区集会所の改修を行っておりました。12 月に改修が終わりまして、

新年から各自治会を、あるいはご老人の皆様を、あるいはご婦人の皆様を中心として毎日

のように利用していただいております。本当にありがとうございました。心より自治連合

会の会長として、市の皆様にお礼を申し上げたいと思います。 

さて、今回につきましては、第 2住区ができてから 40年も経過しており、色々な問題も

ございます。大体が生きている人間が 40年過ぎますと、みんなが高齢化になってきており

まして高齢者世帯が広がってまいりました。このような状態の中でいかに終焉を迎えるか

ということを考え、終活という活動を培いながら皆で活動しております。 

その中で 3点ばかり要望させていただき、私どもで説明をさせていただきます。 

 

４ 自治連合会役員等紹介 

○自治連合会長 

今回ご挨拶と私どもの自治連合会の役員を紹介いたしまして、一言ご挨拶といたしたい

と思います。総務部長の細川です。副会長の河部です。副会長の山本です。会計部長の大
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橋です。監査の関口と関です。副会長の山本は特に交通安全、防犯それから社協の関係で

ご尽力いただいております。以上が役員となります。 

 

５ 市長あいさつ ～巻頭に掲載～ 

 

６ 自治連合会から懇談テーマの趣旨説明（当日配付した資料のテーマ要旨抜粋） 

○自治連合会長 

今回、私ども自治連合町内会の役員で考えたことに加え、各自治会で問題点の把握はど

のようにしているか照会し、いくつかある中から整理をさせていただきまして 3 点に絞っ

たところでございます。 

その他後ほど自由懇談の中で出てくるかもしれません。各人、今日出席された方の発言

が出るかもしれませんのでその時はご容赦いただきたいと思います。 

 

（１）若葉町 3丁目のトリムコース～南公園通り西端間の歩道の改良について 

現在南町及び白樺町及び青葉町の児童の通学路の通称小学校通りは、昭和 50年以来一部

天ぷら舗装でその場しのぎを行っていますが、例年春先になると凸凹がひどくなり、児童

はもとより、高齢住民の歩行にも支障をきたす状態でありますので、是非改良して頂きた

いと思います。 

また、中央通り交差点～双葉小学校間の UR 側の歩道も若葉町 3 丁目のトリムコース～

南公園通り西端間の歩道同様でありますので、改良をお願いしたいです。 

 

（２）若い世代の北広島団地地区への積極誘導策について 

北広島団地地区において超高齢化が進むと同時に居住者人口が減少、空き家・空き地が

増加しています。具体的に第 2住区の南町第 2自治会住区に於いても 17戸の空き家、空き

地があり、現戸数 160戸の約 1割を占めていまして、今後も増加の傾向にあります。 

先般、道新記事に市が政策推進中の人口増強策「定住支援制度」の実績が報道されまし

た。昨年度、今年度の 2年間の団地居住で利用された世帯は 16戸であり利用全体戸数 120

戸の 13.3％と西部地区に次いで低い実績になっています。 

このままではジリ貧が進み、団地全体が空洞化していくため、若い世代を取り込む積極

策を期待します。 

 

（３）みなみ高齢者支援センター通称ふれての階段の改善について 

第 2住区自連住民を含め、団地住民が多く利用している「ふれて」は、平成 22年長正会

の団地の高齢者の憩いの場として、廃業した団地唯一の公衆浴場をリニューアルし開設さ

れ、26年度は 9,231名の利用状況です。 

しかしながら、付属施設は時間の経過とともに劣化が進み、利用者が使用する屋外階段
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が東側西側共に痛みが激しく、ふれてのスタッフによると登れないことや、降りるときに

怪我をされた方もいたと聞いています。東側には手すりがついていますが、西側には縋る

物がない状態です。人命にもかかわるので、至急階段の改善をお願いします。特にコンク

リートの劣化により階段が不安定になっていますので、改善か手すりの設置を要望します。 

 

７ 懇談テーマに対する担当部長からの説明 

○村上建設部長 

（１）若葉町 3丁目のトリムコース～南公園通り西端間の歩道の改良について 

私からテーマ 1の双葉小学校の通学歩道に改良についてご回答させていただきます。 

現地を確認し、舗装の破損と凹凸があることは私たちも認識、把握してございます。破

損箇所等は適宜補修を実施して、歩行者の安全確保に努めて参りたいと考えております。 

ただ、全面的な歩道舗装の改良につきまして、来年度から一部でも着手できるように検

討して参りたいと考えております。 

 

○中屋企画財政部長 

（２）若い世代の北広島団地地区への積極誘導策について 

私からテーマ 2の若い世代の誘導策ということについてご説明させていただきます。 

定住人口の増加に向けた取り組みということで、市内に初めて住宅を購入された 50歳未

満で 18 歳以下の子どものいる家庭を対象に 50 万円を助成するファーストマイホーム支援

事業を昨年 9 月から実施をしております。去年は 50 件、今年は 10 月 5 日現在でございま

すが、既に 115 件の合計で 165 件の申請がありました。内訳として、転入など市外からの

転入については 99件で 355人、市内での転居については 66件で 259人、合計 614人の定

住が図られたと考えております。地区別では、大曲地区が 60件で最も多く、その次に東部、

西の里、北広島団地、西部という順番になってございます。 

北広島団地地区につきましては、24件で全体の約 15％という割合になります。転入が 11

件で 45人。転居が 13件で 52人ということで全市的には転入のほうが多いという状況でご

ざいますが、北広島団地と東部地区につきましては市内での転居のほうが多いという状況

でございます。また、北広島団地の地区に限定しますと転入の 24件の部分では、里見町の

7件で一番多く、続いて松葉町が 3件となります。それ以外の地区につきましては、大体 1

件か 2件ということになっております。 

市では今までも定住人口増加に向けた取り組みを重点課題として、多くの方に北広島を

知ってもらい、お越しいただき、そして住んでいただくということで、市としてシティー

セールスを始めており、先ほどお話しがございましたお試し移住やファーストマイホーム

支援事業を行ってきているところでございます。 

また、人口減少対策ということで、現在策定を進めております北広島市まち・ひと・し

ごと創生総合戦略の中において、特に人口減少の大きい北広島団地地区の活性化について
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も推進会議の中で議論をされているところであります。この中で新しい人の流れを作る、

時代にあった魅力あるまちを作るということで、団地のイメージアップ、用途区域の見直

し、若い世代への住み替え支援、さらにファーストマイホーム支援事業におきましても特

定の地区への補助制度の見直し、それから子育て世代の親と同居や近居などの場合の住宅

取得の支援について検討している状況でございます。 

 

○福島保健福祉部長 

（３）みなみ高齢者支援センター通称ふれての階段の改善について 

テーマ 3 のみなみ高齢者支援センター通称ふれての階段の改善について、私からご説明

させいただきます。 

みなみ高齢者支援センターがある北広島団地地域交流本部ふれての屋外の階段につきま

して施設職員の立会いのもと現地を確認させていただきました。ご指摘のありましたとお

り、老朽化によるコンクリートの一部劣化が見られましたが、一定の補修がされているこ

とを確認しております。 

また、手すりに関しまして、安全のために設置されていることが望ましいと考えており

ますが、施設といたしましては、多額の費用が必要なことから設置していないということ

を聞いております。階段の上り下りに不安のある方につきましては、階段左側の施設内に

新しくエレベーターを設置していますので、施設利用者にはエレベーターを利用していた

だくよう促していると伺っております。 

この施設につきましてはみなみ高齢者支援センター、北広島団地地域交流ホームふれて、

デイホームかたるの 3 つの機能を有しており、不特定多数の方々が利用する施設でありま

すことから、施設を所有する法人と引き続き協議して参りたいと考えております。 

なお、現在のところは施設に補修に対する補助金の交付は行っておりませんのでご理解

をお願いしたいと存じます。 

 

８ 懇談テーマに対する再質問等 

○市民 

建設部長から、学校の通学路について来年実施したいと仰っていましたが間違いないで

しょうか。昨年、天ぷら舗装のことで質問したところ、役所言葉で検討すると返答してい

ましたが、先ほど会長からお話しがあったように、何箇所か穴が開くと天ぷら舗装してい

ただいていました。ところが、雪解けになると酷くなります。今建設部長さんから来年は

実施したいと仰ってましたので実施していただけると受け止めて良いですよね。 

 

○村上建設部長 

今お話しありました件につきまして、ご回答させていただきます。 

昨年、小学校前の歩道の状態が悪いので補修をしてほしいという要望を承りましたが、
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私ども記録では、申し訳ないのですが全面的な改良ができる旨の回答はできないため、部

分的な補修、あるいは天ぷら舗装ということで対応して参りたいとお答えをさせていただ

きました。今年につきましても、歩行者にとって危険な箇所がございますのでその部分に

ついては補修させていただきます。 

ただ、今年前向きな回答をさせていただいたのは、全面的に改良舗装を考えているため

です。先ほど一部と言っていたのは、1年ではまず完結しないと思われるため、2年かかる

か 3 年かかるか不明ですが、いずれにしろなんとか来年スタートしていきたいと建設部で

は考えてございます。しかしながら、予算の関係など建設部だけで決められる内容ではご

ざいませんので、まず前向きに検討していきたいということでご理解いただきたいと思い

ます。 

 

○市民 

わかりました。市長から色々な財政のお話しがありましたように、財政が他の市町村か

ら見ると非常に良いようなので、是非 3年、5年と言わずに幅の狭い通学道路ですので早く

実施していただきたいと思います。 

中央通りは凄く綺麗になりましたが、毎日通っている子どもさんが転んだりするのを見

たりすると１日でも早く舗装していただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

次にもう１点、みなみ高齢者支援センターの階段の件ですが、私も地域お茶の間役員を

しておりまして、行事がある度にみなみ高齢者支援センターへ行きます。会長からお話し

があったように、札幌からも色々と楽団の方が来ますが、あの階段を色々な道具を持ちな

がら運んだりしています。 

ご覧になれば分かると思いますが、本当に幅が狭くて急傾斜です。私は全部壊していた

だきたいなと思います。段々年齢を重ねますと躓いたりします。 

第 2 住区としては、支援センターは交流の場で非常に利用度も多いので、出来るならあ

の階段を 1回壊して緩やかな階段にしてほしいと思います。要望としてお願いいたします。 

 

○村上建設部長 

先ほど保健福祉部長からご回答しましたが、いわゆる西側のふれての正面の広い階段は

施設所有の階段になります。今お話しされていますのは、その隣の東側の階段をスロープ

にしていただきたいというご要望でしょうか。 

 

○自治連合会長 

私もふれてを利用しますが、玄関の正面から降りてくる 13段の階段は、傾斜のわりに手

すりが付いていません。この階段は勾配が凄く急で、ちょうど札幌ドームの傾斜と同じく

らい傾斜が厳しいです。お年寄の方には、特に気をつけてくださいと言っています。 

また、エレベーターを使ってくださいと言われておりますが、エレベーターは車が入っ
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ていく場所にありますし、2階までストレートに行きます。ですから、ふれての利用者は使

わず、デイサービスの方々が使うと理解しています。 

そのため、そこをなんとかして頂ければと思います。市がだめであれば、長正会にもう

少し強く言います。9,231名も利用者がいる以上、事故があって怪我をした時に大きな事故

になりまして、先ほど言いましたように死人が出てからだったら困りますということです。

これは私から強く言っておきます。 

 

○福島保健福祉部長 

このご要望をいただいた時に私と担当課長のほか、施設の方と 4 人で歩きながら確認さ

せていただきました。会長が仰っておりました階段は幅が広く、以前銭湯の時のままの幅

です。一部、鉄の金属の補修がしてありますので、すぐに補修等という状況ではないのを

確認しております。 

ただ、階段の両側に手すりは付いていないことも確認しておりますので、施設の内容か

ら階段に手すりはあったほうが良いとお話しさせていただき、長正会側も手すりは付けた

いと話されていました。 

階段自体がかなり大きいため、補修等をする際に手すりだけというわけにはいかず、階

段そのものにも手を付けなければならないと長正会側は考えていらっしゃいます。そのた

め、すぐ付けるのはなかなか難しいですが今後検討していきたいとお話しされていました

ので、先ほども申し上げましたとおり、引き続き協議させていただきたいと思います。 

施設利用者の方については、デイサービスを使う、使わないに関わらず、あの施設全体

を使うためにエレベーターを付けています。お越しされた方につきましては、なるべくエ

レベーターを使ってくださいと説明をいただいております。これからふれてにお越しいた

だく方につきましても、階段が危ないと思われる方は積極的にエレベーターを使っていた

だきたいと思っております。 

 

○市民 

2番目のテーマについて、団地へ若者をいかに誘導するかということですが、団地だけで

はなく北広島へいかに若者を誘導するかだと思います。 

私は 10 数年前に東京で仕事をしておりまして、北海道新聞が 1 日遅れで来ていました。

本禄市長の時代であったと思いますが、北広島団地は北広の霊園近くにしたいと本禄さん

が仰っていた記事がありました。関東では、当時田園調布に家が建つという漫才が出て、

関東地区の若者は田園調布に非常に興味を持ちました。そのほか、当別のスウェーデンヒ

ルズとか伊達の北の湘南などはネーミングが上手いと思います。 

今、北の田園調布では流行りませんが、市には優秀な若い人がたくさんおられますので、

キャッチフレーズをお考えいただけないものかと思い、お話しをさせていただきました。 
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○上野市長 

今仰っていただきましたように、北広島団地ではなくもっと違う名前にしたほうが良い

のではという意見も多いため検討しております。 

市内全体の人口減では、この北広島団地がやはり多いため、この北広島の発展は北広島

団地にあると思い、団地をメインに様々な施策を検討しているところでございます。ネー

ミングにつきましてもその中で検討していくものであります。 

 

９ 自由懇談 

○市民 

3点ほど要望を申したいと思います。 

去年も市長にお願いしたのですが、我々高齢者にとっては温泉地に入るということは健

康の元だと思いますし、温泉に入ると医療費も掛からないということをよく言われます。

我々は市から温泉の券を 12枚いただいておりますが、去年の市政懇談会の際にお願いしま

したが、せめて 20枚に増やしほしいとお伝えしました。 

当初補助制度になった時は 10枚でしたが、その際に私はひと月に 1回行けないかとお願

いしたところ、早速 12枚にしていただけました。ところが、12枚ですと 3、4ヶ月で無く

なります。そのため、なんとか 20枚くらいに増やしていただきたいと思います。 

助成を増やした場合、市の負担も増えるわけですが、去年の市政懇談会でお伝えしたと

ころ、大変笑顔で市長から検討するとお返事をいただきました。しかし、予算の都合等で

実施されませんでした。 

他の市町村を見てみますと、新ひだか町は 24枚発行されております。それから、クラッ

セホテルでも 600円で入浴できて市から 300円助成があり 300円で入浴できました。とこ

ろが今クラッセホテルでの入浴は 700 円になり、個人負担が増えました。高齢者は毎年増

えていますし、高齢者はお風呂に入るのが楽しみです。予算の関係もあると思いますが、

再度温泉の補助券を検討していただきたいと思います。 

2点目に、今年もプレミアム商品券を実施していただきました。最初はあまり人気が無く

てかなり余ったということで、2次募集をされていました。1回目は 1冊か 2冊と制限され

ていましたが、たくさん残りがでたようで 2 次募集をされました。私、会長、副会長は良

い機会だと思い 5 冊申し込みましたが、あまりに人気が出たため抽選会になり、我々は当

選できませんでした。ですから、5冊ではなく 1冊か 2冊に限定して、皆様に行き渡るよう

した方がよいと思います。もし、来年プレミアム商品券が実施されるのであれば、ご検討

していただきたいと思います。 

最後になりますが、除雪の件について、一昨日、昨日、今日と雪が降りました。学校が

統合され輝美町や広葉町の方々は遠いところから通学しています。そのため、子供の親が

自家用車で送迎にきています。その際、車が学校の近くに入ってきても、学校の前に雪が

溜まっているため、途中で降ろしてから入ってくる形となっております。 
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そこでお願いしたいことは、学校の周りの除雪は準幹線道路であるため市が除雪を行っ

ていただいていますが、まめに学校前の排雪をお願いしたいと思います。学校前はたくさ

ん雪が溜まっておりますことから交通事故も多いので、排雪をしっかり実施していただき

たいと思います。 

 

○村上建設部長 

排雪の件についてお答えします。 

幹線道路、準幹線道路の排雪の回数は、申し訳ございませんが、2回なら 2回、3回なら

3回と決めております。 

排雪は状況を見て一定以上溜まってしまうのを事前に防ぐように行っておりますが、回

数を決めて発注済しておりますので、今から直すということは出来ません。しかし、トー

タルの中でやりくりは出来るので、申し訳ありませんがこの件は検討事項として持ち帰ら

せていただきたいと思います。 

 

○市民 

積もっている雪はかなりの山になります。児童の関係ですから、送迎の車もどんどん来

ます。警察の方をお呼びしてパトカーで来ていただくなど、努力はしているのですけれど

も、ひとつよろしくお願いいたします。 

また、温泉の助成券について、あらためてご検討よろしくお願いいたします。 

 

○市民 

温泉の助成券について、夫婦で行くと 2冊いただけます。私はすぐ使ってしまいますが、

妻は温泉にあまり行かないため残ってしまいます。そのため、妻の分の残った券を使って

私が行きたいのですが、それは駄目だと言われます。せっかくですので、この点も含めて

お考えください。 

 

○上野市長 

皆様にお渡しした温泉の助成券 12枚は、その本人以外は使えないようにしないと、結果

的に隣の家の人から貰ったなど問題も出てくることがあります。 

去年笑顔になったということでありますが、原課から意見が色々と上がってくる中、財

政面も含めて最終調整を行っていますが、その上で最後に 12枚となりましたが、今のお言

葉については、心にきちんと受け止めながら査定をしておりますので、ご理解願いたいと

思います。 

 

○市民 

温泉の助成券ですが、実際の利用率はどのくらいでしょうか。 
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○福島保健福祉部長 

正確な数字は押さえてきておりませんが、それほど高くはない状況で、皆様が全員使っ

ているということではありません。 

高齢者施策は色々な施策をやっており、そのうちのひとつですので、温泉が好きではな

い方や、家から出られない方、施設に入っている方も対象者の中に入っておりますことか

ら、そのような方を含めますと利用率はそれほど高くはない現状でございます。 

 

○市民 

今、市では緑地公園において遊具の交換と思われることを行っていますが、私はこのあ

たりの公園の遊具は使われていないと思います。また、少子化になっておりますので、強

いて遊具の交換をやる必要があるのか疑問に思います。もっと他にもやることがたくさん

あると思うのですが、そのことについてお伺いしたいです。 

 

○村上建設部長 

公園の遊具は設置されてから 40年ほど経過しております。この遊具は長寿命化計画とい

うことで、全部駄目になってから交換するのではなく、計画的に更新しておりまして、原

則的に更新する前年に地域で意見交換会というのを開催させていただき、地域の方に「こ

の遊具はすぐに変える必要がある」とか「このような遊具に交換してほしい」などのご意

見をいただいた中で実施させていただいております。 

団地内だけでも相当数の公園がありますが、市には団地以外にもたくさんの公園があり

ますので、順次行っているという状況です。青葉緑地も昨年意見交換会をさせていただき、

昨年の自由懇談でも意見をいただきましたが、例えば排水が悪くてじめじめしているとい

うことも含めまして、今回改修させていただいているところでございます。 

 

○市民 

団地は高齢化していますので、我々としては東屋を作っていただけたほうがありがたい

です。また、できれば花壇を作るなどしたほうが良いと思いますので、そのようなことも

考えていただければと思います。 

 

○村上建設部長 

現在公園の改修は国の補助制度を活用して実施しておりますが、約 3 年前までは改修の

やり方等ある程度の自由が許されていましたが、昨年から取り扱いが非常に厳密化されま

した。具体的に 2 ヘクタールを超えない公園につきましては、遊具の更新しか認められま

せん。 

意見交換会の中で東屋の更新を出来ませんかとご要望をいただき、南町では実施したと
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ころもございますが、先ほど申し上げました通り、現在は近隣公園と呼ばれる大きな公園

などは可能ですが、それ以下の広さの公園の場合遊具の更新のみとなります。 

ただし、今回排水の関係につきましては、昨年意見交換会でお話しをいただいていたこ

とから、修繕させていただくものでございます。 

 

○市民 

バスについてですが、中央バスに市から何百万円か補助を出して運営しているというこ

とをお聞きしたことがあります。実は私の親は現在 84歳で、80歳になった時に免許書を返

納して補助輪の付いている電動自転車を買ったのですが、やはり不便だということで中古

車を買って車に乗っています。 

そこで１つ目の提案なのですが、例えば、中央バスに補助をしている何百万円を単に空

気を運ぶことに使うのではなく、ある一定の年齢になった方に何百万円かの金額の 1割か 2

割を補助し、もっと利用者が増えるような施策に変えていただけたらと思います。 

2つ目の提案は、バスを利用して市役所または総合体育館に行くとなりますと、第 2住区

からだと 2 回の乗らなくてはなりません。乗り継ぎ券、あるいは目的地への利用というこ

とで 200 円、220 円で市役所や総合体育館へ行けるようにしていただければと思います。

その差額分については先ほど申しました何百万円の財源から工夫していただくこととしま

して、もっとバスの利用者を増やし、中央バスに対しての補助を少なくできる可能性があ

るのではないかと思います。 

これから高齢化が進むにしたがって、将来はバスに頼らざることになります。高齢者の

人口が多くなってきますので、是非お金を出して解決するということではなく利用度を高

めて活性化をするという方向で税金を使うということをしていただければというのが私の

提案です。よろしくお願いいたします。 

 

○中屋企画財政部長 

バスの関係についてお話しをさせていただきます。 

まず、バスの利用実態につきまして、平成 26年度は年間でおよそ 48万人、平成 25年度

は 53 万 3 千人ですので、約 5 万 3千人の年間利用者が 1年間で減少したことになります。

これはパーセントで言いますと、10％減になります。 

その理由ですが、年齢を重ねて退職されたことで通勤に使う度合いが減ります。また子

どもが少ないため通学で使うことも減ります。このため、団地線に限らず、バス事業者は

経営が厳しく、今ある路線を維持するという前提で今はバス事業者に 400 万円の補助金を

出している状況にあります。当然、それ以上にバス事業者は経営的に苦しいというお話し

は聞いておりますが、バス事業者にはバス事業者としてのご努力をいただくということで、

お願いをしているところでございます。 

先ほどお話がありましたが、団地の活性化という部分について、現在総合戦略というも
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のを作っておりまして、これは人口増加対策にある意味特化した戦略でありますが、バス

の利用拡大に向けた利用促進策についても大きく議論されているというところでございま

す。その仕組みについて、今推進会議の中で検討されているところで、この計画自体は平

成 31 年までの計画ですので、早い事業については 28 年度からスタートをするため、各種

事業の制度設計、金額、時期なども含めて議論されているところです。他市町村も既に取

り組んでいるものでは、免許返納者に対しての助成、高齢者や子育て世代に対するバス利

用の助成などがありますので、そうしたものについて十分参考にしながら、今後決めてい

きたいと思っております。 

それから乗り継ぎや便数、路線の行き先などについては、年 2 回ほどバス事業者と自治

連合会の代表も含めて色々と要望しているところでございます。ただ、経営的な部分もあ

り、なかなか事業者から良い回答が得られていないというのが現状でございますが、我々

としても市役所に行くのに乗換えが必要なのは理解しております。東部中学校行きがあれ

ば降りられるのですが、駅までということになりますと歩いたら時間が掛かるということ

で、出来るだけ路線も含めて継続的にバス事業者とお話しをさせていただきたいと思って

おります。 

 

○市民 

先日マイナンバーの通知が来ましたが、色々な文章があって中を見ても理解できないで

す。結論的としては写真付の申請書を送ってカードを貰わなければならないのでしょうか。、

住民票や戸籍謄本等を取りに行く時に、マイナンバーが必要であれば自分の番号が書いて

ある通知文書を持参すればカードを作らなくても良いのか、それとも絶対に作らなければ

ならないものなのか、文章を読んだだけでは理解できなかったのでご質問いたします。 

 

○浜田総務部長 

マイナンバーは今全ての世帯に届いていると思います。中身について、紙の上のほうに

マイナンバーという 12桁の数字が入った、通知カードというものがございます。これは大

変大切な物になりますので、大切に保管していただきたいと思います。その通知カードの

下に切り取り線で、申請書という物が付いています。これは作っても作らなくても良いも

のですが、政府としてはリストも作ってほしいと言われております。 

まず、通知カードはこれからも使うことになると思いますが、マイナンバーを知らせる

ための物です。 

次に申請書ですが、これは通知カードからランクアップし、プラスチック製で顔写真が

載り、様々なデータが入るチップを内蔵したカードが必要な方のための申請書となります。

お手続き方法ですが、申請書に必要事項をご記入いただき、写真を貼っていただいて、返

信用封筒を郵便ポストに入れていただければ市に届きます。そして届いた後に、1月以降に

交付通知書を各ご家庭に送付いたします。そして、交付通知書とマイナンバー通知書とご
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自身の身分証明書をお持ちになり、市役所に来ていただくことになります。 

このプラスチックのカードはご自身の証明書にもなり、それ 1 枚で色々なことができる

便利なカードでありますが、そのカードが必要な方は申請書をご提出いただくこととなり

ますし、カードが必要でない方は 今お持ちの通知カードを大事に取っておいていただき、

平成 28年 1月から税や福祉関係の制度でご提示を求められるということになります。 

なお、今お持ちの紙の通知カードは持参しても本人かどうかの確認はできません。しか

し、プラスチックのカードは写真入りになりますので、免許証のように本人確認をできま

す。 

このプラスチックのカードが必要とするかは任意ですが、政府や私どもとしては、便利

なカードですので、これから色々な制度に使うためにもご申請していただいたほうが良い

のではないかと思います。もちろん、必ず申請しなければだめというものではございませ

んが、今お持ちの通知カードだけは必ず大切に保管していただきたいと思います。紛失し

てしまいますと再発行をしなければいけなくなりますので、よろしくお願いいたします。 

 

○市民 

若葉町自治会では今、ごみステーションの管理について、近隣の方がやっていたのを当

番制にするかアンケートしました。その結果、当番制に賛成という人がそれなりの人数い

たため、そのようにしていこうと動いているところですが、アンケートの自由記述の欄に、

ごみステーションをもう少ししっかりした形の物にできないか、カラスが荒らすのは間に

合わせみたいなごみステーションだからだという意見がありました。ごみステーションに

は町内会で用意しているという話を聞きましたが、ごみステーションを新しくする場合に

市から補助金等の制度があるのであれば教えていただきたく質問いたしました。 

 

○塚崎市民環境部長 

ごみステーションの設置にあたり補助金制度がないかにつきまして、結論から言います

とございます。 

どのような制度かと言いますと、ごみボックスやごみを入れていただく物を作るもしく

は買っていただく時にその金額の 2 分の 1 の補助をしています。町内会と市側で半分ずつ

折半するという制度でございます。この金額には上限額が定められておりまして、補助金

の上限は 10 万円になりますが、10 万円の補助ということは、20 万円のごみボックスとな

りますので高価な物になります。大体今、町内会で作っていらっしゃるごみボックスの平

均額が 5 万円から 6 万円であり、その半分は補助になりますので、是非制度を使ってごみ

ボックスの設置を進めていただければと思います。 

 

○市民 

マイナンバーのカードのことですが、今まで私は免許証がないので住民基本台帳の写真
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入りの住民基本カードを持っているのですが、今後そのカードはどのような扱いになるの

でしょうか。 

 

○浜田総務部長 

住基カードは個人番号カードと連動しております。個人番号カードを交付されますと、

住基カードは失効することになります。つまり、お持ちいただけるのはどちらかひとつに

なります。また、住基カードは個人番号カードを交付されない場合は有効期限まで使用で

きますが、再交付は今年 12月下旬以降から出来なくなります。 

詳しいことにつきましては市民課にお問い合わせいただくことになります。以上でござ

います。 

 

○市民 

それならマイナンバーのカードを持つ必要はないということですか。 

 

○浜田総務部長 

マイナンバー制度が始まりましたら住基コードは無くなるのかということですが、住基

コードは住民票の情報を管理する番号として残り、内部の事務処理に使用するということ

になっております。 

 

10 閉会あいさつ ～ 巻末に掲載 ～ 
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閉会あいさつ 

 

 本日は、お忙しい中また夜分にも関わらず多くの方々に参加いただきまして、

本当にありがとうございます。 

あいさつで市長から話しがございましたように、北広島市は今多くの企業が

進出をし、また 2 年連続して北海道で 1 番住みよい住み易い街と評価をいただ

いておりますが、さらに住みよい街をめざしてまいりますので引き続き皆様に

ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

また、本日皆様から多くのご意見をいただきました。対応できるものはすぐ

対応させていただきますし、また中には、検討しなければならないものや長期

的な視点で対応が必要なものもございました。市といたしましては、日頃から

様々な視点で職務にあたっておりますが、今後もいっそう市民の目線で業務に

あたってまいりたいというふうに考えておりますのでよろしくお願い申し上げ

ます。 

結びになりますが、これから寒さがいちだんと厳しくなってまいります。皆

様におかれましては、お体に十分留意をされお過ごしされますようお願い申し

上げまして本日の市政懇談会を終了させていただきます。本日は誠にありがと

うございました。 
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